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世界崩壊まで、あと二十四時間


第一章　最後の日

第二章　仲間

第三章　赤い月
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エピローグ２　明日を夢見る
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　世界崩壊まで、あと二十四時間







「…………」

　そう。

　あともう、たった二十四時間しかないのに、生徒会室を捨てることになった。

　月げつ光こうは振ふり返る。

　すると、捨てた生徒会室に敵が入ってくるのが見える。

　この世界の敵が。

　かつての、仲間が。

　サイトヒメアと、鉄くろがね大たい兎とが、生徒会室の扉とびらを開いて中に入ってくる。

　だが二人はもう仲間じゃない。

　二人は月光を襲おそおうと、やってきたのだ。

「…………」

　大兎がこちらを見る。

　穏おだやかな表情。

　だが、冷たい表情。

　やはり優やさしさのない、人間味のない表情。

　少なくとも、月光がいままで知っている、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな馬ば鹿かの顔じゃない。

　大兎が口を開いてなにかを言おうとする。

　それはかつて同じ生徒会委員だった仲間に向けた別れの言葉か、それとも、実は自分はもう、人間じゃなくなってしまったから、友達ではいられない──などというどうでもいい告白の言葉でも吐はくつもりか。

　しかし大兎がなにを言おうとしているにせよ、いまは聞くつもりはなかった。

　仲間をやめるとか、人間ではなくなったとか、友達ではいられないとか、そんな一方的な意見はいまはまだ、受け入れられなかった。

「…………」

　生徒会室の外の空は、無数の悪あく魔またちで埋うめ尽つくされて、真っ黒に染まっている。

　そしてその黒に、人間たちが──《軍》が放ったロンギヌス閃せん光こうが、次々と穴を空ける。

　それはあまりに悲ひ惨さんな光景だった。

　仲間は裏切り。
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　悪魔と人間が殺し合う。

「…………」

　あらがい難がたい滅めつ亡ぼうの日が今日だと言うのなら、きっとそうなのだろう。そう思えるだけの悲惨な光景が、空では展開されている。

　大兎と、目が合う。

　大兎は、「ほら、もう終わりが始まったよ」と言いたげな顔をしている。「あきらめなよ」と、言いたげな顔をしている。

　だが、それでも、月光は大兎の口からなにか、言葉が発せられる前に、言った。

「……閉じろ」

　と。

　そう命じて──生徒会室との《道み程ち》を閉じた。




　そして始まる。

　この物語の、最後の物語が。

　最後の日。




　最後の二十四時間が、始まった。







　第一章　最後の日







　次元の歪ゆがみを抜ぬけたさきは、やはり日本だった。

　とある商店街の、路地裏。

　それが、月げつ光こうが選んだ逃とう亡ぼう先だった。

　それも宮みや阪さか高校からそれほど遠くない、駅で二つほどいったさきにある繁はん華か街がいのビルの裏。

　一いつ緒しよに《道み程ち》を抜けてきた泉いずみが言う。

「あっれ～、ここ、佐さ久く間ま町の商店街じゃん。こんなガッコの近くに逃にげるくらいで、追っ手とか大だい丈じよう夫ぶなの？」

　するとそれに、横にいたセルジュが言う。

「……と、《預言》では泉さんが言ってましたけど、その説明は月光さん、してくれないんですよねぇ」

　そしてそれに、月光は仲間たちのほうを見る。

　するとそこには、大たい兎ととヒメアを除いた、生徒会の面々がそろっている。

　泉、ハスガ、セルジュ。

　そして自分の隣となりには、美み雷らいだ。

　おまけにいまのセルジュや、泉の発言からすると、あきらかにこいつらは自分が持っている以上のなにか、特別な情報を知っているようだった。

　その出所がどこで、なんなのかはわからない。だからまずはそれを問い詰つめる必要があるのだが。

　しかし、その前に月光は聞く。

「……誰だれか、怪け我がをした奴やつはいるか？」

　が、全員が首を振る。

　泉がにこにこ笑って、

「なんか、月光ぽん、いつもよりすごく優しくない？」

　などと言って、それになぜか横の美雷が嬉うれしそうに、

「んとねー、んとねー、ゲッコーはあのね、いつも優しいもんねー」

　と、腕うでに抱だきついてくる。

　泉がその、美雷を見下ろし、それから再びこちらを、かなり鬱うつ陶とうしい笑え顔がおで見てきて、

「あれあれ、なにそれなにそれ。そのいつもの五倍くらいのスキンシップ、それ、やばいでしょ。あ、あ、まさか君たち、まじめな高校生とは思えない不純異性……」

「おまえは黙だまれ。妙みような勘かんぐりはやめ……」

「にやにやにやー」

「黙れと言っただろうが！」

「あはー、表情を口で表現しただけじゃないですかー」

　へらへら、泉は楽しげに笑う。

　それをうんざりしたような顔で、ハスガが制す。

「あーはいはい、おまえらこの状じよう況きようでもいつもどおりの態度って、いったいどういうことなんだよ。俺だけなのか？　焦あせってんのは」

　すると泉が言う、

「もちろん私も焦ってるよー」

「見えねぇんだよ」

「だーからハスガっちは女心がわかってないっていうかー」

　それにセルジュがうんうんうなずいて、

「だから童どう貞ていっていうかー」

「おまえらぶっとばすぞ！」

　そんな馬鹿どもの会話を、月光は聞くのをやめる。

　ハスガの言う通りなのだ。

　もう時間はない。

　まるで時間はない。

《預言》された世界の終わりまで、もう、二十四時間を切っているはずだ。

　正確な時間は、携けい帯たいを壊こわされ、鞄かばんもおいてきてしまったのでわからないが。

　とそこで、月光は聞く。

「おまえら、《軍》から支給された携帯は──」

　するとハスガが言う。

「当然捨てたよ」

「私もー」

「僕も」

　月光はうなずく。

「よし。さすがにそこまでの馬鹿はいないようだな。あれがあると、すぐにこの居場所が割れるからな」

　と言いながら、美雷のほうを見下ろす。もちろん彼女に限っていえば、そこまでの馬鹿なのだが、しかし、

「まあ、おまえは大だい丈じよう夫ぶか。いつも絶対に忘れてくるなと言っても携帯を忘れてくるようなアホだからな」

　すると美雷が頬ほおを膨ふくらませて、

「あたしアホくないけどね！」

「じゃあ携帯は？」

「え、えと」

「持ってないんだろう？」

「んとね、あの、寝ねてるときに突とつ然ぜん呼び出されたから忘れただけでね」

「どこに？」

「え、えとえと」

「携帯をどこにおいたか覚えてるのか？」

「んとんとんと」

「やっぱりアホか」

「アホくなああああああああ」

「が、いまはそのほうがよかった。偉えらいぞ美雷」

「え♡　ほんと!?」

「ああ」

「ふふふ、褒ほめられたーーーー！」

　と、喜ぶ美雷を見て、また泉が、

「にやにやにや～」

「いいから黙れ」

　が、泉は黙らない。

「ねね、どう思いますいまの、奥さん」

　と、ババ臭くさく手でぽんっとハスガの肩かたをたたき、

「俺に振ふるなよ」

　と、ハスガが顔をしかめる。

　それを月光はうんざりした顔で見つめながら、空を見上げる。

　いまだ空は暗い。

　まだ、夕方のはずなのに、空を埋うめ尽つくす悪あく魔またちによって陽ひの光は遮さえぎられている。

　まるで稲いな妻ずまのような音を響ひびかせては、空に穴が空く。

　そこから夕方の赤い陽が漏もれ、まるで空が傷つき、血があふれているように見える。

　まだ、悪魔は負けていないようだった。

　人間と悪魔の争いは、拮きつ抗こうしているように見えた。

「…………」

　だが、そのすべてに意味がない。

　人間が勝とうが、悪魔が勝とうが、結局は世界は終わる。

　そう《預言》されているのだ。

　その《預言》に逆らうことは、誰にもできない。

　神も。

　人も。

　悪魔も。

　天才だった弟ですら、あまりの絶望に屈くつしてしまった。

　とそこで、さっきの出来事を思い出す。日向ひなたが、月光を守るために殺されたのを。

　殺したのは、大兎だ。

　大兎は日向の顔をつかみ、弟の中の《鴉からす》の力を喰くったと言っていた。そしてさらに、こんなふうにも言った。

『ああ、やっぱり単独で食べると、《鴉》は毒があるなぁ……ちょっと計画が狂くるっちゃったよ』

　それですべてがわかった。

　やはり、《鴉》を喰わせたがっていたのは、《月の裏側の神》のほうだったのだ。

　月光も日向も、お互たがいを喰いあおうとすべきでは、なかったのだ。

　とそこで、泉が言ってきた。少し、こちらを気き遣づかうような表情で、

「……あの、日向っちのことは」

「黙れ。仕方ない」

　が、泉が首を振る。

「仕方なくないよ。仲間が辛つらいときは、私たちも辛いから」

　などと、言う。

　セルジュや、ハスガ、それに美雷が、こちらを見てくる。

　だがそれに、月光は肩をすくめる。

「明日あしたの夕方には世界が終わって全員死ぬっていうのに、しばらく音信不通だった弟が死んだところで、どうということはない」

　が、誰も、なにも言わない。そんなはずがない、といわんばかりの表情で。

　仕方がないので月光は少し、言い訳をする。

「それに大兎は、日向の力を喰ったあと、それをさらに俺に喰わせようとしていたようだった。なら、まだ、それを奪うばい返せば日向は生き返るんじゃないか、と、俺は思っている」

「…………」

「つまり、俺は弟もあきらめていない──と、言ったら、どうだ？　どういう事情でおまえらが、俺が知らないような階層の《預言》を見ているのかは知らないが、俺が言っていることは、《預言》の上ではくだらない……」

　しかし泉がまた、それを遮った。

「戯たわ言ごとじゃないよ。そうなるかもしれない」

「…………」

「うん。きっとあきらめなければ、そうなる」

　その、泉のほうを見て、月光は聞く。

「そうか。なら、まずは情報の統合をしよう。おまえらはいったい、なんの情報を持ってる？」

　そう聞くと、泉は答えた。

「えーとね、ここまでの会話は実は、私たち、《預言》で見てるんだよねぇ。ここが一番深い階層。これ以上分ぶん岐きがないくらい、深い階層の展開。ほいでね、そろそろ大兎っちと、ヒメアっち、それに黒くろ守す先生も、私たちのことを、《預言》で見つける」

　それに月光は、目を細める。

「《預言》を見れば、俺たちの居場所がわかる？」

「うん」

「で、追ってくるのか？」

「さあ」

「おまえもこの《預言》を見たんだろう？　なら、なぜわからない？」

　というのに、ハスガが横で、にやりと笑う。

「俺たちは、《預言》から出るからだよ。だから俺たちのことは、ここからさきは《預言》に書かれない」

　月光は、ハスガのほうを向く。

「《預言》から出る？　というのは、具体的にどういうことだ？　そもそも、なぜ、おまえや、俺たちに、そんなことができる？　おまえらはその情報をどこから──」

　しかしそこで、セルジュがポケットからアナログな目覚まし時計を取り出して、

「はーい、大兎さんたちがきますよー。あと一分で僕らの居場所が割れて、三分後にはここに、攻こう撃げきがきます」

　などと、言う。

　正確な攻撃時間まで把は握あくしている。

　おそらく《預言》で見たのだろう。

　だが、それはどうやったのか？　深い階層の《預言》を見るのは、人の身ではとても難しいはずだった。《軍》ですら、それほど深い階層まで見ることができなかったのだ。

　なのにこいつらはいったい、なにを知っているのか？

　だがそれを、

「……聞いてる時間はないな。で、どうする？」

　すると泉が答える。

「そ～れは月光ぽんが考えてよ」

「あ？」

「一分で簡易な状じよう況きようだけ説明するから、あとは月光ぽんの反射に任せる。反射でどんどん生き残ることができる正解を出していって」

「はぁ!?　ちょっと待……」

　が、そこで言葉を止める。

　待っている時間は、ないのだ。

　いま、この戦力で、大兎やヒメア、黒守の攻撃を受けて、勝つ自信はなかった。

　なら、逃にげる必要がある。

　すぐに逃げる必要がある。

　だが、敵は《預言》を見て襲おそってくるのだ。居場所を特定して襲ってくるのではなく、月光たちがなにをして、どう行動しようとするのか、未来を確かく認にんしてから攻撃してくるのだ。

　そんな奴やつらを相手に、どう動けばいいのか？

　しかし泉のこの、自信満々の様子からすると、その答えを知っているようだった。

《預言》に書かれていることを、裏切ることができる方法を。

　なら、

「どうすればいい？　早く教えろ」

　泉がにやーっと笑って、言う。

「もう《預言》で何度も見てたけど、この、無条件に月光っぽんに信じてもらえるシーンは、私すごい好……」

「いいから早くしろ！」

「ほいほーい。んと、私たちのバックに、《天てん魔ま》がついてるの」

「ああ!?」

「それも《天魔のウサギ》っていう、《天魔》の本体みたいなの。で、私も、セルジュっちも、ハスガっちも、それに月光ぽん兄弟も、《預言》を裏切るために、《天魔のウサギ》が自分の体を切り分けて配置したんだって」

「…………」

「だから私たちは、神様同士の争いで生まれた、操あやつり人形なんだってさ。だから《預言》から出られるんだって。わーすごい。神様に選ばれちゃったー♪　光栄だなー♪」

　という言葉に、月光は半眼になる。

　泉の顔を見て。

　セルジュと、ハスガの顔を見て。

　毎日絶望して、悪魔に親も、体も、魂たましいも、売ってしまった弟の顔を思い出して。

　この十年間。

　自分の無能さを呪のろい続けて生きてきた自分のことを思い出して。

「なんだ、それは」

「でもその感想について聞いてる時間は……」

　が、無視で月光は言った。

「クソムカツクな」

　すると泉は笑って、

「同感でーす。でも、いまは時間がないので進みます」

「《天魔のウサギ》の望む行動をか？」

「うん。だって、それしかいまはできないし」

「俺は言いなりには……」

　とそこで、セルジュが言った。目覚まし時計をあげて、

「はい一分たちました。たぶん、大兎さんたちに居場所がバレましたよ」

　月光はそれにきいた。

「なぜ目覚まし時計を持ってる？」

　セルジュは笑って、言う。

「時計は携けい帯たい派だったので、腕うで時計持ってなくて。あと、みんなに文字盤ばんが見えやすいほうが、いまの状況ではいいでしょう？」

　目覚まし時計には紐ひもがついていて、それをセルジュが首に下げるので、ますます間ま抜ぬけな格好になる。

　あきれたように月光がその時計を見ると、セルジュは笑って、

「一周回って、かわいくないですか？」

　などと言う。

　とそこで、ハスガが言った。

「おい月光。無む駄だ話ばなしやめろよ。あともう、二分でくるぞ」

　それに月光はうなずき、泉を見て、言う。

「よし、じゃあ決めよう。路地から走って出る。右に曲がると交差点があり、そこにデパートがあるからそこに隠かくれる──っていうのを俺が選せん択たくするとして、それはもう、《預言》に書かれてるんだろう？」

　すると泉は笑ってうなずく。

「うん。私たちが見た、一番深い階層の、一個前のやつに、それあった」

「で、そこではどうなった？」

「大兎っちが空から降ってきて、月光ぽんの首をつかんで地面にたたきつけて、月光ぽんはあっさり気絶するのを、私は『うっわー』って言いながら見てました」

「ふむ……だが、その選択はしない？」

「うん」

「で、一番深い、もう分岐しない段階の《預言》では、どうなってる？」

　それに泉が両手を広げて、言う。

「私と、ハスガっちと、セルジュっちの力で、いまからこの路地裏の空間すべてを埋うめ尽つくさん勢いで描えがき込まれている《預言》を、止めちゃいます」

　するとそこで、セルジュとハスガが、腕まくりをする。

　セルジュは確か、すべてを封ふうじる力を持っているはずだった。

　ハスガは逆に、すべてを壊こわす力を持っているはずだった。

　そしてその力の出所がどこなのかは、いまいちわからなかったのだが。

「……なるほど。出所は《天魔》だったか」

　と呟つぶやいたときにはもう、二人は両手を掲かかげている。

　その手の周囲の空間が歪ゆがむ。

　二人の頭に、一本だけ、小さな、角のようなものが生えだしてくる。

　エルフではない、人間でもない、別の力。

　その力のせいで、この二人はひどい迫はく害がいを受けて育ってきていたはずだった。

　ハーフエルフは決して、誰だれにも受け入れられることがない。だからこの二人は、子供のころから孤こ独どくの中を生きてきたはずで。

　だがそれが、今日のためだったのだという。《天魔のウサギ》とかいう、聞いたこともない神に、配置されていたから今日、ここで、この力を使うのだという。

　今日だけのための、存在。

　そんなふざけた生きる理由を持った二人を見て──

「…………」

　それからやはり、同じ存在理由の少女を見る。

　脳内に腫しゆ瘍ようがある──そして大人になるまでは生きることができない、という悩なやみを抱かかえていたはずの泉を見つめ、

「……で、おまえの力は？　脳内に飼ってるバケモノの力を使うのか？」

　と、聞く。

　すると泉は、まるで嬉うれしくなさそうな半眼で、

「そそそ。私はその、バケモノを守るためだけに生まれた人形なんでしたー」

　と、言った。

　つまりこの路地裏に集まってるのは、神に利用されて生まれ、なのにまるで事情を知らずに必死に頑がん張ばって生きてきた、馬ば鹿かばかりだった。

「……うんざりするな」

　と、月光が呟くと、泉はあははと笑う。

「それも同感だけど、その気持ちについて語り合ってる暇ひまがないから、次いくよ次」

「……ふむ。で、俺はどうすればいい？」

　するとハスガが言う。

「いまから俺と兄貴と、それから泉の頭の中にいる奴の力を使って、《預言》への書き込みを、防ぐ」

「ふむ」

「そしたらたぶん、俺たちの姿が、《預言》から消える」

「完全に？」

「たぶん」

「時間制限は？」

「三十秒くらい」

「つまり、その三十秒以内で、大兎やヒメア、《軍》の奴らの予想を覆くつがえすような動きをしろ、と、そういうわけか？」

　それに泉がうなずいて、

「信じてるからね、我らが生徒会長さま！」

　月光はその、泉を見る。

　こちらを見つめている、ハスガ、セルジュ、美雷を見る。

　ちなみに彼女たちが見た、一つ前の《預言》では、自分は逃げたさきで空から降ってきた大兎に、押しつぶされたらしい。

　つまり一度でもミスれば、終わりということだ。

　だが、月光はそれに、にやりと笑って、

「当然だ。俺を誰だと思っている。俺のやることに失敗などない」

　鼓こ動どうが少し、速くなるのを感じる。

　失敗したら終わり。

　一度でもミスれば、世界が終わり。

「あと一分～」

　セルジュが言う。

「見ればわかる」

　と、セルジュが首に下げている目覚まし時計を見て、言う。

　月光は、聞く。

「教えろ。《預言》から消えるには、やれと命じてからどれくらいかかる」

　ハスガが言う。

「すぐいける。タイムラグ一秒くらい」

「よし。なら、やれといったら、すぐやれ」

「わかった」

「次の質問。前の《預言》では、この路地を飛び出したところで俺は大兎に捕つかまった。そうだな？」

　泉がうなずく。

「うん」

「そのとき、ヒメアはいたか？」

「ヒメちゃんは、いつも大兎君のそばから離はなれないよ」

「だろうな。黒守は？」

「んー」

　と、少し思い出すような顔を泉はする。

　するとセルジュが横から答えた。

「いましたよ。僕は黒守先生に捕まって、麻ま痺ひ毒を入れられましたから」

　という言葉で、状じよう況きようはわかった。

　つまり三人ともここを見つけて、すぐに追いかけてきている、ということになる。

　そして捕まったら最後、すぐに動けなくされて、拘こう束そくされてしまうようだった。

　だが、

「情報はそろったな」

　月光が言うと、泉が聞いてくる。

「勝てそう？」

　月光は答える。

「はっ、俺が負けたことがあるか？」

「あはは～」

　泉は緊きん張ちようした顔で、笑う。

　笑われて当然だ。

　はっきり言って、彼の人生は負けてばかりなのだから。

　しかし、

「信用しろ。俺は勝つ」

　と、月光は言った。

「今日勝てばいいんだろう？　ずっと負け犬だったとしても、今日だけ勝てばいい。今日だけ頑張り切れれば、俺たちの勝利だ。簡単な話じゃないか」

　とそこで、セルジュが言う。

「あと三十秒～」

「見ればわかる」

　また、月光は言う。

　それから小さく息を吐はく。

　吸う。

　それに三秒ほどかける。

　残り二十七秒。

「やれ」

　と、月光は言った。

　するとセルジュが手を上げて、言った。

「封じる！」

　さらにハスガが言った。

「壊れろ！」

　そしてその、手と手をぶつけ合わせる。

　赤い円のようなものが二人のぶつかりあった手を中心にして広がり、さらにそれに、泉がなにかしらの介かい入にゆうをしたのが、わかる。

　いや、それは泉ではなく、おそらく、泉の中の、ナニか、だ。

　セルジュが言う。

「たぶん、これで、《預言》から……」

　遮さえぎってハスガが叫さけぶ。

「いいから早くしろ！　長くは保もたねぇぞ！」

　月光たちを包む円が、どんどん小さくなっていく。その円を押すように、光の文字が現れる。《預言》を描いている文章だ。ぐいぐいと円を押して、浸しん食しよくしてこようとしている。

　だがそれでも、月光は、

「…………」

　なにもしない。

　ただ、心の中で、数字を数える。

　二十。

　十九。

　十八。

「おい、てめぇなにしてる！」

　ハスガが叫ぶ。

　十七。

　十六。

　十五。

「動かないともう、追っ手がここにくるぞ！」

　だがその間も、ずっと考え続ける。

　次の展開を。

　相手の予想を裏切るような、愚おろかな選せん択たくを。

　そして、呟つぶやく。

「開け」

　瞬しゆん間かん、目の前の次元が歪ゆがむ。切り裂さかれる。だがそれは、生徒会室に繋つながっている《道み程ち》のはずで。

　ハスガと、泉と、セルジュが驚おどろいたように目を見開く。

　泉が言った。

「ちょちょ、ゲッコーぽん。本気？　この状況で、生徒会室に……」

「戻もどる。ついてこい」

「でも」

「俺を信じると言ったろう？　なら、肚はらをくくれ」

　と、月光は《道み程ち》をくぐる。

　美雷が、

「いよっと！」

　などと、なんの迷いもない顔でついてくる。続いて泉、ハスガ、セルジュが入ってくる。

　生徒会室は誰だれもいない。

　ただ、《道み程ち》の外で、どんっと大きな音がする。

　空から大兎が降ってきて、着地したのだ。

　さらにその後ろにヒメアがふわふわとゆっくり降りてくる。

　黒守の姿は見えないが、少し遅おくれているのかもしれない。

　大兎がこちらを見る。《道み程ち》の向こう側にいる月光の姿に、

「またこの展開かよ～」

　と、苦く笑しようする。

　月光はそれに笑って、

「ああ、この展開だ。閉じろ」

　と、《道み程ち》に命じる。

　大兎がそれに、手を伸のばす。

「そうそう、何度も逃にがさな……」

　が、間に合わない。腕うでがこちら側にくるが、《道み程ち》は閉じてしま──

　が、そこで、

「《聖地》を呪のろえ、『黒ひつきようむ』」

　大兎の手に、黒い文字のようなものが這はい回る。それが生徒会室の壁かべに触ふれ、《道み程ち》が閉じるスピードが鈍にぶくなる。

「ちぃっ。邪じや魔まするな馬ば鹿かが」

　月光は舌打ちをし、剣けんを抜ぬく。大兎の腕を切り飛ばす。腕が生徒会室のほうへと舞まう。

「くそ」

　と、大兎が言ったところで、路地裏と繋がっていた《道み程ち》が閉じる。

　大兎の腕が、床ゆかに落ちる。がたがたと動こうとするが、それを剣で貫つらぬき、

「力をすべて封ふうじろ、凶剣スペル・エラー」

　と、腕の力を封じる。

　腕が動かなくなる。

　それを確かく認にんしてから、もう一度《聖地》に命じる。

「開け」

　開いたさきは、北海道だった。

　札さつ幌ぽろの、時計台の前。

　ハスガが言う。

「く……ぐう……今度は、どこだ!?」

《預言》を防ぐのが、もう、だいぶ辛つらそうだった。

　それに、泉が《道み程ち》のさきを見て、答える。

「これ、時計台？　北海道にいくの？」

　が、月光は無視して、聞く。

「あと、何秒《預言》から外れられる？」

　セルジュが言う。

「もう、無……」

　しかし遮って、月光は言う。

「あと二十秒耐たえろ。じゃなきゃ俺たちは全ぜん滅めつだ」

「なっ」

　セルジュが珍めずらしくうろたえたような、驚いた顔になる。

　続いてハスガが、

「てめぇ、ふざけ……絶対に、無理……」

「無理でも耐えろ。じゃなきゃ、終わりだ。美雷！」

「う？」

「セルジュとハスガを抱かかえろ。移動する。馬鹿兄弟は《預言》を防ぐのだけに集中して、二十秒保たせろ」

　命じながら、月光は生徒会室の、掃そう除じ用具入れを開ける。中にしまっておいた結界を張るための道具を出す。

　フロウルの円えん陣じんという、《軍》がこの学校全体に張った強力な結界を利用するための札だ。結界を張るには最低四枚、札が必要で、それを一枚作るのに、八億円も必要なのだという。

　そしてそれを、月光は二十八枚そこに用意していた。

　その札を握にぎりしめ、立ち上がる。

　泉が聞いてくる。

「んでんで、どうするの？　北海道にいくと、なにか打開策が」

　が、月光は言う。

「北海道へはいかない。それはカムフラージュだ」

「じゃあ……」

「学校にとどまる。逃にげてどうする？　俺たちはここで、世界を変える必要がある」

「うっそ」

「本当だ。さあ、生徒会室を出るぞ」

「で、でもでもでも、どこに……」

　だがそれも無視して、月光は言う。

「美雷。泉の体も抱えられるか？」

「できるよー！　なんせあたしは、いまや雷いかずちたちの王様……」

「なんでもいい。いいからやれ」

「ほーい」

　と、セルジュ、ハスガ、泉を美雷は抱える。

「ついてこい！」

　と、月光は生徒会室を出る。

　廊ろう下かは暗い。

　誰もいない。

　当然だ。この学校内では、一度、悪あく魔まと人間の戦争が起きたのだ。

　ベルゼブブが生徒たちを眠ねむらせて、保護したはずだが、しかし、いまどういう状じよう況きようかは、もうわからなかった。

　もちろん《軍》が勝っているにせよ、悪魔が勝っているにせよ、人間が無益に殺される、なんてことは、いまさら無意味なのでないと思うが。

　だが、いまはそれもどうでもいい。

　月光は暗い廊下を走る。

　生徒会室がある階の、男子トイレに入る。

「ちょ!?　ここ男子トイレなんだけど!?」

　などと泉は声をあげるが、無視する。

　月光は振ふり返って美雷に抱えられている、生徒会の仲間を見る。

　ハスガとセルジュはもう、目を閉じてしまっている。《預言》を押し返すのに必死で、周囲を見ることができないようだった。

　二人が作っている円が、《預言》に押されてどんどん小さくなっている。

「あと、十秒こらえろ！」

　月光は命じる。

　セルジュとハスガの顔があからさまに歪むが、抗こう弁べんする余力はもうなさそうだった。

　当然だ。さっき言った追加の二十秒すら、とっくに過ぎているのだから。

　月光は凶剣スペル・エラーを仲間に向かって振り回す。泉と美雷は驚くが、しかし、抵てい抗こうしない。

　全員の指先を切る。血が舞う。それを手に持っていたフロウルの円陣の札に吸わせる。それを、トイレに投げる。

　トイレの四よ隅すみに、何重にも札が飛んでいき、結界が張られる。

　この札によって張られる結界は、外部の敵の力を弱体化し、契けい約やく者の力を跳はね上げる、というものだった。

　この学校全体の呪じゆ力りよくを利用してやっと使うことができる、非常に高度な魔ま術じゆつ。

　もちろん、枚数が増えたからといって効果が比例してあがるわけではないが、しかし、

「少しは効果があがるだろう。いや、効果がなければ、この段階で負けだ。さて──結界を発動する。このトイレの中にいる間だけは、おまえらの能力は跳ね上がって、《預言》を防ぎ続けられるはずだ。だから、さらにいまから二十四時間、それを続けろ！」

　そこでハスガが、目を開ける。

「そんなん無理に……」

「黙だまれ。おまえは俺の言うことに、従っていろ！」

　と、掌てのひらを広げ、トイレの床を殴なぐる。

「我、紅くれない月光の名によって、いま、フロウルの円陣を完成する。《軍》コードは２７０６８。承認を要よう請せいする」

　刹せつ那な、トイレに結界が発生する。

《軍》の技術を使って。

　宮阪高校の力を使って。

《預言》を押し返すための、結界が発動する。

　月光はそれに、にやりと笑い、

「はっ、俺にまだ、呪じゆ術じゆつコードを使わせてるところが、奴やつらの驕おごりだな」

　次の瞬しゆん間かん、

「お？」

　ハスガが目を、大きく見開く。抱だきかかえられていた美雷の腕から降りる。

「お～、まじか、すげぇ、だいぶ楽に預言が弾はじけるぞ」

　月光たちを囲んでいた円が、みるみる広がり始める。

　それに月光は言う。

「手加減しろ。結界をトイレの外に出すな。すべてこのトイレの中で完結する」

　セルジュも目を開く。

「失礼」

　と言って美雷から降り、周囲を見回す。首から下げている時計を見る。それから顔をあげて、

「さすが会長。なかなかやりますねぇ」

「当然だ。おまえらクズどもとは格が違ちがう」

「ははは」

「で、どれくらい、時間は猶ゆう予よされた？　おまえらはどれくらいの時間、《預言》を弾ける？」

「ん～」

　と、セルジュは考えるような顔をする。

「この調子なら、かなりの時間、なんとかなる気がしますけど、でも、僕らだけの力で防いでるわけじゃないので」

　とそこで、ハスガが泉のほうを見て、言った。

「泉、おまえは大だい丈じよう夫ぶか？」

　それに泉が首を振る。

「全然大丈夫じゃない！」

　月光は泉を見て、聞く。

「なにがだめだ？　フロウルの円陣の効果が、おまえの頭の中には出ないか？」

　が、泉はまた首をぶんぶん振って、

「あの、ちょっと聞きたいんだけど」

「なんだ？」

「もしかして、ここに立てこもって、今後の対策を練るってことだよね、これ」

　月光は、うなずく。

「そうだ」

「ってそれってあの、けっこうな時間、立てこもるってことだよね？」

「ああ、場合によってはな」

「だから、トイレを選んだってことだよね？　トイレは水も出るし、その、お花も摘つめちゃうから」

　お花を摘む、というのは、説明するまでもないが、排はい泄せつ行こう為いをすることを表現した、隠いん語ごだ。

　そして泉が言ったことは、正しかった。

　あと残り二十四時間で世界が終わるとして、食事をとらなくても死にはしないだろう。

　だが、水はいる。エルフや悪魔がどういう体の構造をしているかは知らないが、少なくとも人の身である月光の能力は、水分が欠けつ乏ぼうしてしまえば大おお幅はばに減退してしまう。

　そして水を飲んだのなら、排泄する場所も必要になってくるだろう。

　つまり、すべての機能が揃そろっている、トイレに立てこもるのがベストということになるのだが、

「なんの問題がある？」

　すると泉が顔を真っ赤にして言う。

「ありまくるでしょうが！」

「だからなんの問題だ？」

「だって、だってあの、みんなのすぐ横で、私、あれするってことでしょう？」

　というのに、やっとハスガが気づいたのか、

「おっと、そりゃ確かに……」

　などと言う。
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　セルジュはとっくに状況に気づいていたのか、

「もう、世界が終わるっていういま、僕はそれだけを楽しみに……」

「おい兄貴、ぶっ飛ばすぞ」

　と、ハスガが兄を殴る。

「あ痛っ。なーんでハスガが怒おこるんですか」

「兄貴が変態なことばっか言ってるからだろう」

「とかいって、ほんとはハスガ、泉さんのこと好きなんじゃないんですかー？」

「ああ!?　んなわけないだろ」

「じゃあ僕が泉さんに告白とかしてもいいと？」

「はぁ？　なんでそんな話になんだよ！」

「ふふふー、なーんて、ウソですよ。大丈夫です。童どう貞ていの弟の恋こい路じの邪じや魔まをするほど、お兄ちゃんは性格悪く……」

「うぜぇええええええ、いいからおまえ、黙れって！」

　という、ハスガの言葉に、全面的に賛成だった。

　もう、本当に全員黙って欲しかった。

　そんなくだらないことを話し合っている場合じゃないのだ。

　そうじゃなくても、自分たちには追っ手がかかっているのだから。それも、この世界でもっとも最悪なバケモノどもが、自分たちを探している。

　おそらくいま、大兎たちは学校に戻もどってきているだろう。うまく開いたままにしてきた次元の裂さけ目の罠わなに引っかかってくれれば、北海道を捜そう索さくし始めてくれているかもしれないが、

「そう、うまくはいかないだろうな」

　と、月光は呟つぶやく。

　おそらく裂け目を開けたままにしていることに、黒守あたりは違い和わ感かんを覚えるだろう。

　サイトヒメアは、足取りを追うための魔法を開発してしまうかもしれない。

　だからここに何時間もいられて、排泄の心配をすることができたのなら、それはきっと、奇き跡せきだ。

　見つかる前に、ここから出る必要がある。

　最終決戦へ向かう必要がある。

　絶対的劣れつ勢せいの中、それでも、戦いに出る必要がある。

　それも、どう戦っていいのかはまるでわからない。どうすれば《預言》を止められるのかは、わからないのだ。

　そんな中で、排泄がどうのこうのの話で盛り上がる暇ひまなどなかった。

　月光は、「音聞いたら殺すからね」だのなんだのいってる泉のほうを見て、言う。

「おい泉」

「ん？」

「そろそろ馬ば鹿かなことばかり言ってないで、状じよう況きようを説明……」

　が、そこで泉が動いている。

　手をこちらに伸のばしてくる。首をつかもうとしているのが、手の動きでわかる。だが、その動きは、遅おそい。月光は一歩後ろに下がって、よける。

「なんのつもりだ？」

　それに泉は首をかしげ、

「えーと、いまのは、私の意思じゃないんだけどね」

「じゃあ誰だれの意思だ？」

「んーっと、誰の意思？」

　と、泉は目を斜ななめ上の方──まるで頭の中に問いかけるように、言う。返事は月光には聞こえないが、泉が言う。

「《天てん魔まのウサギ》の、意思だって」

「で、首をつかんで、どうする？」

「直接会話したいって」

「断ったら？」

「さあ。この、《天魔のウサギ》とかいう偉えらそうな神様、あんまりこっちの意見、聞いてくれないんだよねぇ」

　という言葉に、月光は笑う。

「まあ、そうだろうな。神と名がつくやつは、大たい抵ていクズばかりだしな」

　と、泉を見つめ、言う。

「いいだろう。話を聞いてやる。接せつ触しよくして……」

　が、そこでまた、言葉を言い終わるまえに泉が動いている。

　操あやつられているのだろう。

　今度はよけない。手が首をつかむ。その手の爪つめが、首の皮ひ膚ふを貫つらぬく。その指さきから、なにかが入ってくるのが、わかる。

　美雷が横で、

「ちょ、ゲッコー、それ大丈夫なの？」

「知るか。だが、いちいち心配してる時間がな……」

　しかしそこで、言葉を話せなくなった。

　首から脳までの間を、なにか液体のようなものが浸しん食しよくしていくような感覚があり、意識が真っ暗になって──




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　月光は、なにもない空間に立っていた。

　本当になにもない、透とう明めいな空間。

　確かに地に足がついているのだが、その地も透明なので、まるで宙に浮ういているような感覚になる。

　その正面に、一人の少女が立っている。

　その少女の姿を、見知っているような気がする。

　綺き麗れいな黒くろ髪かみのミディアムに、困ったような、それでいて優やさしげな笑え顔がお。チェック柄がらのプリーツスカートに、宮阪高校のセーラー服を着た少女。

　そしてその、少女の名前を、月光は知っていた。

　いや、急激に記き憶おくが戻り始めた。

「……なんだ、おまえは。時雨しぐれ遥はるかじゃないか」

　すると遥は微笑ほほえんで、言った。

「あ、やっと思い出してくれたんだ」

「この期ごに及およんでまだ、記憶が操作されてるのか」

　が、遥は首を振ふる。

「ううん。私の存在を忘れてるのは、記憶が操作されてるからじゃないよ」

「じゃあなんだ」

「私、消されたから」

「消された？」

「うん。私とヒメアは、大兎に選んでもらえなかったほうが消えるように、プログラムされてたから」

　などと彼女は言うが、それがどういう意味なのかわからない。そして、

「その話は、俺が聞くべき話か？」

「え？」

「聞いて、メリットのある話か？　その話を聞けば、世界の終わりは止まるのか」

　すると遥は首を振った。

「止まらない」

「ならその話はいらない」

「…………」

「おまえらのくだらない関係性にも興味がない。それとも俺に、救いを求めるか？」

　遥は笑う。

「あは、救いを求めて助けてって言ったら、あなたは助けてくれるの？」

　その問いに、月光はあっさり答えた。

「ああ」

　遥が、驚おどろいたような顔になる。

　しかし無視して月光は言う。

「助けて欲しいと願うなら、助けてやる。俺の仲間になりたいというのなら、命を懸かけて守ってやろう。俺は仲間は裏切らない主義だ。さあどうする？　助けて欲しいのか？」

　と聞くと、遥は少し、悲しそうな顔で笑って、

「……ううん。いい。でも、気を遣つかってくれて、ありがとう」

「別に気など遣っていない。そうじゃなくても今日、世界は終わるかもしれないんだ。なら、やりたいようにやるだけだろう？」

「はは」

「で？　おまえは俺に、なんの話がある？　なぜ泉の脳の中にいる。いったい、おまえはなんのために存在している？」

　すると遥は、少し考えるように目を細めてから、

「私は……」

　と、言う。震ふるえる声こわ音ねで、

「私は……」

　が、それを遮さえぎって、奇き妙みような音が、世界を包み始めた。




　カチ、カチカチカチ、カチカチカチカチカチカチ──




　と、虫が歯を噛かみ合わせているような、不気味な音が響ひびく。

　そしてその音も、知っている。《天魔》が現れるときの音だ。

　遥が言葉を止め、振り返る。

　月光も音のするほうへと目をやる。

　するとそこには、ぐねぐねと蠢うごめく、巨きよ大だいな黒い塊かたまりが浮かんでいる。

「《天魔》か。で、俺になんの用だ？」

　月光が聞くと、その黒い塊が言う。

《……………………………………》

　だが、その声は、聞こえない。

　脳内に、ダイレクトに《天魔》の意思だけが伝わってくる。

　内容はおおむね、こうだ。







『我は、神だ。我は、神だ。我は、神だ』




　月光はそれに怒ど鳴なる。

「黙だまれカチカチ山が。神を名乗るような自意識の高い奴やつの馬ば鹿か話ばなしを聞いてやろうというのだから、さっさと本題へ入れ」

　だが、無視で神はまた、




『我は、神だ』




　と言った。

　月光はうんざりと、

「うんざりだ」

　と、気分ままの発言をした。

「わかったから、神様。いいからさっさと話を始めろ」

　しかし神の自己紹しよう介かいは続いた。どうやらそれは、あらかじめプログラムされたもので、意思の疎そ通つうができていないようにも思えた。




『我は世界を司つかさどる神だ。

　すべての《預言》と運命を描えがき、その《預言》を描き続けるためだけに、存在する。

　だが、異界の《狂神》から攻こう撃げきを受けた。

　我の身体からだは食い荒あらされ、四散し、《預言》は奪うばわれた。

《狂神》は《預言》を描く術すべを知らずに《預言》に介かい入にゆうし、すべてを消してしまおうとしている。

　それを、止める必要がある。

　だから我は四散した身体を少しずつ人間の中に入れ、《狂神》に見つからないよう、時を待った──』




　というような内容が、一気に頭の中にたたきこまれる。それも映像付きで。ご丁てい寧ねいに天地創造中の映像まであって、

「新手の新興宗教でも起こすつもりか？」

　などと月光は笑うが、《天てん魔ま》は無視する。




『《狂神》は所しよ詮せん、狂くるっている』




《狂神》と、《天魔》が言うたびに、頭の中に大兎の姿が浮かぶ。どうやら《狂神》は、大兎のことを指しているらしい。

　だが、

「じゃあおまえは狂ってないのか？」

　と、月光は言ってみるが、やはり無視される。




『《狂神》は《預言》のすべてを把は握あくする力がありながら、見ようとしない。

　ただ、壊こわすだけ。

　だから取るに足りない人の身に、幻げん獣じゆうの身に、半人半はん妖ようの身に、鴉からすの身に、我は力を小さく、小さく、分けた。

《狂神》に、気付かれないように。

《狂神》に、見つからないように』




　取るに足りない人の身──というのは泉のことだろう。

　幻獣の身──というのは、美雷のことだろうか。

　半人半妖──というのはエントリオ兄弟しかいない。

　そして、鴉──というのは、

「俺と、日向のことか」

　月光は、目を細める。日向はさっき、大兎に喰くわれてしまった。

　なのに神のお言葉は、続く。




『さあ、我がおまえらに力をやろう。

《預言》を斬きり裂さく力を。

《狂神》が生み出した、忌いまわしい《預言》を斬り伏ふせる力を。

　そのためだけに、おまえを、選んだ』




「それはどうも。で、結局どうすればいい？　早く力をよこせよ。口ばかりでなにもできない自じ称しよう神め」

　月光がそう言った瞬しゆん間かん、《天魔のウサギ》は続けた。




『おまえに小さな《預言》をやる。我が作れる、最後の《預言》だ』




「それで？」




『その《預言》を、剣けんの切っ先に込こめ、《狂神》の中心に突つき立てろ。

　それで《預言》は更こう新しんされる』




「……更新？　というのは、世界が続く、ということか？」




《そうだ》




　初めて、《天魔のウサギ》はこちらの問いかけに返事した。

　月光は目を細めて、言う。

「ふむ。だが腑ふに落ちないな。《狂神》に《預言》を刺させ？　そんな単純なことなら、なぜいままで、俺に接せつ触しよくしてこなかった。普ふ段だんの大兎は隙すきだらけで、いつでもそれをすることは……」

　が、遮って《天魔のウサギ》が言った。




《中心に刺す必要がある。だが、《狂神》が目を覚ますまで、実体がどこにあるかがわからなかった》




　大兎の姿が浮うかぶ。大兎の胸の中心に鼓こ動どうしている心臓が浮かぶ。その心臓の奥に、闇やみが渦うず巻まいているのが頭に浮かぶ。この頭に浮かんだイメージ自体が、《天魔のウサギ》が作った映像のようだった。




《さらに、我の《預言》は、小さな、ほんの小さなものだ。我は《狂神》に食い散らかされ、あと、一つだけしか、《預言》を描くことができなかった。だからこの《預言》は、最後の日にのみ、使用することができる》




　最後の日、というのは、今日のことだった。

　今日だけ使うことのできる、《預言》。

　それをこの《天魔のウサギ》は、持っているのだという。

　今日。

　九月二十八日。

　正確には、九月二十八日の、夕方五時。

　そのさきの《預言》は描かれておらず、世界は消しよう滅めつしてしまうはずだった。

　だがこいつは、それを更新する《預言》を持っているのだという。

　それに、月光はきいた。

　黒い、気味の悪い塊を見上げて、

「……で、おまえが描いた《預言》とは、なんだ？　どういう仕組みで、世界の崩ほう壊かいが止まる？」




《…………》




「どうやって、大兎から《預言》を奪い返す？　それを答えろ」




《…………》




　だが、《天魔のウサギ》は答えなかった。

　それを月光は、笑った。

「答えないなら、この話は終わりだ。そもそも俺は、おまえを信用していない。そうじゃなくてもおまえは信用できないんだ。突とつ然ぜん出てきて、神だと？　冗じよう談だんも休み休み言え」




《…………》




「まず、鏡を見てから話をしろ。その気色悪い図ずう体たいで、信用してもらおうというのが……」




　とそこで、黒い塊かたまりの中心から、なにかがでてくる。

　月光の目の前。

　それは白いウサギだ。皮ひ膚ふも、瞳ひとみも、すべてが白い、ウサギ。伸のびた歯が、カチンっとなる。

　──カチ、カチカチカチ、カチカチカチカチカチ。

　その白いウサギが言う。

「この姿は、あまり信用を得られないから、見せたくないのだけど……やあ鴉。久しぶり」

　月光はそれに首をかしげ、答える。

「俺はおまえを知らないが」

　するとウサギはうなずく。

「そりゃそうだろうね。君はいっつも、二匹ひきに分かれると記き憶おくを失うから」

「どういうことだ？」

「双そう頭とうの鴉。月を振ふるう月げつ光こう菩ぼ薩さつ。もう、生き残ってる神は──《天魔》は、僕と君だけだよ。主あるじはみんな、《狂神》に食い散らかされてしまった」

　主、と、兎うさぎは言った。つまり他ほかに、こいつよりももっと上位の存在がいたのだろう。だが、それはもう、喰われてしまっているのだという。だが、

「おまえの主は、誰だれだ？」

　月光が聞くと、白兎は答える。

「もう喰われた神のことを聞いて、いまさらどうするの？」

「そいつが今回の、このシナリオを描えがいたんじゃないのか？」

　が、白兎は首を振る。

「いやいや、シナリオというほどのものは、なにもなかったよ。突然きたバケモノに、僕らはみんな喰われちゃった。それも、大きな、上位の存在ほどさきに喰われた。慌あわてた神々は、今回のシナリオを大おお慌あわてで作った。もう、無様なものさ。で、生き残ったのは、僕と君だけ」

　それに月光は、聞く。

「で、そのおまえは、いったいなにものだ？」

　兎は答える。

「……《去いな場ばの白兎》って言ったら、この世界じゃ有名なのかなぁ？」

　その名は当然、知っていた。

　因幡いなばの白兎──神話やお伽とぎ噺ばなしに出てくる兎の名前だ。

「はっ。じゃあおまえは、お伽噺の中の住人か」

「いやぁ、あれは能力の高い人間が、《預言》にアクセスしたことで気が触ふれて生み出した物語だよ」

「…………」

「神話とか、寓ぐう話わとか、お伽噺とか、ほとんどがそうかな。特に《天てん魔ま》の神を扱あつかう類たぐいの話は、そう。立派な高こう僧そうとかね、王とか、強い魔ま力りよくを持つ人間とかが《預言》を覗のぞいては絶望して──そして物語を生み出す」

「…………」

「で、たまたま僕を描いた物語は、《預言》を見ても死ななかった人間が残した。だけどそんな話はいい。そんなことはいいんだ。話を戻もどそう」

　白兎が両手を広げて、言う。

「気色の悪い図体だから話を聞きたくない、と、君が言ったから僕は出てきた。さあ、それでどうする？　君は僕の願いを聞いてくれるかな？」

　それに月光は言う

「おまえの願いは、なんだ？　大兎を止めろ、か？」

　白兎はうなずく。

「世界を救え、かな」

「おまえが作る《預言》が、正義か？」

「さぁ、それはわからない。でも、無よりはましかな、って、思ってる」

「大兎が作るのは、無か？」

「それもわからない。彼は《預言》を作れないから、別のものに変わる。彼らはそれを、《幸福》と呼んでいた。《幸福》の魔術。は、はは、名前だけは幸せそうだけど、実態はどうかな」

　白兎が笑う。それから両手を広げ、

「でも、少なくとも《預言》がなければ、いまの世界はなくなる」

「なくなると、どうなる？」

「だから、いまがなくなるよ。いま、この世界にあるものは全部、なくなるんだ」

「……ふむ」

「学校がない。朝もない。昼もない。僕もいないし、君もいない。美雷も、日向も、泉も、ハスガも、セルジュも、みんないなくなる。そして君はそれを、許容しないと思うんだけど」

　月光はうなずく。

「許容する人間が、いるか？」

「だねぇ。人間はみんな、存在することに価値を見いだすから、許容できない。だから未来がないことに、絶望する。でもなら、利害は一いつ致ちしている。となれば会話をする意味もないでしょう。さあ、僕の力を──」

　が、遮さえぎって月光は言う。

「だがまだ、受け入れられない。おまえが作った《預言》の内容について、教えろ」

「…………」

「おまえは最後の力で、小さな《預言》を作った。それを大兎に打ち込めば、まだ、逆転の可能性がある。そうだな？」

「……そう」

　白兎はうなずいた。

　それに月光は言う。

「で、その《預言》はなんだ。それに答えろ。俺に託たくす、《預言》はなんだ？」

　その問いに、しかしまた、白兎は口をつぐむ。

　それが月光は気にくわない。

　さっきから饒じよう舌ぜつなこの兎が、《預言》の内容についてはまるで語らないのが気に入らない。

「俺に話せないような内容なら、この話は……」

「なしにして、どうするの？　もう、すぐにでも世界は終わるよ」

「別の方法を考える」

「は、いまさらここから？　もうこれしかないよ。これでしかもう、どうにもできない」

　が、月光は顔をしかめて、答える。

「押し売りするなよ。ますますおまえの言うことを聞きたくなくなる。俺は気にくわないことはやらない主義だ」

　すると白兎があきれたような顔でこちらを見てから、言う。

「それ、わがまますぎるでしょ」

「だからどうした？」

「うわ、その態度、ちょっとひどすぎるなぁ」

　と、白兎は笑った。

　そしてそれから、一歩前にでてくる。手を伸ばしてくる。それは凶剣スペル・エラーに向かってだ。

　兎は剣けんに触ふれる。つかむ。

　月光はそれを見下ろし、そして、すぐそばにきている兎の顔を見る。

「で？」

　月光が聞くと、兎が言う。

「もちろん、君に世界を救う《預言》をあげる」

「だが俺は、この《預言》の内容をおまえが話さなければ……」

「この剣は使わない？」

「そうだ」

「はは、でも、そんなに心を、強く持てる？」

「…………」

「これしかないんだ。これしかもう、未来を作る方法がないとして。仲間を救う方法がないとして、君はそれでも、最後の瞬しゆん間かん、剣を振るわないでいられる？」

「…………」

　月光は、答えない。

　いや、答えられない。

　他に方法は、思いついていないのだ。

　するとまた、兎は笑った。

「その顔が、見たかった。君は振るうね。責任感が強いから、結局この剣を振るう。なら、教えられる。この《預言》の内容を──」

　月光はそれに言う。

「どうせ教えるつもりなら、くだらないご託は……」

　が、兎は首を振る。

「僕にとってはくだらないことだけど、君にとっては違ちがう。だから教えることを躊ちゆう躇ちよした。でも、いいよ。君はきっと剣を振るうから。君は悲しいくらいに、優やさしい人間だから、剣を振るう。《預言》を使う代だい償しようがどれほど大きくても、君は仲間の命の重さを天てん秤びんにかけて、剣を振るう。だから、僕は君に、《預言》を託す」

　ぎゅっと、さらに強く剣を握にぎる。

　そして、それだけだった。

　なにか、大きな力が、《預言》が移されたような感覚は、なかった。

　だが、兎は言った。

「いいよ。力は渡わたした。あとはこれを、《狂神》の中心に刺さして、『新たな《預言》を描く』と呟つぶやけばいい。そうすれば、新しい《預言》が描かれはじめる」

　と言って、兎が後ろに、ぴょんっと一歩、跳はねた。

　その一歩が大きい。

　少し離はなれた場所に兎が立つ。

　月光はその、兎を見つめ、

「新たな《預言》を描く──ね。いいだろう。もしそれが、もっとも正しい選せん択たくだと俺が思ったのなら、やってやろう」

　兎は言う。

「君はやるよ。きっとやる」

「ふむ……まあいい。で？　教えるんだろう？　なぜ、俺に《預言》を伝えることを躊躇した。俺に託した《預言》にはいったい、なにが描かれている？」

　そう聞くと、兎は歯を、カチンっと鳴らして答えた。

「まあ、《預言》といっても、もう、《狂神》に食い散らかされちゃって、作れるのはほんの小さなものだけ……」

「いいから早く……」

　と、急せかす途と中ちゆうで、兎が言った。

「『夢落ち』になるよう、《預言》を作った」

「……夢落ち？」

　月光が聞くと、兎がうなずく。

「ああ。全部、夢だった──と。こんな世界が崩ほう壊かいしちゃうような出来事は、現実は、すべて夢だった──という記き憶おくとともに、六歳の君が明日あした、目を覚ます」

「…………」

「すごいだろ？　無む邪じや気きな双ふた子ごの弟は死んだりせず、君の横で安心した顔で寝ねてる。セルジュとハスガは母親と仲良く暮らす。泉の腫しゆ瘍ようはそもそも見つからない。ミライと君の関係はリセットされるけど、そこの運命の赤い糸は、あとで結んであげてもいい。僕らが力を取り戻したのなら、どうとでもなる。でも、とにかくこの、狂くるった、壊こわれた、どうしようもない世界の展開を、すべて君の見た夢としてまとめ、世界の彼方かなたに追いやる。そして新しい世界を紡つむぐんだ」

「…………」

「さ、これで万事すべて解決。まるで夢のように都合のいい展開──って、夢落ちだからその通りなんだけど、力が足りなくて、短くしか作れなかった《預言》の術式にしては、なかなか大逆転な、悪くないシナリオだと思うんだ。どうかな？」

　と、兎うさぎは言った。

　そしてそれに、月光は目を細めた。なぜこの《天てん魔まのウサギ》が最初からすべてを話さなかったのかが、わかったから。

　月光は言った。

「……夢落ちはわかった。すべては六歳のころの俺が見た夢だった──で処理して、過去に戻もどってまったく新しい世界を始める、というのも、わかった。だが、どう新しくする？　《狂神》はどうする？　《狂神》が存在しているのなら、同じ未来に進むんじゃないのか？」

「…………」

「それとも、《狂神》という存在自体を、俺が見た夢の中の空想の産物におさめて、消すのか？」

「…………」

　兎は答えない。

　つまり答えは、イエスだ。

「なるほど。つまり、大兎とヒメアの存在自体を、俺に消せ、と、言ってるんだな。俺に生徒会の仲間を殺せ、と。これはそういう《預言》だ」

　兎は顔を上げて、言った。

「そもそも、彼らは仲間なのかい？　君をだまして、裏切ってたろう？」

　兎はそう喋しやべる。

「それに彼らも、実は意外と消えることを望んでると思うんだよねぇ。狂って、狂って、狂ってしまって、主あるじまで喰くっちゃったから、すでに目標を見失っちゃってて」

　急にまた、饒舌に喋り始める。

「だから彼らを消してやるのも、救いだと思……」

　が、遮って月光は言った。

「もういい。おまえとの話は終わった」

　兎が黙だまる。目を半分閉じてこちらを見つめ、言う。

「……終わるのはいいけど、確約が欲ほしいな」

「なんの？」

「世界を救う、と、確約してほしい」

「はっ」

「笑いごとじゃないんだよ、月光。おまえの甘さで世界を終わらされたら、たまったもんじゃない」

「…………」

「おまえは世界を救え。

　おまえは世界を救うべきだ。

　おまえは世界を救うためだけに生まれ……」

　そこで月光は、剣を抜ぬいた。その剣を兎に突つき立てた。

　殺すことは命じていない。

　この剣は、殺せと命じなければ、消せと命じなければ、壊せと命じなければなにもしない。

　ただ、月光は言う。

「いまおまえ、洗脳の魔ま法ほうを使おうとしただろう？」

　すると兎は笑う。自分の胸の中心に刺さった剣を見下ろして、笑う。

「君が強ごう情じようだから」

「ふざけるな」

「でも、いいよ、この感じ。僕に剣を刺した感じで、大兎も殺せよ」

「……まず舐なめた態度のおまえを殺す」

　するとやはり、兎は笑った。

「殺すもなにも、僕はもう消えるけどね。その《預言》を作るために、ほとんどすべてを使っちゃったし。命っていう概がい念ねんはないから、命を使ったとはいえないけれど、僕の、僕らの、《天魔》たちの最後に残ったすべてを使って、その《預言》を作った」

「…………」

「で、君はそれを託たくされた。あとは任すよ。君がすべてを決めろ」

「…………」

「世界を続けるのか、

　全部をやめるのか。

　神はもういない。

　残った《天魔》は鴉からすだけ。

　さあ、君が神だ。

　選択するのは君だ。

　そしてすべての条件は説明した」

　そんなことを、白しろ兎うさぎは歌うように呟いてから、こちらを見つめ、言った。

「……ああ、少し疲つかれた。これでそろそろ、お役ご免めんで、さようなら──あ、それと、邪じや魔まだから時雨遥の意識も封ふうじるね。彼女は大兎派で、大兎を生かすためならなんでもしそうで危ないから」

　とそこで、兎の横に時雨遥の姿が現れる。

「え？」

　と、遥が驚おどろいたような顔になるが、その顔を兎がつかむ。

「……なっ……やめ」

　だがそれで、あっさり彼女は意識を失う。倒たおれて、動かなくなる。大兎に恋こいをしているだけの少女が、倒れて動かなくなる。

　それを見つめ、月光は言う。

「……この光景に、とても正義があるようには見えないな」

　すると兎が答える。

「いやいや、僕らこそが正義だよ？」

「吐ぬかせ」

「もしくは、正義ってなに？」

「…………」

「僕らが消えるか。奴やつらが消えるか。それだけなんだけど」

「…………」

「生き残ったほうが正義。大切だと思えるものが、より多く残るほうが正義でしょう。わかってるくせに」

「…………」

「ではでは、正しい選択を期待してるよ──僕らの世界を救う、救世主くん」

　それで兎は消えた。

　遥は倒れたまま、動かない。

　月光の意識も、ぐにゃぐにゃと歪ゆがみはじめる。そしてその場から、追い出される。

　外へ。

　外の世界へ。




　　　　◆◆◆




「んっ」

　と、現実の世界へと戻った。

　泉の頭の中から、外へ出たのだ。

　自分は美雷に抱かかえられていた。

　意識を失っていたようだ。

　場所は宮阪高校のトイレ。

　美雷が言う。

　心配げな顔で、

「……だ、大だい丈じよう夫ぶ？　ゲッコー」

　大丈夫じゃなかった。

　思っていたよりも、ずっと大丈夫じゃなかった。

　どうやら世界を救うためには、大兎とヒメアを、消す必要があるようだった。もちろん、その可能性は感じていた。奴らは世界の敵で、日向の力を喰らったのも大兎だった。

　なら、ぶつかることもあるだろう。

　それはわかっていたが。

「…………」

　月光は、トイレの天てん井じようを見上げたまま、しばらく沈ちん黙もくする。

　泉がきいてくる。

「……私、話の内容、聞こえてなかったんだけど」

　月光はそちらを見て、笑う。

「おまえの頭の中での出来事なのに？　それはずいぶんと間抜けな話だな」

「ほんとにねー。勝手にみんな、私の頭の中使いすぎだと思うんだよねー。私に聞かれたくない話だったのかな」

　聞かれたくない話。

　どうだろうか。

　他ほかの奴らは、大兎やヒメアを殺す必要がある、という話に、どういう感想を持つのだろうか。




　世界と仲間の命。

　未来と仲間の命。




　ハスガが聞いてくる。

「で、どうだったんだよ？　なにか、解決策は見つかったか？」

　セルジュが言ってくる。

「状じよう況きようを教えてもらえますか？」

　月光はそれに立ち上がり、それから、なにを言おうか、考える。

　どう話を進めようか、考える。

　いや、自分がどうするべきなのか。なにを求めるのか。どう選せん択たくするのかを、考える。

　するとなにも言わない月光に、美雷がまた、心配げに、

「ゲッコー……」

　そう、名前を呼んだ。

　その、美雷を見る。

　仲間たちを見る。

　選択しなければ、こいつらの命は消えるのだという。

　仲間の命と、仲間の命。

　仲間の命と、仲間の命。

　いつだって選択は残ざん酷こくだ。

　全員を好きだと言って、選ぶことはできない。

　ならどうする。

　どうすればいい？

　月光はしばらく沈黙したあと、言った。

「……大兎を殺す方法を、きいた。だからあいつを殺す。殺して、未来へ進む」

　その瞬しゆん間かん、全員の表情が変わった。

　泉が言う。

「ちょ、それって……」

　だがすぐに遮さえぎって、月光は言った。

「もちろん、一度殺すだけだ。そのさきの《預言》を書き換かえて、蘇よみがえらせる」

　嘘うそだ。

「だが一度大兎の中の《狂神》を殺さなければ、世界は崩ほう壊かいしてしまう。だから今日、俺たちは大兎を殺し、中にいるバケモノを壊こわして、あいつを救う」

　これも嘘。こんなやり方じゃ、大兎は救えない。

　泉が言う。

「じゃあ、大兎っちは……」

「バケモノに乗っ取られ、操あやつられてる。だから俺たちが救ってやる必要がある」

　泉や、セルジュ、ハスガが、顔を見合わせる。やることは決まった、という、顔。

　月光が嘘をつくだなんて、思ってもいない顔。

　大兎は生き返らない。

　いや、大兎が存在しなかったようにすることで、世界は救われる。それどころか、この生徒会すら、なくなる。

　時間は十年巻き戻もどり、すべては夢になるのだ。

　夢。

　幻まぼろし。

　だがそれを話す必要はない。残りもう、二十四時間ない中で、どうせ忘れる悩なやみや躊ちゆう躇ちよを背負う必要はない。

　罪の意識を背負う必要はない。

　そんなものは自分だけが背負って進めばいい。

　どうせ忘れるのだから。

　もしもこれが成功するのなら、お互たがいのことすら、忘れるのだから。

「大兎を殺す。そして俺が、新しい《預言》を描えがく」

　と、月光は言う。

　それはしかし、簡単なことではなかった。

　戦力があまりに違ちがいすぎるから。

　大兎やヒメアは、強い。

　異常なほどに強い。

　それこそ、《天てん魔ま》たちが太た刀ち打ちできないような、神なのだ。

　さらにその配下に、黒守や、《軍》まである。

　まともにぶつかり合って、勝てるとは到とう底てい思えない。

　だが、勝算はそれでも、ないわけではなかった。

　なぜならいま、ここを、奴らは見ることができないからだ。

　セルジュとハスガの力によって、この瞬間は《預言》に描かれていないのだ。

　なら、奴らは月光が、大兎を殺す力を持っていることを、知らない。

　さらに、もしも大兎を殺すことに成功した場合──大兎の中に、新規の《預言》をたたき込むことが成功した場合、すべてが夢になり、過去に戻ることも知らない。

　いままでのことは、すべてなかったことになるのだ。

　今日起きる出来事は、なかったことになるのだ。

　月光は、腰こしの剣けんを引き抜ぬき、言った。

「……新しい《預言》が、この剣の中に託たくされている。これを大兎に刺さすと、すべてが塗ぬり替かわる。大兎の中のバケモノは死に、そしてすべては、夏休みのころに戻る」

「夏休み？」

　ハスガが聞いてくる。

　月光はうなずく。

「夏休みだ。いままでのことはすべて夢になり、世界は夏休みに戻り──大兎は《軍》に実験されずに、妙なバケモノとして目覚めることもなくなる。その段階で先回りして、黒守を止める。日向も止める。そして世界は、まったく新しい未来を描き始める」

　全部、嘘だった。

　だがそれを信じた泉が、聞く。

「それで……それで全部、うまくいくの？」

「ああ」

「それで……」

　だが遮って、月光は言う。

「俺を信じろ。大丈夫だ」

　しかし珍めずらしく、美雷が声をあげた。月光の服のすそをつかみ、

「あ、あ、あの、ゲッコー、一ついいかな？」

「なんだ？」

「あのあのあの、夏休みに、全部もどっちゃうの？」

「そうだ」

「あ、あの、そしたら、あたしと、あの、ゲッコーがした、あの契けい約やくも全部、なくなっちゃうのかな？」

　動どう揺ようした顔で、美雷が言う。

　世界の命運について話し合っていたはずなのに、こいつは、二人の関係についてだけ、疑問があるようだった。

　だが、その気持ちはわかる。

　夏休みから今日まで、そんなに長い月日はたっていないが、だからといってなかったことに出来るほどなにもなかったわけではない。

　いや、一日だって、意味のない日などないのだ。

　美雷と契約をした。

　日向と和解した。

　ここにいる仲間たちと、少しくらいは解わかりあった。

　あの、無表情なサイトヒメアと、大兎とだって、くだらない会話をして、何度も笑った。

　そしてその記き憶おくはある。

　どうでもいい記憶じゃない。

　失っていい記憶じゃない。

　だから、美雷の気持ちはわかる。

「…………」

　だから。

　だから──

「俺たちの記憶は、残る」

　また、嘘をついた。

「おまえと俺の関係は、いまのままだ」

　ひどい嘘をついた。

　美雷の顔が、安心する。

　ほかの生徒会の仲間たちの顔が、安心する。

　実際には、この十年がすべてなくなるのに。夢なのだ。すべては夢になるのだ。夢を見た自分は覚えているかもしれない。

　たとえば美雷がどんなひどい状況でも自分を信じてくれて、自分のそばにいてくれて、最後には契約までしたことを、自分は覚えているかもしれない。

　こんな馬ば鹿かみたいな状況なのに、泉や、セルジュや、ハスガが、自分を信じてくれたことは、覚えているかもしれない。

「…………」

　そして最後に、嘘をついたこと。

　仲間を殺したことを、自分は覚えているかもしれない。

　夢で、見るから。

　だが、それ以外の十年は、消える。

　なかったことになる。

　そしてそれを、無断で、誰だれにも言わずに、選択する。

　裏切りだ。

　最低の裏切り。

　だが。

「……なあ、みんな」

　と、月光は言う。

　仲間たち全員の視線が、自分に集まる。

　それに、月光は言った。少しだけ、弱い顔を見せてしまいそうになるのをこらえながら、

「さきに、おまえらに礼を言っておく。俺を信じてついてきてくれて、ありがとう。おまえらが俺を信じてくれるから、俺は怯おびえず、前に進める」

　と、彼は言った。

　こいつらの命を救えるのなら。

　美雷や、泉、ハスガ、セルジュを守ることができるなら、それは、すべてを裏切る価値があると、そう思った。

　だから、話を続けようとした。

　嘘の話を。

　全部嘘の話を。

　だが、

「…………」

　言葉は、でない。

　なぜか言葉がでない。

　なぜなら美雷が、あまりにこちらを、真っ直すぐな瞳ひとみで見つめてくるから。

　泉や、セルジュや、ハスガが、裏切るはずがないという顔で、こちらを見ているから。

「…………」

　それに月光は、笑ってしまった。

　泣きそうな顔で、笑ってしまった。

　そして、

「と、いうのが、《天魔》どもが描いたシナリオだ。ここで俺は、独りで全部を背負って、嘘うそをつく。おまえらに真実を話さず、独りで背負って、救世主を気取る。だが……」

　月光は、天てん井じようを見上げ、胸を押さえ、

「だが、俺は独りじゃないな。おまえらに支えられてる。俺は独りで戦ってるわけじゃない。そしてそれは、初めからわかってたことだ」

　誰も、なにも言わなかった。

　ただ、こいつらは自分を信じてくれていて。

　なら、その期待に応こたえればいい。自分ができる範はん囲いで、応えればいい。

　もしもそれで、結果が出なかったら──それを想像すると、ひどく怖こわいが、それでも、

「……みんな、俺の弱さについて、少し聞いてくれ」

　と、月光は言った。

　やはり誰も、声をださない。ただ、こちらを見つめているだけ。

　月光は、続けた。

「……大兎とヒメアを殺さなければ、世界は終わるらしい。《天魔》はそう言った。そして殺す力をもらった。だがたぶん、俺はそれができない」

「…………」

「俺は……その罪を、負いたくない。ガキみたいなわがままだというのはわかってるが……仲間を、殺したくない。俺は……仲間は、裏切らない主義だ。もし死ぬなら、その、主義を守ったまま、死にたい」

「…………」

「大兎を、殺したくない。あいつは仲間だから、そのせいで世界が終わるとして……それを……」

　が、そこで泉が、言った。彼女はなぜか、こんな状じよう況きようなのにへらへら笑っていて、

「いいじゃん、それで」

　なんて、あっさり言った。

「大兎っちを殺せばいいから、殺せ殺せやったー！　みたいなのって、月光ぽんらしくないよ。それに、私たちもそんなの嫌いやだし。ね？」

　と、横のハスガに言う。

　するとハスガもあっさりうなずく。

「そりゃそうだ。なあ兄貴」

「まあねぇ。それに僕らは一度、大兎君に命を救われてますしねぇ」

　ハスガはそれに、うんうんうなずく。

「だから俺ら、ここにいるんだしな。あいつが完全なバケモノになった──って言われても、信じられないとこあるよな」

　それに、月光は言う。

「だが、やらなきゃ世界は終わる」

「うん」

「やらなきゃ、全員消える」

「そうだね。でも、やりたくないんでしょ？」

「ああ」

「なら、どうするか、聞かせて。私たちは、《天てん魔ま》が言ってたことなんかより、そっちに興味がある」

　という言葉に、月光は応えた。そして震ふるえるほどの恐きよう怖ふを感じながら、未来を、捨てる選せん択たくを選ぶ。

「……策はない。だが、俺は大兎を殺さない」

「うん」

「いや、大兎と一いつ緒しよに、未来を探さぐる。あいつと話して、未来を探してみる。だから俺を、あいつの前まで、連れていってくれ」

　すると横で、ハスガが笑って言った。

「策はないけど頑がん張ばるって？」

　月光は、うなずいた。

「そうだ」

　それに、ハスガがさらに笑って、

「なんかそれ、いいなぁ。嫌きらいじゃないよ。ちょっと、初めて会ったころの甘ちゃんの大兎っぽいし……おまえ、最後の最後でこんなに甘ちゃんになるなんて、あいつに似てきたんじゃねぇの？」

　などと言ってきて、月光は言う。

「あんなクズと一緒にするな」

「ははは」

　また、ハスガは笑う。

　それから、

「俺はそれでいいよ。で、泉もいい。兄貴もいいだろ？　あとは……」

　とそこで、全員の視線が、美雷に集まる。

　美雷はそれに、こちらを見上げる。しかしその顔は、相変わらずいつものアホ顔で、

「……あ、あの、えとえと、ちょっと難しいんだけど、つまり、どういうことかな？」

　思った通り、どうやら話についてこれてないらしい。

　月光は言った。

「……さっきの俺の言葉は、全部嘘だ。大兎を殺すと、もうあいつは生き返らない」

「ええっ!?」

「だが、大兎を殺さなければ、世界は消える。しかし俺は殺したくない」

「ふむふむ。仲間だもんねー」

　美雷がうなずく。

「だから殺さないで、どうにかする方法を考えようと思ってるが、たぶん思いつかない」

「ふむふむ。難しいもんねー」

「で、大兎の前にまずいき、話し合いをしてみようと思う」

「ふむふむふむむ」

「少なくとも、前より状況はいいはずだ。俺にはあいつを、殺す力がある。《預言》をねじ曲げる力がある。だが、その力を行使したくない──というのを、伝えてみる。で、それで説得できなきゃ、世界は終わる。全員死ぬ。でも、頑張ってみる。ついてきてくれるか？　という話なんだが」

　とそこで、

「なるほどね！」

　やっと、状況がわかったらしい。

　そしてどういうつもりか、美雷はこちらを嬉うれしそうに見上げてくる。本当に状況がわかっているのか、不安になるくらいの笑え顔がおをこちらに向け、

「ゲッコーがそうしたいなら、あたしはそれでいいよ！」

「…………」

「あたしはゲッコーを信じてるしね、それにね、あの、一緒に、同時に死ぬなら……ゲッコーと一緒なら、別に寂さびしくないからいいや」

　などと、あっさり言う。

　月光はその、美雷を見下ろし、それから、

「うっわー、ちょっと、ラーブラブすぎない？　それ」

　という、鬱うつ陶とうしい泉の言葉に顔を上げる。

　全員が、楽しげに笑っている。

　馬鹿みたいに状況は悪いのだが、全員が笑って、

「なにより、むかつく《天魔》の言うことを聞いて動くんじゃない、っていうのが、いいと思うなー」

　なんて、笑う。

　完全に、馬ば鹿かばっかりだ。

　それは、自分を含ふくめてだが──

　静まり返ったトイレ。

　おそらく中止になった文化祭。

　空を埋うめ尽つくす悪あく魔まの群れ。

　二十四時間を切った世界の寿じゆ命みよう。

　だが、それでも、仲間だ、友達だなどと戯たわ言ごとを話す自分たち。

　それに。

「…………」

　その、あまりの愚おろかさに月光はにやりと笑って、

「よし、ならやるぞ。俺たちのやり方で世界を救う。裏切った大兎を殴なぐって、こっちに引き戻もどす。そして──」

　どんっと床ゆかを足で踏ふみ鳴らして、

「俺たちが、勝つ！」

　そう、何の根こん拠きよもなく、恐怖に震えながらも自信たっぷりに、宣言した。







　第二章　仲間







　時計を見上げる。

　人間が作った時計を見る習慣なんて、これまでなかったけれど、時計を見上げる。

「…………」

　時間は進んでいく。

　場所は生徒会室。

　戦せん闘とうで破は壊かいされ、滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまっている部屋の、自分がよく座っていた椅い子すを修復して、それに、

「…………」

　サイトヒメアは座っていた。

　椅子をかたん、かたんと、傾かたむけては戻して、鳴らす。

　七色に輝かがやく薄桃ラベンダー色の髪かみ。

　真しん紅くの瞳ひとみ。

　宮みや阪さか高校のセーラー服。

　ヒメアはぼんやり時計を見上げる。

　時刻は深夜二時。

　世界の消しよう滅めつは今日の夕方十七時に起きることになっているから、この世界の寿命はあと、十五時間しかないことになる。

「…………」

　彼女は生徒会室の、白い壁かべのほうを見る。壁には次元の穴が開いている。《聖地》とよばれる特とく殊しゆな《道み程ち》を作ることができるこの部屋は、ありとあらゆる世界への扉とびらを開けるのだが、いま、この扉は北海道へと繋つながっているらしい。

　月げつ光こう、美み雷らい、泉いずみ、ハスガ、セルジュの五人は、ここを通って、遠い北の大地へと逃にげたのだ。

「…………」

　その、北海道へと繋がっている次元の歪ゆがみへ、ヒメアは目を向けてまた、椅子をかたんと鳴らす。

　月光たちがいなくなってから、もう数時間。しかし彼らの行ゆく方えは、見つけることができなかった。

《軍》関係者たちが総出で世界に呪じゆ術じゆつを張り巡めぐらせ、調査網もうを広げているが、見つけることができない。

　大たい兎とが《預言》に介かい入にゆうして行方を探さぐっても、どういうわけか月光たちは《預言》から外れているらしく、見つけることができない。

「いったい、どういうことだ？」

　と、やはり生徒会室にいた、黒くろ守すが言った。少し焦あせっているように見えるが、人間のことなんてどうでもいい。

　同じように、北海道へと繋がっている次元の裂さけ目の前に立っていた大兎が、振ふり返る。

「まあ、そんなに焦るなよ」

　すると黒守が、大兎をにらむ。

「だが、君が二匹ひきの鴉からすを喰くわないと、《幸福》の魔ま術じゆつは完成しないでしょう？」

《幸福》の魔術──と、黒守は言った。

　それはかつて、世界を滅めつする可能性がある魔術として、人間たちに追われた魔法だった。

　だが、実際は、違ちがう。

　実際の《幸福》は、世界を救うための魔法だ。《預言》が未来を描えがくのをやめた瞬しゆん間かん、別の未来を描き始めるための魔法。




《幸福》な、未来を──




　だが、描ける量は少ない。世界のすべてを魔法は飲み込み、その命を使って、何人かだけが生き残り、永遠の幸福の中で生き続ける──というのを実現するだけの、魔法。

　たとえば今回は、大兎と、ヒメア、黒守と、エキドナだけを生かし、あとはすべて消滅する──という術式にする予定だった。

　それ以上の人数を増やすことは、おそらくできないだろう。できてあと数人。

　だが、それを受け入れる者は、きっといない。

　永遠の幸福。

　永遠に死ねない幸福。

　自分と、番つがいのもう一人以外が、まったくいない幸福。

　誰だれにも邪じや魔まされないという、幸福。

　完全な、無に近い世界で、永遠に死ぬことができない幸福。

　でもそれは、果たして幸福なんだろうか？




「……私は、大兎といられれば、それで幸せだからいいけど」

　と、ヒメアは小さく呟つぶやく。

　それは本心だった。

　ずっとそれだけが、ヒメアの中心にあるのだ。

　大兎が好き。

　大兎が好き。

　大兎が好き。

　クロガネタイトが好き。

　それだけが自分の真実。

　だから大兎と二人でいられるのなら、どんな絶望的な永遠だって、幸せに過ごすことができる──と、そう、思っていた。

　でもそれは、他ほかの誰にとっても、幸福を感じられる魔法だとは、さすがに思えない。

　もちろん他者のことなんてどうでもいいが。くだらない人間どものことなど、どうでもいいが。しかしやはり、普ふ通つうの人間が、この幸福の中に入ろう、というのは愚かしいことのように、思える。

　おそらく黒守は、この幸福の中に入ってすぐ、狂くるうだろう。

　所しよ詮せんは人間だから。

　いや、すでに黒守が求め、共に生きたいと願っているエキドナという魔女は、その、狂った魔術の中に入るのは嫌いやだと、叫さけんでいるのだ。永遠の生を生きるなんて異常だと言って、死のうとしたのだ。

　そしてそれを、黒守は無理矢理拒こばんだ。

　そしていまがある。

　エキドナは洗脳され、黒守に従っている。思考のない、木で偶く人形になってしまっている。

　つまり黒守は独りだ。

　独りで、永遠の孤こ独どくの中に入ると彼は言っていて。

　黒守が、言う。

「もう、十五時間切ってるんですよ」

　それをヒメアは、冷たい瞳で、見つめる。

「君に失敗されると、困るんです」

　ヒメアはぼんやり、永遠に好きな女と生きたいと叫ぶ、身勝手な人間を見つめる。

「早くすべての《天てん魔ま》を喰って、《幸福》を完成させてください」

　黒守の言葉に、大兎はまた、笑う。

「だから、焦るなって。どうせなにをどうしようが、なるようにしかならないから。そんなに心配なら、もうここを離はなれて、別の場所で君はエキドナと仲良くしてればいいんじゃないの？」

　と、部屋の隅すみにいる少女を指さす。

　そこに、アンナ──という名の、魔女が虚うつろな顔をして立っている。《魔女たちの園テンペロン・クローリー》という名の魔術組織の長だった人間だ。

　その体に、エキドナの魂たましいは入れられた。

　この《聖地》に封ふうじ込められ、延命されていたリール・リールという名の魔女がエキドナで、そのエキドナは、アンナの体を借りて、実体化した。

　だが、

「…………」

　アンナは何も言わない。

　感情のない瞳で、虚こ空くうを見つめ続けるだけで──何一つ、言わない。

　理由は簡単だ。

　彼女は、黒守を拒んでいるのだ。

　永遠の命になど、興味がないのだ。

　だから、黒守に従え、という洗脳の魔法に逆らっている。

　そして黒守は、そのなにも言わない人形と、これから永遠をすごそうとしている。

　それは正気の沙さ汰たではない。

　狂きよう気きだ。

　そしてたぶん、大兎は、これから黒守がどうなるか知っている。《預言》を見て、知っている。

　大兎が言った。

「ほら、街でデートでもしてきたらどうかな。世界がなくなったら、人間らしいそういうことは、全部できなくなるよ？　エキドナを連れて、いっておいでよ。パフェとか食べて、二人で馬ば鹿かみたいに笑ったりするの、大切だと思うよ」

　だがアンナは笑わない。

　嫌なのだ。

　生きるのが嫌なのだ。

　天命に逆らって。

　寿じゆ命みように逆らって。

　世界を食いつぶしてまで生きたくないのだ。それをすればきっと、

「…………」

　きっと、人の身に過ぎない黒守を狂わせてしまうのがわかっているから。愛する人間が、完全に壊こわれてしまうのを知っているから。

　ヒメアはアンナのほうを見る。中にいるエキドナのほうを見る。すると、アンナの瞳からふいに、涙なみだが落ちる。

　黒守は気づかない。

　黒守は、彼女の気持ちに気づかない。

「黙だまれ、クロガネタイト。いいから早く、鴉を──」

「月光を、見つけろ？」

「そう」

「それは君がやれよ。世界最大の魔術組織《軍》の長なんだろう？　たかが高校生の一いつ匹ぴきや二匹見つけられないで、どうするんだよ」

「彼は、ただの高校生じゃないでしょう」

「じゃあ、なに？」

「《預言》から外れる可能性がある──君を殺せる可能性がある、《天魔》の最後の生き残り」

「それで？」

「だからいま、すぐに対応する必要があります。《預言》にアクセスして、月光君がなにをしているかを確かく認にん──」

　が、大兎は首を振り、

「《預言》の中には、彼はいないよ。どうやったのか、彼らは《預言》からいま、完全に外れた場所にいる。さっすが生徒会長。みんなにきゃーきゃー言われてただけあるよね」

　と、言った。

　すると黒守は大兎をにらんで、言った。

「ならいったい……」

　大兎は応こたえる。

「なにもするつもりはない。別にする必要ないし。ほっといても、世界は終わる。《預言》に続きが描かれてないんだから」

「……だが、鴉を喰わなければ、《幸福》は完成しないんだろう？」

「そうだね」

「なら、探す必要が」

　しかしそれにもやはり、大兎は首を振ふった。

「必要ない。どうせ、向こうからでてくる。世界が消えるなんてこと、月光は放ほっとけないだろうから」

「……だが、出てこなかったら？」

　大兎はそれに、笑った。

「ありえないよ。俺の知ってる月光は、そんな無責任な奴やつじゃない」

「…………」

「あいつは世界を背負って──自分がなにもかもを救わなきゃいけないと気負って、出てくる」

「…………」

「で、俺はその月光を壊し、力を奪うばい──日向ひなたの中にあったもう一匹を併あわせて喰くって、それで終わり。そういう《預言》は、もう見た」

　しかし黒守はまだ、不安げな表情で、言う。

「……だが、彼は《預言》から外れる能力がある」

「うん。そうだね」

「なら、君が見た《預言》は」

「外れる可能性がある？」

「そうだ」

　だが、大兎は少しだけ考えるような表情になって、言った。

「……別にそれはそれで、いいけどね～。そこまで大それたことが起きるなら、それはそれで、おもしろいかもしれない。ただ、それがどんな未来なのかは、想像がつかないなぁ」

「…………」

「いまの月光の力じゃ、俺のことはどうにもできないから。《預言》もどうにもできない。だから分ぶん岐きは終わったんだ。なにかできるほどの時間は、もう、残されていない。最後の分岐は、終わった。あとは、俺たちが計画した通りに進むだけだ」

　と、大兎は、言った。

　その顔には、なぜか少しだけ悲しげな、つまらなそうな表情が浮うかんでいた。

　ヒメアはその、大兎の顔を見る。

「…………」

　やはり、昔の大兎とは、違ちがうと思う。人間の体の中に入る前の大兎は、こんな表情はしなかったのだ。

　もっと絶対的で、圧あつ倒とう的てきで、弱さや、迷いのようなものは、その中に存在していなかったのだ。

　だが、いまの大兎は違う。

　月光のことを言うときに、どこか、少し優やさしさのような雰ふん囲い気きが声の色に含ふくまれていて、

「…………」

　そして、いまの大兎のほうが、ヒメアは好きだった。

　絶対的じゃない。

　昔よりも弱さのある、大兎が。

　人間味のある、大兎が。

　感情に波のある、大兎が。

　たぶん、それに憧あこがれるように、自分たちは作られているのだ。

　生きる意味を、まるで見つけられなかった《最古の魔女ラミエル・リリス》から生まれた自分たちは、すぐに生きる理由を見つけてしまう、人間たちに憧れるように、作られているのだ。

　黒守が、言った。

「……君の口ぶりは、《幸福》が完成しようとしまいと、どちらでもいいように聞こえるけど」

　大兎は黒守を見る。

「そうかな？　なら、そうなのかもね」

「……でも、それじゃ」

「困る？」

「ああ」

「あんな姿のエキドナとでも──永遠を過ごしたいから？」

「…………」

「長い時間をかけて、無理矢理でも、彼女にもう一度好きになってもらいたいから？」

「…………」

　黒守の顔が、歪ゆがむ。

　大兎はそれに、笑う。

「は、はは、その、顔。その際限のない欲よく望ぼうと人間味に、俺たちは憧れるよ」

　黒守が言う。

「本当に、君は嫌いやな奴になったなぁ」

「そうかな」

「ああ」

「そうか」

　と、大兎は少し、嬉うれしそうにする。それはやはり、人間味を褒ほめられたようにとったからだろうか。

　黒守が、次元の裂さけ目のほうへと目を向けて、言った。

「じゃあ、結局、なるようになるのか」

「そう言ってるじゃない」

「月光が出てきて、それを君が喰って、終わり？」

　大兎は、うなずく。

「そう」

「……そうか」

　と、黒守は小さく、言った。

　とそこで、携けい帯たいが鳴る。黒守の携帯だ。黒守はそれに、出る。

「はい。うん。そうか。わかった」

　と、うなずく。そして、言う。

「……月光君たちの手がかりが、北海道で見つかったらしい」

「へぇ。そうか」

「ちょっといってくるよ。まあ、君が言うとおり、すべては無む駄だなら、いく意味はないけど」

　それに、大兎は笑った。

「意味がないことをするのが、人間だろう？」

　黒守はうんざりしたような顔で大兎を見て、それから笑う。

「エキドナ。一いつ緒しよにいこう」

　すると、エキドナがこくりとうなずく。感情がない顔で、黒守へとついていく。

　黒守は泣きそうな顔でそれを見る。

　その、あまりの人間味に。

　愚おろかで、絶望的なまでに悲しい姿に、大兎はうっとりと、言う。

「北海道でデートなんて、楽しそうだね」

　黒守は振り返らなかった。

　エキドナを連れて、次元の裂け目の向こう側へと、去っていった。

　大兎がこちらを振り向く。

　そして、言う。

「月光が北海道で、手がかり落としたってさ」

「うん」

　ヒメアは、うなずく。

　大兎が少しだけ不思議そうな顔で続ける。

「でも、《預言》では、もっとずっとあとで月光は出てくるはずだったんだよね。《預言》が消しよう滅めつする、ぎりぎりで」

「そうなの？」

「うん。あ、ヒメアは《預言》、全然見ないんだっけ？」

　その問いに、彼女はうなずいた。

「興味、ないから」

「まあ、ねぇ。どうせなるようにしかならないしね」

「うん。というより、私は、大兎と一緒にいられれば、それでいいから」

　それに大兎は、こちらを見て、微笑ほほえんでくれる。その顔が優しい。やっぱり、前よりもずっと優しい。

　その大兎を見て、ヒメアは言う。

「大兎、大好き」

「うん」

「そっちに抱だきつきにいっていい？」

　それに大兎はあきれたような顔で応こたえる。

「答える前から、もう椅い子すから立ち上がって近づいてきてるじゃない」

　というときには、もう、ヒメアは大兎に抱きついている。

「大好き」

　大兎のにおいが好き。

　大兎の感かん触しよくが好き。

　大兎が好き。

　そしてそれだけがずっと続く世界に、もうすぐなる。

　それはとても、すばらしいと思う。

　ただの人間でしかない黒守には耐たえられないだろうけど、

「……もうすぐ、二人っきりになれるね」

　ヒメアはそう、大兎の胸の中で言った。

　大兎は彼女の頭を優しく撫なでてくれている。

「うん」

　と、答える。

　その声はやはり、少しつまらなそうで。

　ヒメアは、聞く。

「ねぇ、大兎」

「ん？」

「ほんとは、私と二人っきりの世界になるのは、嫌なんじゃないの？」

　すると驚おどろいたような顔でこちらを見下ろして、大兎は言った。

「え？　なんでそんなふうに思うの？」

　ヒメアはその彼を見上げ、答えた。

「だって、《幸福》の魔ま術じゆつの話をするとき、大兎ちょっと、つまらなそうだから」

「あれ、そうかな？」

「そうだよ」

「二人っきりは、嫌？」

　が、大兎は首を振ふった。

「そんなことないよ」

　ぎゅっと、強く抱きしめてくれる。それで不安が減る。いや、不安なんて、ないのだ。さっき大兎が言ったとおり、もう、なるようにしかならないのだから。

　すべての分岐は、終わってしまった。

　そしてすでに、大兎は《預言》の最後を見ている。

　だから本当は、月光にできることももう、ないのだ。

　二人っきりになる。

　二人っきりの世界になる。

　二人だけの永遠を過ごす。

　それは夢のように幸せな時間のはずだ。

　いま、この抱きあってる時間が、永遠に続くのだから。

　だけど、

「…………」

　なぜか、ふと思い出してしまう。

　こんなこと、いままでなかったのに、なぜか思い出してしまう。

　それはやはり、大兎の顔なのだが、しかし、

「…………」

　頭の中によぎるのは、月光の横で、笑っている大兎の顔で。

　泉や、美雷、セルジュ、ハスガたちと一緒に、生徒会室で笑っている大兎の顔で。

　そのときの大兎は、とても楽しそうで。

　いまみたいに、つまらなそうな、悲しそうな顔をしていなくて。

　そして、別の顔が浮うかぶ。

　それは金きん髪ぱつで軽けい薄はくにへらへら笑うスカートが短い少女の顔。

　彼女はにやにやへらへら笑いながら、あっさりこんなことを、言う。

　平然と言ってくる。

『だって、私とヒメちゃん、友達じゃーん』

『私は、ヒメちゃんと一緒にいるの、楽しいけどなー』

『ヒメちゃんのこと信じてるから、脳いじってもらっても、いいよ。やってやって』

『もう、ヒメちゃんは、優やさしいなぁー』

　優しくないのに。

　人間に興味もないのに。

　信しん頼らいされることなんてなにもしてないのに、泉はあっさり、そんなことを言ってきて。

『おまけにヒメちゃん、どさくさにまぎれて私のこと友達って言ったでしょ？　友達って言ったでしょ!?　あの瞬しゆん間かん私、実は涙なみだ出そうになったんだー』

　そんな言葉を、なぜか次々思い出す。

　他ほかの人間どものものも、そうだ。

　月光はヒメアのことを、『仲間』だと言った。

　仲間は裏切らない主義だと言った。

　どんなに目の前で裏切って見せても、仲間なら手を出さないと言った。

　なにが目的なのかはわからない。彼ら彼女らは、いったい、なぜそんなにもヒメアを信じてくれるのか、理由がわからない。

　だが、いま、

「…………」

　頭の中では生徒会のメンバーの顔が次々と浮かんできてしまって。

　と、そこで、

「ねぇヒメア」

　大兎が言った。

「う？」

　彼女が答えると、彼は続けた。

「俺は、知ってるよ」

「知ってる？」

「うん」

「なにを？」

「ヒメアが、魔法を使ってること」

「っていうと」

「ヒメアがさ、《軍》の探査の魔法、邪じや魔ましてるんでしょ？」

　と、大兎は言ってきた。

「ヒメアの魔法が、こっそり、こっそり、《軍》の魔法を邪魔してる。だから月光たちが見つからない」

「…………」

「月光たちがどうやって、《預言》から外れる方法を見つけたのか、それは知らないけど、でも、《預言》から外れたところで、手がかりをまったく残さないで消えるなんて、無理だ」

「…………」

「彼らはただの高校生なんだから。この世界に、存在しているんだから。だから、《軍》の探査魔法からあのタイミングで消えることは、無理だ。きっと、大きな力を持ってる、他の誰だれかが邪魔しないと……」

「…………」

「で、それは誰か？」

　そこで、肩かたをつかんで、ぐいっと体を放される。

　大兎がこちらを見つめ、言ってくる。

「君だ、ヒメア。君が魔法で──月光たちを守ってる。違ちがう？」

　ヒメアはその、大兎を見上げ、あっさりうなずいた。

「……違わない。大兎、怒おこる？」

　が、大兎は首を振る。

「いいや。怒らない。ただ、少し不思議な気分になる」

「たとえば？」

「あんなに人間が嫌きらいだったはずなのに、月光たちを守るのか、って。これはどういう心境の変化かな？」

　その問いに、また、泉や月光、美雷、セルジュ、ハスガ──いやなにより、その生徒会のみんなといたときの、大兎の顔を思い出して、言った。

「……みんなに、何度も救ってもらったから」

「ふむ」

「孤こ独どくで辛つらいときとか、寂さびしいときに、独りじゃないって言ってくれたから」

「その、恩をいま、返してる？」

「……うん」

「でも、全然意味がないことだよね、これ。結局最後は、同じ結果になる。それはわかってるんだよね？」

「……うん」

「俺たちは、全員を裏切って、《最古の魔女ラミエル・リリス》の、死にたい、消えたいっていう願いを叶かなえる。《預言》は終わり、永遠の孤独を俺たちが背負う。それでいいって、俺たちは決めた」

「……うん」

「じゃあなんで……」

　とそこで、

「信じてくれたみんなを、最後くらいは裏切りたく、なかったから」

　なんて言葉が、自分の口から、でた。自分でもなぜ、そんな言葉が出たのか、わからなかった。

　大兎はやはり、不思議そうな、驚いたような顔になる。

「……ヒメアは俺のことを……人間に入った俺のことを、人間っぽくなったと言ったけど……ヒメアのほうがずっとずっと、人間っぽく、なったなぁ。どうやったんだろう」

　そんなこと問われても、わからなかった。

　ただ、思い浮かぶのだ。

　泉の言葉や、月光の言葉。それに、人間の大兎の言葉が。

　一いつ緒しよにいると楽しい、とか。

　独りじゃない、とか。

　友達だ、とか。

　仲間だ、とか。

　そんな、馬ば鹿かげた人間どもの言葉が、なぜか自分の中で響ひびいて、嬉うれしい気持ちになる。

　木で偶く人形に過ぎない自分に、まるで価値があるかのように、勘かん違ちがいすることが出来て。

「わかんない。なんで、月光たちを守ろうと思ったのか、自分でもわかんない」

　と、彼女は素す直なおに言った。

　だって、意味などないのだ。

　結局最後は変わらない。

　なにも変わらない。

　もう、変えることができない。

　それはわかっているのに、無意味に自分は月光たちを守っていて。

「…………」

　すると大兎が、さっきまでとは違う、楽しそうな顔をした。愛いとおしげに髪かみを撫なでてくれて、

「……そうか」

「うん」

「そういうヒメアが、好きだよ」

「……ねえ、大兎」

「ん？」

「私たち……」

「うん」

「私たちには……」

「…………」

「どうしたの？」

「…………なんでも、ない」

　ヒメアが言うと、大兎は微笑ほほえむ。

「他に方法が、ないのか？　って、言いたいのかな？」

　ヒメアはそれに、首を振ふる。

「……方法がないの、知ってるから」

「うん」

「だって、《預言》はもう、戻もどらないから。もしかしたら《天てん魔ま》たちは《預言》を戻せるとまだ勘違いしてるかもしれないけど──《預言》は決して、戻らない」

「うん」

「それにもしも《預言》を戻せたとしても……死にたがりの《最古の魔女ラミエル・リリス》はそれを許さない。存在することをやめたくてやめたくて仕方ないあの、『月の裏側の魔女』は、絶対にそれを許さない」

「うん」

「だから《預言》が戻れば彼女は生き返る。そしてまず、役立たずの私たちを消す」

「そうだね」

「で、結局彼女は大兎と同じことをする。《預言》を食べて、自殺する。私たちは自分で自殺するのが面めん倒どうだった彼女の、願望で生まれた木偶人形だから──」

　そこで、ヒメアは言葉を止めた。

　この話を、大兎としたことは、なかった。

　生まれた理由は、言わなくてもお互たがい知っていたから。

　自分たちは、異常に大きな力を持った孤独な魔女が、自殺するために生み出した操あやつり人形に過ぎないのだ。

　そして世界もその、魔女の自殺に巻き込まれる。

《最古の魔女ラミエル・リリス》が死ぬには、《預言》を壊こわす必要があり、《預言》が壊れれば、世界は消える──

　だから、

「……私たちは、《幸福》を使って世界を延命する──《最古の魔女ラミエル・リリス》が消えた状態の世界を」

　すると大兎はやはり、悲しげに笑って言った。

「……俺たちだけしか生き残れない世界だけどね」

　ヒメアはその、大兎を見つめる。

「……私と二人だけじゃ、嫌いや？」

「そんなこと一度も言ってないよ。むしろいまは、君が嫌がってるんじゃないかな。月光たちを守ってるし」

「…………」

「それとも月光たちも、黒守のように、《幸福》の中につれていこうか？　三、四人なら、まだ連れて行く余力は──」

　が、ヒメアは首を振った。

「普ふ通つうの人間が、耐たえられる世界じゃないから」

「……そうだね。永遠に、なんの光も、希望もないからね」

「でも、私たちは世界を延命する」

「うん」

「自殺する責任を取って」

「うん」

「《預言》を壊した責任を取って、どれだけ長い時間をかけても、ゆっくり、ゆっくり、再び《預言》と同じだけの魔ま術じゆつを生み出せるまで、私と大兎は、《幸福》の中で二人っきり……でも、大兎」

　と、ヒメアは言った。

　そして大兎を見つめ、呟つぶやいた。

「いつかほんとに、《預言》と同じ魔法なんて、作り出せると思う？」

「…………」

　大兎は答えない。わからないからだ。永遠に、二人っきりで過ごすことになるかもしれない。

　そしてそれは、別にいい。それが大だい丈じよう夫ぶなように、たぶん、自分たちは作られている。

　二人でいればそれで《幸福》なように、作られている。

　いまは少し、寂しいけれど。

　月光や、泉や、美雷、ハスガ、セルジュ──生徒会のメンバーたちと離はなれるのは寂しいけれど、それもすぐに、忘れるだろう。

　なにせ、《幸福》の中は無しかないのだから。

　そしてそこで、毎日魔術を編むのだ。

　大兎と二人で、成功するかどうかわからない魔術を。

　未来を再生することができると信じて、夢見て、永遠に、魔法を編み続ける。

　ヒメアはふとそこで、

「でもこれも……この私たちがやろうとしてる選せん択たくも、《最古の魔女ラミエル・リリス》の……」

　しかし、最後まで言わなかった。

　これも結局、《最古の魔女ラミエル・リリス》が決めたことなんじゃないか？　とか。

　自殺したい彼女は、しかし世界を消すことに対してかすかな罪悪感を持っていて、その言い訳に、《幸福》を作らせようとしているんじゃないか、とか。

　じゃあ、結局自分たちは、なにも選択してないし、決断してないんじゃないか？　とか。

　まるで《預言》を見た、人間たちのような気持ちになる。すべては決められていて、自分たちには意味がないんじゃないか？　と。

　するとそこで、大兎が言った。

「……たぶん、そうだよ」

　ヒメアがなにも言ってないのに、悲しそうにそう言った。

「たぶん、そう」

「うん」

　ヒメアはうなずく。

　すると大兎は続ける。

「でも、やるしかない」

「…………」

「俺らは《最古の魔女ラミエル・リリス》の罪悪感を埋うめるためだけに無限地じ獄ごくに落ちるんだとしても……未来になにか可能性があるんじゃないかと信じて、やるしかない」

「うん」

「じゃなきゃ、仲間たちを殺して前に進む、言い訳がとてもたたないよ」

　大兎はつまらなそうに、悲しそうに言う。

「どうせ世界は消える。みんな死ぬ。俺たちのせいで。俺たちの主あるじのせいで。で、俺たちはそれをどうにもできない。だから──」

　無限地獄で魔法を作り続けるくらいは、しないと……と、いうことだ。

　それが結局、《最古の魔女ラミエル・リリス》の言い訳に過ぎないとしても。

　言い訳だから、未来には希望がないとしても、自分たちはやる必要がある。

「……大兎」

　と、ヒメアは言った。

「なに？」

「抱だきしめて」

　と、彼女は言った。

　すると大兎は、あっさり抱きしめてくれる。それだけで自分の中の孤こ独どくが埋まる。きっと明日あしたから始まる無限地獄の中で、自分は、大兎に抱きしめられるだけで毎日笑顔でいられるのだろう。

「……大好き、大兎」

「俺もだよ」

「大好き」

「うん」

「大兎とこうしていられるだけで、私、もう、なにもいらない」

「うん」

「でも……でもね」

「うん」

「……あの、こんなふうな気持ちになるなんて、思ってもみなかったんだけどね」

「うん」

「……私。私ね」

　と、ヒメアは自分の中にある、不思議な感情を確かく認にんするように、言った。

「……私、月光や泉たちを殺すのが……みんなと別れるのがちょっと……」

「うん」

「ほんのちょっとだけ、怖こわいんだ……」

　と、ヒメアはそう言った。

　その瞬しゆん間かん、少しだけ自分の体が震ふるえるのが、わかった。体の中で、なにかが拒きよ否ひ反応を起こしているような感覚さえ、あった。

　もしかしたらこの感情は、《最古の魔女ラミエル・リリス》の決めたものとは違ちがう方向の感情なのかもしれない。

　そしてそれは、たぶん大兎にも伝わった。

　大兎はその、彼女の震えを抑おさえるかのように、さらに強く、体を抱いてきて、

「……俺の中の、人間の部分もそう、叫さけんでるよ。でも……」

　そこで、言葉を止めた。

　続きはわかっている。

　もう、どうにもならない。

　なにもかも、どうにもならないのだ。

　逆らったところで、《最古の魔女ラミエル・リリス》をどうにかできる存在など、この世界にはいない。

《天てん魔ま》もあっさり食い散らかしてしまうような存在なのだ。彼女が消しよう滅めつを決めた段階で、すべて、終わってしまった。

　それでも唯ゆい一いつあがく方法があるとすれば、《幸福》の中で、魔術を編むことだけなのだが、それすら、意味があることなのかどうか怪あやしかった。

　だけどそうするしかない。

　それしか、選せん択たく肢しがない。

「ヒメア」

　大兎が言った。

「うん？」

「君と二人でいられて、よかった。一人だったら、頑がん張ばりきれなかったよ」

「……うん」

　ヒメアはうなずいて、さらに強く、大兎に抱きついた。

　すると大兎が、言った。

「……でさ」

「うん」

「聞きたいんだけど」

「なに？」

「……月光たちは、どこにいる？」

　大兎がそう、言った。

　ヒメアはまた、体が震えるのを、感じた。体を強く抱かれる。

　強く強く抱かれる。

「……ちょ、大兎、動けない」

「月光はどこにいる？」

「……あの、痛いよ、大……」

「ヒメア。隠かくしちゃ、だめだ。《最古の魔女ラミエル・リリス》が怒……」

　が、そこで大兎の表情が変わる。驚おどろいたように目を、大きく見開き、

「……くそ、まずい……彼女から、命令がきた。君が逆らうようなら……消せって、命令が……」

「うそ……？」

「だから早く、言え。ヒメア。《最古の魔女ラミエル・リリス》を裏切るな」

　さらに強く、抱かれる。体が引き千切られてしまいそうなほどに、強く。

　それをしているのが本当に《最古の魔女ラミエル・リリス》なのか。

　それとも、大兎なのか。

　それは、わからない。

　大兎は《最古の魔女ラミエル・リリス》が好きだから、逆らえないように作られているから、もしかしたら月光を匿かくまっている彼女を、許さない可能性は、あった。

　でも、それでも、

「……うそでしょ、大兎。私を、殺すの？　私が……必要ないの？」

　ヒメアは大兎を見上げる。

　大兎はこちらを見つめている。苦しそうな、寂さびしそうな、つまらなそうな顔でこちらを見つめている。

　そして、

「……ヒメア。言うことを、聞け。君に消えてほしくない」

「……大兎」

「月光の居場所を、教えろ」

「……大兎」

「早く……君を、殺したくない」

　その、大兎の顔を見あげて、彼の、なにかに耐たえているような顔を見上げて、

「……大兎。私、大兎に殺されるなら……」

「違う！　そういう話をしてるんじゃない！　彼女を裏切るな！　このままじゃ、俺は本当に、君を消すことに……」

　が、ヒメアはそれに微笑ほほえんで、言った。

　本当なら言ってはいけない言葉を、言った。

　なんでそんなことを言ったのかは、やはりわからない。

　たぶん、そんなことを言うようには、自分はプログラムされていないはずだった。

　なのに、彼女は言った。

「……やだ。言わない。だって、私の好きな大兎は、月光たちのこと、好きだったもん」

　大兎の目が、大きく見開く。

　その瞳ひとみに絶望が映っている。

「だから私も、生徒会のみんなが好き。大兎が好きな、みんなが好き」

「…………」

「だから、言わない。大兎が好きなものを、私も守り……」

　が、そこでヒメアの言葉は、止まった。

　大兎が首に、手を伸のばしてきたからだ。ぎゅっと強く、首が絞しめられる。首が潰つぶれる。おそらく彼女が人間なら、頭が千切れて転がっただろうが、彼女は人間じゃないから、ただ、微笑んだ。

　そして言った。

　千切られてしまった声帯を使った音ではなく、魔ま法ほうを使った音で、大兎に想おもいを伝えた。

「……大兎。大好……」

「サイトヒメアの力を喰くらう。消えろ」

「…………」







　それで、ヒメアの意識は、真っ黒に消えた。
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　第三章　赤い月







　音がない。

　まるでない。

　誰だれもいない生徒会室。

　いつもはあれほど騒さわがしいのに、その中で、一人になってしまって。

　鉄くろがね大たい兎とは、小さくため息をついた。

「はぁ。なんかもう、疲つかれたなぁ」

　学校の生徒はほとんどすべて眠ねむってしまっている。

　いや、この、宮みや阪さか町すべての人間をいま、《軍》が化学兵器をまいて、眠らせてしまっていた。

　だからひどく、静かだった。

　少し前まで聞こえていた外の、悪あく魔まと《軍》の戦争も、どうやら落ち着き始めているようだった。

　結果は知っている。

《預言》でもう見ている。

《軍》の勝ちだ。

　徐じよ々じよに悪魔たちは、この、宮阪高校から追いやられていく。

　窓の外に、月明かりが見えている。

　空を埋うめ尽つくしていた悪魔たちが、もう、いない証しよう拠こだ。

　月は大きく、赤い。

　紅あかい。

　朱あかい。

　血のように赤い月が、我わが物顔で空に浮うかんでいる。

　大兎はその、月を──自分たちが生まれた故郷を半眼で見上げる。それから目をくるりと回して、床ゆかを見る。

　床には赤い染しみがある。

　いま、首を引き千切って自分の中に取り込んだ、ヒメアの残ざん骸がいを見る。

　ヒメアは死んだわけじゃない。

　しばらくの間、黙だまらせたのだ。

　あれ以上なにかを言えば、彼女は《最古の魔女ラミエル・リリス》に本当に消されてしまうから、一度、黙ってもらった。

　そして自分の中に取り込んで守った。

　彼女は大兎の胸の中で、沈ちん黙もくしている。

　その、沈黙しているヒメアに、アクセスする。彼女が、月げつ光こうたちを匿うために使っていた魔法が、どんなものかを確かく認にんする。

　それは、たいした魔法ではなかった。

《軍》の探査魔法を攪かく乱らんするためだけの、魔法だ。それを切れば、おそらく、すぐに月光たちは見つかる。

　大兎は指を一本伸ばし、自分の胸をぽんっとたたいて、言う。

「……魔法を、一時停止する」

　それで、魔法は停止した。

　刹せつ那な。

　あっさり月光たちの居場所がわかった。

　なんとこの学校のトイレだった。

　それも生徒会室がある階の、トイレ。

「えー、まじで？　あいつらそんな近くに隠れてたのかよ」

　と、大兎は笑う。

　だが、すぐにトイレへは向かわない。

　もう一度、命じる。

「……魔法を開始する」

　それで魔法が再び、発動する。

　おそらくこれで、月光たちの居場所は《軍》にはまだ、バレないだろう。

　大兎はそれを確認してから、もう一度ため息をつく。さっきまでヒメアが座っていた、しかしいまはもう、誰も座っていない椅い子すへと目を向ける。

　椅子に近づき、座る。

　部屋にある、時計を見上げる。

《預言》の終しゆう了りようまで、あと十四時間と少し。

　だが、この最後の最後にきて、少しずつ、大兎が見た《預言》とは違ちがう出来事が、増えてきてしまっている。もう、分ぶん岐きはしないはずなのに、ヒメアがおかしなことを言い出して、消えてしまった。

　ヒメアは《預言》の中の住人のはずなのに、まるで、月光や《天てん魔ま》のように、《預言》から外れた行動をしてしまって。

「……なんで、この土ど壇たん場ばで、そんなにもあがくかなぁ」

　と、大兎はあきれたように呟つぶやく。

「どうせ、どうにもならないのになぁ」

　と、困ったように呟く。

「そんなふうにされたら、うらやましくなっちゃうじゃないか」

　と、泣きそうな顔で呟く。

　時計の秒針は進んでいく。

《預言》の消しよう滅めつへと、進んでいく。

　そしてそれに、逆らうことは、できないのだ。そう、作られてしまっているから。

　それに逆らうことができたとしたって、それには意味がないから。

　誰も《最古の魔女ラミエル・リリス》には勝てないのだ。

　だから、

「……なにをそんなに、みんなは頑がん張ばってるんだろう」

　と、大兎は不思議そうな顔を作って、言う。

　もちろん本当は、みんながなにを頑張っているのかは、わかっているが。人間──鉄大兎に入ってしまったいま、人間という短い生の中で必死にあがいて生きる感情は理解できるが──

「まさか、ヒメアまで向こうにつくなんて」

　と、大兎は独り、呟く。

　そしてさっきの、ヒメアの言葉を思い出す。

『だって、私の好きな大兎は、月光たちのこと、好きだったもん』

「は、好きでどうにかなるなら、俺もそうしたいけどさぁ」

　大兎はそう、誰もいない生徒会室で、答える。

『だから私も、生徒会のみんなが好き。大兎が好きな、みんなが好き』

「俺だって、そうだよ」

『だから、言わない。大兎が好きなものを、私も守りたいから』

「…………」

　そこで大兎は、胸を押さえる。胸の奥に、なにやら、違い和わ感かんが生まれて、顔をしかめる。

　さっき喰らった、ヒメアの力では、たぶんない。

　じゃあ、毒があるとわかっていて喰らった日向ひなたの力だろうか。

　いや、それも違うだろう。

　いま、生まれたこの違和感は──

「……俺の、人間の部分だよねぇ、これ」

　胸が熱く、痛む。

　こんなことはもうやめたいと、自分の人間の部分が叫さけんでいるのが、わかる。

「でも、それを叫んでどうするんだよ」

　大兎は問いかけるが、胸の奥が怒ど鳴なってくる言葉は、シンプルだった。

『俺に代われ！　俺に代われ！　俺に代われ！』

「代わってどうする。君になにができるんだよ？」

『俺に代われ！』

「は、君が世界を救ってくれるとでも言うの？」

『俺がやる。俺に代われ』

「ふざっけんなって。君は無責任に叫ぶだけだろう？　みんな大好きで、全部あきらめないって。でもそんなの無理なんだよ。俺だって君に意識を渡わたしちゃえば楽なのは知ってるけど……いやそれどころか、君に憧あこがれの気持ちさえ持ってるけどさ……」

『黙れ。いいから俺に代われ！　俺が救うから！　全部救うから、俺に代われよ！』

　うるさく、自分の人間性が言ってくる。

　だが、大兎は無視する。

　いや、違うか。無視してるんじゃない。この人間性の部分を、消そうと思えば消すことができるのに、

「……俺が消してないだけ、か」

　それはたぶん、言い訳だった。こんな気持ちを抱かかえていたけれど、でも、仕方がないから前に進む──という、言い訳。

　言い訳しながら。

　自分は悪くないと言い訳しながら、前に進む。

「これじゃまるで、俺も《最古の魔女ラミエル・リリス》と変わらないな。まあ、彼女が作った木で偶く人形だから、似てても仕方ないけどさぁ……はは」

　と、彼は乾かわいた声で笑う。

　時計が進む。

　秒針が進む。

　長針が進む。

　短針が進む。

　びっくりするほどあっさり時間は進んでいき、大兎はその間、ぴくりとも動かない。

　ただ、耳を澄すましている。

　胸の奥の、人間性の叫びに。

『俺がやるから、任せてくれ！』

『大だい丈じよう夫ぶだから！　まだきっと、方法があるから！』

『だから俺に、体を返してくれ。心を返してくれ。俺が世界を救ってみせるから！　あきらめたくないんだ！　俺はあきらめたくないんだ！』

『そしてこれは、俺の声じゃない！　おまえだ！　おまえの声だ！　おまえが俺に、これを言わせてるんだよ！』

　一時間が経たった。

　二時間が経った。

　十時間が経った。

　人間性はずっと叫んでいる。

　馬ば鹿かみたいに繰くり返し同じことを叫んでいる。

　しかし大兎は動かない。

　動かない理由は簡単だ。

　もうこれ以上、《預言》から外れないため。

　ヒメアがいないのはイレギュラーだが、そういったイレギュラーは、ここで止める必要があった。

　イレギュラーが起きれば起きるほど、《最古の魔女ラミエル・リリス》本体が出てきて、なにもかもを台無しにする魔ま法ほうを使ってしまう可能性があるから。

　彼女には眠ねむりについたまま、《預言》消滅を迎むかえてもらう必要があった。

　だから、大兎は動かない。

《預言》で見た、世界消滅直前まで月光が襲おそってこない──という《預言》を成じよう就じゆするために、彼は動かない。

　十三時間が経った。

　十四時間が経った。

　黒くろ守すが戻もどってきた。

「……見つからない……いったい、どうするつもりです？」

　なんてことを、言ってくる。

　もちろんもう、居場所はわかっている。間ま抜ぬけなことに、月光たちはこの、いま自分たちがいるフロアと同じ階にいるのだ。

　宮阪高校の、五階のトイレに。

　大兎は答えた。

「……別に。だから、向こうからくるのを、待つんだって」

「ですが……」

「それに、待ち伏ぶせしてるかもしれない相手のところにいく必要、ないだろ？」

「それはそうですが……でも、月光君を手に入れないと、《幸福》の魔術が──」

　が、大兎はそれに、立ち上がって言った。

「時間だ」

「……え？」

「十六時半。《預言》消滅まで、あと三十分。俺が見た《預言》では、月光が打ってでてくる」

　そして、魔術を消す。

　ヒメアが作っていた、《軍》の魔法を阻そ害がいする、魔術を。

　するとすぐに黒守も気づいたようだった。月光たちの存在に、

「おっと、まさか校内にいたなんて……」

　廊ろう下かのほうを見る。

　大兎は肩かたをすくめる。そして廊下ではなく、窓の外を見る。

　さっきまで夜だったのに、もう、空は青く、陽ひが昇のぼり、それから、傾かたむき始めている。だが、空はもう二度と、暗くならないだろう。

　夜を迎えるまえに、世界は終わる。

《預言》は消える。

「こんな青空を見るのも、これで最後か……」

　と、呟く。

　その間もやはり、自分の中の人間性が叫び続けている。

『俺に代わってくれ！　頼たのむから、俺にチャンスをくれ！』

「…………」

『俺に……』

「はい、ここまで」

　と、大兎は言った。

「……ひどく甘い、俺の言い訳は、ここまでにしよう」

　と、彼は疲つかれた声で言った。

　なのに胸の奥で、なにかが動くのを感じた。それはたぶん、ヒメアの力だった。ヒメアが、自分の中の人間性へと近づいていくのを、感じた。

　大兎はそれに半眼で、言う。

「それをして、いったいなにを君は期待してるんだろ。人間性と結けつ託たくして、俺を乗っ取るつもりかな」

　ヒメアがどんどん、人間の鉄大兎へと近づいていく。

「それをしたらきっと、君は消されるよ。《最古の魔女ラミエル・リリス》はそれを、たぶん許さない。な、ヒメア。やめなよ。ヒメア」

「…………」

「ヒメア」

「…………」

「ヒメア！」

　だが、彼女はやめない。

　仕方がないので、掌てのひらをあげる。彼女が《最古の魔女ラミエル・リリス》に消される前に──

「仕方ない。俺が、俺の人間性を、消そう」

　手を胸に、突つっ込む。ニャン吉きちを取り込んだときと、同じ要領だ。そして自分の中の、かすかに残された人間の部分へ触ふれる。つかむ。そして。

「『黒ひつきようむ』」

　黒い力で、人間性を壊こわす。消す。それで、

『…………』

　胸の中で叫んでいた人間が、消える。

　声が消える。

　熱さが消える。

　言い訳が消える。

　そして、希望めいたなにかが、消える。

「…………」

　ヒメアが、動かなくなる。まるで絶望したかのように、動かなくなる。

　でも絶望する必要はない。だって、こうなることは決まっていたし、彼女は知っていたはずなのだから。

　黒守が生徒会室を出ていくのが、わかった。月光たちを襲いにいったのだ。

　北海道の調査へ連れ出していた《軍》の兵たちも次元の裂さけ目から次々出てきて、廊下へと飛び出していく。

　それを横目に大兎は生徒会室の窓を開ける。外の空気が入ってくる。

　その空気を、胸一いつ杯ぱいに吸う。

　これを吸えるのも、これが最後だ。

　この世界は、これで終わりだから。

「……さて、全部を一度、終わらせようか」

　もう、悲しげだったり、寂さみしげだったり、つまらなそうだったりしない。

　人間性を潰つぶしてしまったから、そんな感傷的な心は、残っていない。

　ただ淡たん々たんと、粛しゆく々しゆくと、

「前に進もう」

　彼はそう、呟つぶやいた。
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　その、ほんの少し前の出来事。

「…………」

　場所は宮みや阪さか高校の、男子トイレ。

　月げつ光こうは個室の中で、便座に座って眠っている美み雷らいを見下ろす。彼女はこんな状じよう況きようにもかかわらず、気持ちよさそうに寝ねている。

「くーくー」

　と、かわいらしい寝息を立てている。口からよだれが垂れて、

「まったく」

　と、月光はそれを指でぬぐってやる。

「むー、にゃむにゃ」

　美雷が嫌いやそうに顔をしかめる。

　手についたよだれを見て、ズボンで拭ぬぐう。

　後ろを振ふり返ると、セルジュが立っている。彼は相変わらず、間抜けな目覚まし時計を胸に下げている。

　時刻は十六時十五分。

　もう、世界消しよう滅めつまで、四十五分しかなかった。

　なぜ、こんな時間まで動けなかったのかといえば、月光たちがこのトイレにいることが敵にバレ、攻せめ込まれると思っていたからだ。

　だからこのトイレに罠わなを張り巡めぐらせ、ずっと待っていた。

　そうじゃなくても物量では圧あつ倒とう的てきにこちらが劣れつ勢せいで、広い場所で戦うのは得策とは思えなかった。

　だからこそ、ここに籠ろう城じようし、大たい兎とたちを迎むかえ撃うとうと思っていたのだが。

「……無視か」

　月光は、忌いま々いましげに呟く。

　もちろんその可能性も考こう慮りよして、交代制で睡すい眠みんも取ってあった。だから美雷はいま、寝ているのだが。

　月光は個室から、出る。

　するとセルジュ以外に、ハスガも、泉いずみも、目を覚ましていた。

　それぞれが、少し緊きん張ちようしたような顔をしている。

　もう、ほとんど時間がないのだ。

　月光は、トイレの小さな窓から、空を見上げる。

　陽ひは傾き始めている。

　このまま放置すれば、夜がくる前に世界は終わるだろう。

「……仕方ない。こちらからあいつを迎えにいくか」

　そう言うと、泉が笑って、言った。

「いやー。まさか、こないとは思わなかったよねー」

　それに月光は答える。

「いや、その可能性は高いと思っていた。どうせ俺たちも、出て行く必要があるからな。だから、そもそも奴やつらは俺たちを捜さがしてないのかもしれない」

「それは、どうかな～。大兎っちはともかく、相手は《軍》や黒くろ守す先生だし……私たちの待ち伏ぶせがバレてるとか？」

「当然その可能性はある」

「もしくは、トイレから出てすぐのところで、向こうも待ち伏せしてて、ずっとにらみ合いのまま時間が経たっちゃってた～、とかとか」

「ああ」

　続いてセルジュが言った。

「ですが、向こうは僕らが、大兎君を消したり、《預言》を書き換かえる新たな《預言》を持ってるって、知らないんですよね。なら、まったく警けい戒かいされないまま、時間が経った可能性も……」

「あるが、それは考慮しなくていいだろう。向こうが俺たちを捜してなかったのなら、それは俺たちにとってはラッキーだ。だが、ラッキーに期待するわけにはいかない。だから……敵が待ち伏せしている前提で動く」

　するとそれに、ハスガが言った。

「つまりプランＤか」

　プランＤ──それは、自分たちでトイレを出た場合、どれくらいの時間戦えるか、というのを話し合って、いくつかシミュレーションしてみた結果作られた計画の一つだった。

　まず、外へ出る。

　するとおそらく、《軍》か大兎が襲おそってくる。

　襲われたらこちらの戦力は圧倒的に少ない。だからすぐに全員、殺されてしまう可能性がある。なにも出来ないまま、殺されてしまうかもしれない。

　だがそれを、極力長く保もたせるためのフォーメーションと、外での動き方を、何パターンも考えたのだ。

　そしてプランＤは、もっとも防ぼう御ぎよに特化したフォーメーションと動きだった。

　大兎が月光を喰くらいにくるまでの時間を稼かせぐための、陣じん形けい。

「……で、月光が大兎と会話する時間、邪じや魔まが入らないよう俺たちで頑がん張ばる、か。さて、どれくらい保もつかねぇ」

　それにセルジュが、胸の目覚まし時計を外し、床ゆかにぽんっと投げながら、言う。

「必要なだけ、保たせる必要があるでしょう。やる気だけなら、この目覚まし時計が十七時を過ぎたあとでさえ、僕らだけは生き残るくらい、強い結界を張る必要がある」

　それに弟が突っ込む。

「ま、実際は無理だけどな。泉の頭の中の《天てん魔ま》の力借りても、《預言》に見つからないってのが限界だったし──おまけに外はフロウルの円えん陣じんないんだろ？　《預言》から外れる結界なんて、数秒も、保たないんじゃねぇかな」

「でもね、ハスガ」

「ん？」

「僕はやる前から無理っていうような、軟なん弱じやくな子に、君を育てた覚えは……」

「いっつも言ってっけど……おまえに育てられてねぇから」

「あはは」

「それにそういう冗じよう談だん言う局面じゃねーだろ、いま。おい月光」

　と、ハスガが言う。

　月光は混血ハーフブリードの仲間のほうを見る。

　するとハスガが言った。

「現実的な数字だけ、言う。十分だ。十分だけ、兄貴と二人で《軍》や黒守を止めてやる。それ以内で、おまえは大兎をなんとかしろよ」

　月光はそれに、うなずく。

「問題ない。それでなんとかする」

　そのまま月光は、床に落ちた時計を確かく認にんする。

　時刻は十六時二十五分。

　世界終しゆう了りようまで、あと少し。

「半に外へ出るぞ。あと五分……おまえら、最後に言っておきたいことが……」

　が、そこで月光は、言葉を止める。振り返って、まだ寝ている美雷を見る。

　結局よだれが垂れている。

　彼は個室へ入っていき、彼女の頭にぽんっと触ふれ、それから引っ張って起こそうとして、やめる。そして、少しだけ優やさしく撫なでてやる。

　すると、

「……うう」

　美雷が、目を覚ます。寝ぼけ眼まなこでこちらを見上げる。

「……んーと、もう、朝？」

　月光は首を振る。

「いや、違ちがう。朝はまだだ。いまから最後の戦いをして、それで勝たなければ朝はこない。だから、起きろ」

　それに美雷が、寝ぼけ眼をこする。ふわーっとあくびをする。

「よく寝たー」

　と、言う。

　寝るように命じたのは、月光だった。なにせ彼女は、この生徒会メンバーの中では、最大戦力なのだ。彼女が頑張らなければ、絶対に勝てない。だから、最後の時間まで、少しでも力を溜ためろ、と、命じたら、彼女は寝たのだった。

　だから、月光は聞く。

「で、力は溜まったか？」

「え？　あ、うん！　大だい丈じよう夫ぶだと思う！」

「しかし、悪あく魔まは睡眠で力を溜めるのか？」

　その問いに、美雷はこちらを見上げながら、言う。

「んーとね、実際には寝てるんじゃなくてね、体の中の雷いかずちと対話して、これから頑張るから、よろしくねーって言ってたんだけどね」

「ふむ。ずいぶんと馬ば鹿かそうな体だな」

「あたし馬鹿じゃないもんねー！」

　と言いながら、彼女は個室を出る。他ほかのメンバーを見て、

「おはよー」

　と、言う。

　それに全員が、おはよーと返す。

　だが朝じゃない。

　このままでは朝はこない。

　床の時計は、二十七分になっている。残り三分で、外に出ることになる。

　だから改めて、月光は言った。

「あと、三分でここを出る。そして最後の戦いを始める。なにかその前に、言っておきたいことはあるか？」

　するとそれに、生徒会のメンバーたちは、お互たがいに目線を交こう換かんしあい、

「…………」

　しかし、なにも言わなかった。

　月光は首をかしげ、

「なにもないのか？」

　と、問いかけるが、しかし泉が、あっさり答えた。

「だって、勝つんでしょ？」

「…………」

「じゃ、なにも言わなくていいじゃん。もちろんこれが最後なら、実は誰だれ々だれが好きだったんですーとか」

「…………」

「最後にカレーライス食べたかったなぁ、とか」

「…………」

「あとはー。みんなにありがとうとか、言うべきかもしれないけどさー。でも、勝つんなら、いいじゃん。言わなくて。勝って、《預言》ぶっとばして、大兎っちも取り戻もどして、で、疲つかれたーってみんなでコーラ飲んでカレーとポテチを食べながら、あんときの泉のカリスマ的な活かつ躍やくが特にすごかったよなー、とか、話すんでしょ？」

　楽しそうに、しかし少しだけ緊張した顔で泉が言う。

　時間はあと一分。

　一分で、外へ出る、という状じよう況きよう。

　そしてこの生徒会のメンバーの中では、一番弱く、死にやすい泉がそんなふうに言って。

　月光は、うなずいた。

「……ああ、そうだな。勝つならなんの問題もない」

　ただ、いまだ勝ち方をどうしたらいいのか、わかっていない状況だった。

　大兎は殺さない。

　だが、殺さなければ世界は消える。

　仲間たちもみんな死ぬ。

　だから、この、残った三十分で、大兎を殺さず、その上で世界をどうにかする選せん択たく肢しを見つける必要がある。

　それはきっと、奇き跡せきだ。

　戯たわ言ごとだ。

　夢や幻まぼろしや空想の類たぐいだ。

　だが、それをやる。やるしかない。

　そして、それをやらなければならない時間まで、あと、三十秒。

「なら勝つぞ。楽勝だ。俺たちはやれる。いつもそうだったろう？　俺についてくれば、間違いない」

　自分で言ってて馬鹿らしくなるほど説得力のないその言葉に、しかし、誰だれも文句を言わない。

　美雷が手を伸のばし、月光の手を握にぎってくる。

「…………」

　言葉はないが、それは最後の挨あい拶さつだ。彼女の手から、愛情のようなものが伝わってくる。美雷にも、わかっているのだ。外へでたらもう、会話する余よ裕ゆうはないということが。

　一いつ瞬しゆん気を抜ぬいただけで、すべて終わる。

　全部終わる。

　そして、気を抜かなかったとしても、終わる可能性のほうが高い。

　なにせそもそも、いまの状況の打開策を思いつかないままに、外へ出るのだから。

　美雷が強く、手を握りながら、深呼吸する。すーはー……スーっ──と、大きく息を吸う。止める。

　あと二十秒。

　泉が言う。

「じゃ、いこっか」

　月光は剣けんを抜いた。

　セルジュが両手を開き、

「じゃ、外に出た瞬間に、結界を外します。《預言》の中へ、戻りますよ」

　続いてハスガが床に手を当てて、

「……計画通り、扉とびらの外の待ち伏ぶせの可能性を考こう慮りよして、下の階へ出る。秒針が十二を指した瞬間に降りるから、そのつもりでいてくれ」

　彼の手に、破は壊かいの歪ゆがみが生まれる。

　残り、五秒。

　月光は、言った。

「よし馬鹿ども。いくぞ。死ぬ気でやって、最後は俺たちが勝利する」

　秒針が十二を指した。

　ハスガが、手の周囲に生まれた破壊の力を、発動した。

「……壊こわれろ」

　刹せつ那な、床ゆかが消しよう滅めつし、さらに下の階の空間すべてをぶち抜いて、その下の階まで繋つながる。

　同時に床を失った月光たちも、下階へ落ちる。

「三階まで、降りる！　美雷！　泉を抱だいてやれ！」

「ほーい」

　それで全員で三階へ落下する。その落下途と中ちゆう、待ち伏せがいないか、確認する。四階には敵はいなかった。

　三階も同じだ。

　五階のトイレの扉の外に待ち伏せがいたのか、それともそもそも待ち伏せなどいなかったのか、それはわからない。だが、月光は三階のトイレの扉を開く。外には誰もいない。

　校舎は暗く、静まり返っている。

「はっ、少しは俺たちにも運があるか……走るぞ！」

　続いてセルジュが、顔をしかめながら言った。

「ぐ……う、《預言》を弾はじく……の、が、終わ……戻ります！」

　セルジュが手をぱんっと、打った。それで、世界の空気の色や、におい、感かん触しよくが、少しだけ変わったように思えた。

　戻ったのだ。

《預言》の中に。

　ここまでの行動と、戻ってからの未来については、《預言》から外れていたから描えがかれていなかったはずだ。

　だが、自分たちがここに現れた瞬間から、《預言》はおそらく再編成、再構成される。再びすべてが《預言》されてしまう。

　月光たちのすべての行動が、夢が、願いが、《預言》されてしまう。

　これから進む、未来が、敵にバレてしまう──

　そして居場所がバレれば、

「……すぐに敵がくるぞ。その前に、大兎を捜さが……」

　だがそこで、

「いやもう終わりだよ、生徒会長」

　トイレを出てすぐにある階段の上で、声がする。

　男の声。

　黒守・フィリエル・優ゆう一いちという名の、魔術師の声。

　月光はそちらを見る。黒守が跳とび出してくる。一直線に、手に持ったナイフを突つき込んでくる。

　月光はそれに、

「帯電しろ……」

　美雷と契けい約やくすることによって手に入れた、稲いな妻ずまの力に命じる。左手を上げる。その左手に雷の塊かたまりを生む。

　美雷が使うものよりは、遥はるかに小さい。とてもか弱い、力。

　だが黒守がそれを見て、少しだけ警けい戒かいする。動きが悪くなる。

　だがそれに月光はにやりと笑って、

「……おっとこんなハッタリに引っかかるのか。なんだそれ。おまえ、もしかして、《預言》を見てないな？」

　黒守の目が細まり、こちらをにらむ。

　月光は左手に掲かかげた稲妻を全身に帯電させる。かすかな電流を神経回路に流し、身体能力を上げる。

　そして上げた能力を使って、

「……全力後退！」

　叫さけぶ。

　それに全員が後方へ跳ぶ。

　セルジュだけが、動かない。右手を黒守のほうへと掲げ、

「……この地を、封ふうじる！」

　と、黒守がいる階段と、廊ろう下かの間に結界を張る。

　黒守の動きは、薄うすく赤い膜まくのような壁かべによって、完全に止まる。その背後に、《軍》の兵士たちが降りてくるのが見える。どれくらいの人数がいるのか、わからない。

　黒守が言った。

「はは、この程度の結界で、僕を止められると……」

　が、言葉を言い終わる前に、セルジュが笑う。

「思ってないよ、うぬぼれやさん」

　そこで、セルジュがあっさり結界を解く。その、セルジュの背中を隠かくれ蓑みのに、月光が前へ突とつ進しんしている。

　結界が消えた瞬間を狙ねらって、セルジュの横から飛び出し、凶剣スペル・エラーを突き出す。

　そして、

「こいつを殺せ、凶剣スペル・エラー！」

　と、怒ど鳴なる。

　黒守の目が、大きく見開く。

「……くっ、速い、が……」

　黒守の体に、隙すき間まがあく。凶剣スペル・エラーが触ふれないよう、肉体を操作したのだ。その隙間に剣が入ってしまい、剣が当たらない。

　黒守は笑い、

「惜おしかったなぁ。じゃあ、今度は僕の……」

「てめぇの番は、ねぇよ！」

　ハスガが再び前に出ている。破壊の力を黒守へと放つ。

　黒守は横にいた《軍》の兵士をつかみ、それにぶつける。兵士が消し飛ぶ。

　その間に、黒守は後方へと下がってしまう。

「なるほどね。ある程度、フォーメーションができている、と。それに……」

　目を細めて、こちらではなく、月光たちの後ろへと目を向ける。

　背後では美雷が泉を守りながら、さらに下階へと移動している。

　黒守はそれを見つめ、

「おまけにここで戦ってるのは、囮おとり、ですか。あっちが本命。さて、いったいなにを企たくらんでるんでしょう？　襲おそうなら、あっちなのかな」

　だが、月光は答えない。答えてやる必要がない。

　だから踵きびすを返す。

　泉と、美雷を追う。

　セルジュとハスガはやはり、動かない。

　黒守が言う。

「……あ～、やっぱり、あっちが本命か。ならあっちを……」

　が、セルジュが前に飛び出した。

「いやいや、いかせませんよ」

　右手を振ふり上げる。右手には封ふう印いんの力が生まれているが。

「はっ、そんな遅おそい攻こう撃げき、あたるわけないでしょう」

　黒守が手を振るった。それだけでセルジュの腕うでが千切れ飛んだ。

　血しぶきが舞まう。

　天てん井じように。

　床に。

「兄貴！」

　ハスガが叫ぶ。助けようとするが、他ほかの《軍》の兵士に襲われてしまって、できない。

　だが、セルジュはそれに、笑う、

「……知ってました？　僕、体のどこからでも封印の力が出せるんです。こんなに血がでちゃったら……さすがの黒守先生も、封印をかわすことはできないんじゃないかなぁ」

　血が、黒守にまとわりつく。その血に封印の力が宿っていて、黒守の動きが悪くなる。

　その、黒守に、セルジュは抱きつく。

「どけ。邪じや魔まだ」

「あはは。僕も、男に抱きつく趣しゆ味みは……」

　が、黒守が手を上げて、振り下ろした。セルジュの胸から下が、切断された。

　なのに、セルジュはさらに、黒守を抱き寄せて、

「……は、はは、くそ、最後の相手が男なのは、ほんとに……や、だなぁ……」

「く、放……」

「放さない。十分は……足止めする……やくそくを……」

　言葉は、そこまでだった。

　だが、封印の力は消えない。さらに力を増しているようで、

「……ぐ、ぐぐ……な、なんだ、これは」

　黒守の膝ひざが、床に落ちる。

　セルジュの上半身に抱きつかれたまま、床に倒たおれていく。

　血の海がすべてを結界化し、《軍》の兵士たちは前に出てこれなくなる。

　ハスガがそれに、数歩後退する。

　床に倒れる、兄の姿を見つめ。

「…………」

　それから、背後で思わず足を止めてしまっていた月光を、振り返る。

「……おい、てめぇ、なにしてんだよ」

「…………」

「早くいけ。俺がここで、《軍》の奴やつらを足止めしてやるから」

「……すまな」

「ざっけんな。なんで謝る？　てめぇのためにやってんじゃねぇよ。やるべきことを、やってるだけだ。ここが、俺たちの持ち場だから、ここを死守する。だから早く、いけよ月光！　じゃなきゃ、兄貴がやってることが無む駄だになんだろうが！」

　そう怒鳴られて、月光は答えた。

「……頼たのんだ」

「ああ」

「俺が必ず成功させ……」

「疑ってねぇから、早くいけ」

　黒守の体が少し、持ち上がる。顔が上がる。まだ、セルジュの結界は効いているが、少しずつ力を取り戻もどし始めている。

　さらにハスガの真上の天井に、ヒビが入る。おそらく、セルジュの結界を避さけて、《軍》の兵士たちが上から攻せめてくるつもりだ。

　あの人数を、ハスガ一人で相手にできるとは、とても思えない。

　しかし、

「…………」

　月光は踵を返し、走り始めた。

　さらに下の階へと向かったであろう、泉と、美雷を追いかけて。




　　　　◆◆◆




　減っていく。

「…………」

　兄の命が、どんどん減っていくのが、ハスガには強く感じられる。

　そしてそれは、自分にとっては絶望だった。

　なにせ自分には、生まれたときから信じられるものが兄しかいなかったのだから。

　誰だれにも受け入れてもらえない、エルフとなにかの混血に生まれ、忌いみ嫌きらわれ、迫はく害がいされ続けて生きてきた。

　忌まわしい子を産んだ母親は、同族たちに《教会》に売られ、改造と拷ごう問もんを受けたあげくに監かん禁きんされた。

　そんな暗い、なんの希望もない世界でも、顔を上げて生きてこられたのは、兄が──セルジュがいたからだった。

　一つしか違ちがわないセルジュは、いつも兄貴面づらで、「大だい丈じよう夫ぶ」と言った。自分が守ってあげるから、大丈夫、大丈夫、と。

　自分だって母を失ったのに。

　同じ混血として迫害を受けているのに。

　ずっと兄に守られてしまって。

　それどころか、兄がいなければ、自分は生きていくことすらできない体だった。

　それは、自分の中にあるこの正体不明の破は壊かいの力が、自分では制せい御ぎよできないから。

　放ほうっておけば自分の体を内側から壊こわしてしまう力は、常時兄が封じてくれていたからこそ、安定させることができていた。

　だがいま、兄は──

　セルジュは──

「…………」

　ハスガは、目の前で血の海に沈しずんでいる兄の姿を見る。

　兄は体を半分に千切られているのに、まだ、黒守を封じ続けている。意識はたぶん、もうないだろう。

　体の半身を失ってさえ──ほんの少し前まで、ハスガの中の、破壊の力をセルジュは、封じていた。

　だが、いま、その力が急速に減っていくのが、わかる。意識がなくなったのだ。もしくは、もう死ぬのだ。

「ったく、十分保もってねぇぞ、馬ば鹿か兄貴」

　と、ハスガは笑う。

　顔をしかめて、笑う。

　体の中の破壊の力が、暴走を始めていくのがわかる。

　きっと、この力を思いっきり振るえば、自分はすぐに死ぬだろう。

　だが別にいい。

　そんなに長く、この世界も保たないのだから。だから、この命がなくなるくらい頑がん張ばっても、それはそれで、

「有意義、かなぁ」

　なんて独り、呟つぶやく。

　破壊の力が巡めぐる。

　自分の中を巡る。

　それを、練り込んでいく。

　なるだけたくさんの敵を巻き込めるように、大きく、大きく、強くしていく。

　これを放てば、相当大きな衝しよう撃げきが体の外に出るはずだ。

　そして自分も消し飛ぶ。

　だが、気にしない。

　どうせここを死守できなければ、未来はないのだから。

　黒守はまだ、復帰しない。セルジュが抑おさえてくれている。

　だが、天井に穴が空く。

《軍》の兵が降りてくる。

「おい、紅くれない月光を追いかけ……」

「いかせねぇよ、ば～か」

　手を前に伸のばす。敵に触ふれる。触れただけでそいつが消える。

　完全に力が暴走している。

　もう、誰かに触れることはできない。

　誰かと触れあうことはできない。

「……泉とかにももう、触さわれないな、こりゃ」

　なんてことを、呟く。

　なんで泉のことをこのタイミングで思い出したのかは、わからない。だが、なぜかそんなふうに思った。

「ほーら、死にたくなきゃ、後ろに下がれよ！」

　怒ど鳴なりながら、何人も、何人も、消した。

　だが、敵は際限なく増えていく。それも、遠くから魔ま術じゆつを使ってくる。

　あらゆる種類の魔術を使ってくる。

　いまはそれも、すべて破壊できているが──

「…………」

　とそこで、黒守が顔をあげた。

　もう、セルジュはほとんど力を失っていた。封ふう印いんが解け、黒守は復活しようとしている。

　うずくまっていた体を持ち上げ、黒守が言う。

「……足を、集中的に攻こう撃げきしてください。彼の力は無差別破壊ですが──床ゆかに立ってられるということは、足に力がいかないようにしてる。つまり、足を失えば、彼は床を破壊し、大地を消して、勝手に地の底へと消えるでしょう」

　その命令と同時に、一いつ斉せいに魔法が組み上げられていくのが、見えた。

　すべてが下半身を狙ねらっている。

　そして黒守が言ってることは、正しかった。彼は足の一部にだけ、力がいかないようにしている。でなければ、大地の上に立っていることすらできないのだ。

　だから、

「……あー、くそ。じゃあ、もう力を放つか」

　と、ハスガは呟いた。

　もう少し、力を溜ためたかったのだが──

「無む駄だ死じにしてもしょうがねぇし……」

　が、そこで、黒守が跳はねた。一気に間合いを詰つめてきた。黒守は、セルジュにまだ、封じられているフリをしていたのだ。手にナイフを持っている。そのナイフの周囲を、なにか黒い霧きりのようなものが覆おおっている。

　そのナイフを低空飛行で横よこ薙なぎにしながら、黒守が言った。

「いえいえ、あなたは無駄死にしますよ」

「なっ」

　自分の、二本の足があっさり斬きり飛ばされたのがわかった。体が落下を始める。落ちたら終わりだ。破壊の力が触れるものすべてを壊してしまい、この場所にとどまっていることができなくなる。

　もう、すぐに力を放つ必要がある。

　あと少し。

　ほんの少しだけ力を練ることができれば、もしかしたら黒守を道連れにすることができたが──しかし、それができないなら、いま、ここで、

「……全員、ぶっ壊れ……」

　が、黒守が前に手を出して、言った。

「クラウスウォードの盾たて」

　黒守の手の前に、緑がかった膜まくが生まれる。黒守が言う。

「……もう解かい析せきは終わった。君の力がセルジュ君と同種なら、たぶんこれで防げる。残念。君は無駄死にだ」

　それに、ハスガは目を、大きく見開く。力を放つのを、止める。黒守の言葉が真実なら、あの盾を貫つらぬくことは、できない。

　そしておそらく、真実だろう。

　でなければ、こんなに自信満々に、近づいてくることはできない。

　つまり、無駄死にだ。

　いま力を放っても、どうにもならない。盾に防がれてしまう。

「くそ」

　と、ハスガはうめくように言った。

　だが、どうにもならない。

「くそが」

　世界を呪のろうようにそう言った。

　だが、どうにもならない。

　だからあきらめようとした。

　あきらめて、力を放とうとした。

　もう、力は練り終わっていた。あとは放つだけ。あの盾がなければ、黒守を道連れにすることもできたかもしれないが、これでは、《軍》にはまるで被ひ害がいが出ない可能性まである。

　だが、それでもあきらめて、力を放つ必要が──

「…………」

　しかし、そこで急に、頭に妙みような光景が思い浮うかぶ。

　それは、自分がここにいることになった、理由の光景。

　単純で、前しか見ない馬鹿ばかりのこの生徒会室に、いま、自分がいる理由。

　初めて大兎に会ったときの──あいつが言った言葉が、頭の中に浮かぶ。

　そのとき、大兎はこんな馬鹿げたことを言っていた。

『ふざけてねぇよ。真しん剣けんに喋しやべってる。俺は弱虫だから、馬鹿みたいに強いおまえらの前じゃ怖こわくて、逃にげだしたいけど、それでも真剣に喋ってる！　で、俺は死にたくない。俺はヒメアを救いたい。俺は遥はるかたちを泣かせたくない。だからその全部が手に入るように、全力を尽つくす』

　ふざけるなと思った。

　そんな都合のいい話があるか、と。

　力がない奴やつが、全部を手に入れたいとか、戯たわ言ごとほざいてるんじゃないと、そう、思った。

　だからあのとき、言ってやったのだ。

　全然力が足りないのに、なめたこと吐ぬかすんじゃねぇと、そう言ってやった。

　なのにあいつは。

　あいつはあのとき、なんて言った？

　それを、ハスガは思い出す。

　大兎の、言葉を──

『うるせぇ！　足りないなら、努力すんだよ。それでも足りないならもっと頑張る。最初からあきらめてたら、なんも始まらねぇだろうが!?』

　そんなことを、大兎は言った。

　もちろんそれは、「そりゃそうだけどさぁ……」と言いたくなるような、馬鹿な発言で、もう、あきれてしまったことを覚えている。あまりにあきれて、笑ってしまったのを覚えている。

　だって、無理なものは、無理なのだ。

　あきらめなかったからって、どうにもならないことなんて、この世にはいくらでもあるのだ。

　だが、どういうわけかいま、この、ぎりぎりの状じよう況きようでそれを思い出してしまう。

　その戯言を。

　ガキの妄もう言げんを。




　あきらめたら終わる。

　足りないならもっと努力する。




「…………」

　体が床に落ちた。床が消しよう滅めつした。そのまま自分は、落下しようとする。

　なら、力を放つべきだが、もう撃うっても仕方がない。

　この状況で、あきらめない──

　あきらめないって、なんだ？

　が、そこで、急に信じられないものが目に入る。

　黒守の足あし下もと。

　黒守の服のすそを、なにかがつかんでいる。

　それが手だと、わかる。

　初めに切断された、セルジュの手だ。

　おまけにその手に、まだかすかに、封印の力が残っている。セルジュがまだ、生きている。死んだと思ったセルジュのほうへ、目を向ける。ぐったりとしたセルジュの瞳ひとみがこちらを見ている。セルジュは死んだと見せかけて、わざと結界を解いたのだ。

　黒守を、油断させるため。

　セルジュがへらへらと、しかし力ない声で、言う。

「……は、ハスガ……やっていいよ。おまえの凄すごさを、兄ちゃんに見せてくれ」

　黒守が少しだけ驚おどろいたような声で振ふり向く。

　だが、もうどうでもいい。黒守のことはどうでもいい。

　ハスガはその、セルジュの手を取った。

　瞬しゆん間かん、兄がハスガの手の、破は壊かいの力を少しだけ封じ、制せい御ぎよしてくれる。その手で床につかまる。思いっきり体を引き上げる。それで自分の位置が変わる。

　黒守が展開している盾の横へ、体がずれる。

　そして自分の中の力を、外へすべて放出する。

「おい兄貴、やったぞ！　俺たちの、勝ちだ！」







[image: ]







　そう叫さけんだときにはもう、セルジュは死んでいた。封印の力は、完全に消えていた。だが、兄の顔は薄うすく笑っている。当然だ。勝ったんだから。

「待……」

　黒守が言ったのは、それだけ。

　無視して力を放出した。いままでずっと練っていた破壊の力が外に出る。

　自分の体が焼け焦こげる感かん触しよくが、一瞬。




　そしてそれで、ハスガの命は終わった。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




「よーしよしよし、ほいじゃ、やりますよー！」

　職員室。

　その中央で、泉は電話をかけていた。職員室の、固定電話。その電話の数字ボタンを、何度も押す。

「えーと、８９８７３６７８４７３６２７４９５０４７３６２８４７５６３３８４７６３８４９６７８３４０１８２７４８６７９２４５８４７３４」

　トイレに閉じこもっていた間に暗記した番号を順番に、次々押していく。

「９７９８６８７６４９３１８４０８４９６７９８２５８７３２４８９４５３２５４２３９９８９５２７４５８９２４７５９８６０２８９４７５９２４８５０７６９６２１」

　まず、電話の回線に侵しん入にゆうして、この学校を運営している、《軍》のシステムに入るためのコードを入力する。

　その次に、中にかかっているプロテクトを外してもらうコードを入力する。

　そこにある魔ま術じゆつ探査システムを起動するコードを入力する。

　するとそこで、電話の先で声がする。自動音声対応の、機械的な声。

『……あなたは誰だれですか？』

「０８４９８６９７５４」

　紅月光、と、いまので名乗ったことになるはずだった。

『あなたのＩＤ番号は？』

「８７４２９５７２０５３８」

『使用したい魔法機能は？』

「８７２９４６２６１８７７０５６１」

『承認しました』

「おーし、間ま違ちがわずにやれた！」

　と、泉はガッツポーズを作る。

　この電話でのやりとりは、もしも敵に捕つかまってしまったり、身動きがとれなくなってしまった場合に、月光が《軍》に、電話での魔術的な救きゆう援えんを要よう請せいするためのものだった。電話さえあれば、簡易ないくつかの魔法を起動できるのだという。

　この、暗号化された数字を打ち込むことで、電話の向こう側から、要請した願いに対応する呪じゆ文もんが読み上げられ、その魔法が実行されるのだ。

　もちろん、それほど複雑な魔法は起動できないが、しかし、いま使いたい魔法は──いや、手に入れたい情報は、それほど難しい魔法を使う必要はなかった。

　知りたいのは、一つだけ。

「《軍》から支給された、大兎っちの携けい帯たいがどこにあるか、教えて」

　と、泉は言った。

　そう。

　いま、大兎がどこにいるのか？

　それを知りたいのだ。

　もちろん、いま大兎が携帯を持っているのかどうかはわからないし、いまや大兎は強大な力を持っているので、そもそもこんな簡易な魔法で行ゆく方えがわかるかどうかはわからないが──

　とそこで、背後で爆ばく音おんがした。

　聞いたことがない、ゴゴゴゴゴっと、なにかが消し飛ぶような音が響ひびく。

「うわ、なになに？」

　と、彼女は振り返る。

　背後には美雷がいる。

　泉を守ってくれているのだ。

　昨日、何時間も何時間も話し合った計画では、《軍》からの追っ手を月光、ハスガ、セルジュで止めてもらい──

　その間に美雷に守られながら泉が職員室へいき、大兎の居場所を調べる、という段取りのはずだった。

　そのために、コンマ数秒ごとに変へん更こうされる暗号を処理する方法を、泉は暗記したのだ。

　そしてそれは、彼女にしかたぶん、できないことだった。

　月光がその暗号を覚えて使いこなせるようになるまでには、十日以上かかった、というものを、彼女は十時間ほどで覚えてしまった。

　そういうのが、得意なのだ。

　頭の処理能力が、異常に高いのだ。

　それは腫しゆ瘍ようのせいか、頭の中身が不良品だったせいか──もしくは、《天てん魔まのウサギ》とかいう偉えらそうな神様が、むかつくことに今日、この瞬間のためだけに、彼女をそういうふうに生み出したのか、それはわからないけれど、彼女はそれが、得意だった。

　そしていま、鉄大兎の携帯の位置が、検けん索さくされる。

　機械音が、

『しばらくお待ちください』

　などと言ってきて、

「待てませーん！　ってか、早くして！　早く早く！　じゃなきゃ、みんな保もたないから！」

　とそこで、職員室の扉とびらが開く。

　月光が入ってくる。

　それに泉は、ほっとする。なんとか黒守たちから逃にげ切ってきたのだ。

　月光がこちらを見て、言ってくる。

「成功したか!?」

「うん！」

「大兎はどこだ？」

　月光の言葉に、泉は応こたえる。

「ちょっと待って！　いま検索中だって」

「早くしろ！」

「そんなこと言われても……ってか、ねね」

「なんだ？」

「ハスガと、セルジュは……？」

「…………」

　だが、月光はそれに、一瞬答えない。

　それから、少しだけ遅おくれて、

「大だい丈じよう夫ぶだ！　あいつらが、《軍》を止めてくれてる！」

　などと、言ってくる。

「…………」

　泉はそれに、月光を見つめる。

　月光はこちらを見ない。

　それで、全部わかってしまう。

　後ろでなにが起きたのか。

　なにが起きているのか。

　もちろんそれは、すでに予想していたことだ。敵は強大で、こちらは、五人しかいないのだ。

　それがどれだけ無む謀ぼうで、厳しい戦いなのかは、わかっている。

　だから、泉は笑おうとした。

　月光がついてくれた嘘うそを信じたフリをして、笑おうとした。

　なのに、どういうわけか瞳から涙なみだが出てきてしまって。

「そんな……」

　泣いてる場合じゃないのに。

　こんなところで、泣いてる場合じゃないのに。

「あ、う……」

　電話の向こう側は、まだ、『鉄大兎の携帯を、検索中』という言葉を繰くり返している。

　美雷が振ふり返って、こちらを見る。

「ねね、泉、なんで泣いてるの？」

　と聞かれ、それに彼女は、笑って答える。

「ちょっと、目にゴミが入っちゃってさー、気にしないで」

「でも……」

　が、それを遮さえぎって、

「でも、絶対勝たなきゃね」

　と、泉は言った。

「私たちは絶対勝つ！　ね？」

　そう。

　勝てばまだ、希望があるはずだった。

　月光がいま、持っている《預言》は、すべてを書き換かえて夢にしてしまう効果があるはずなのだ。なら、それを発展させて、どうにか、ハスガやセルジュが生き返る展開に、もっていけるかもしれない。

　だからこそ、命を懸かけてやろう──どうせすべてがなくなってしまうなら、力を出し惜おしみせずに進もう、という会話も、すでにしていたのだ。

　で、たぶん、

「…………」

　ハスガとセルジュは、死んだ。

　職員室の壁かべにある時計をみると、時刻は十六時四十三分になっている。

　そしてまだ、《軍》の追っ手はここにこない。

　つまり二人は、十分以上、敵の足を止めることに成功したことになる。

　彼らは約束を守ったのだ。

　もう、二度と会えないかもしれないけど、二人は、約束を──

『見つけました。鉄大兎の携帯の座標を言います──』

　そこで、電話の向こう側から座標が読み上げられる。

　座標の知識についてはもう、まだ、黒守先生から、先生が《軍》から派は遣けんされた生徒会の顧こ問もんだと思っていたころに、習っていた。

　そしてその、座標は──なんと校庭だった。

　職員室から外を見れば、見える位置。

「って、うそでしょ！　もう！　電話なんてしないで、外見ればよかった！」

　と、窓のほうを振り返る。

　だが窓から外が見えない。

　緑色の体毛に全身を覆おおわれ、狼おおかみのような顔をした人型のバケモノが、何匹びきも窓にとりついていたから。

　そいつらが、窓を破って入ってくる。

「月光ぽん！　窓から敵が……」

　と言いかけて、しかし、後ろでも廊ろう下かを抜ぬけて、《軍》の兵士が何人も飛び出してきていた。

　月光が、

「美雷！　泉を守れ！　俺はこっちをおさえる！」

　なんて命令を、下す。

　美雷が、

「わかった！」

　なんて、答える。

　だが、それはあきらかに間違った命令だった。

　だって、この状じよう況きようで、

「私を守る意味、ないじゃん」

　と、彼女は思う。

　もう、与あたえられた任務はこなしたのだ。大兎の居場所は、見つけた。

　なら、月光は前に進むべきなのだ。

　じゃなきゃ、意味がない。

　全部に意味がない。

　セルジュも、ハスガも、死んだ意味がない。

　だから、泉は怒ど鳴なった。

「美雷ちゃん！　こっちこないで！」

「へ？」

「あなたは月光を守って隣となりの教室へいって！　で、窓から飛び出す。大兎っち、校庭にいるから！」

「え、えと、でもそれじゃ泉が……」

「こっち見ないで、早くいく！　わかった!?　言うこと聞いて、ちゃんとやりなさい！」

　と、思いっきり怒鳴る。

　それに美雷は、驚おどろいた顔で動きを止める。その気持ちは、わかる。自分だって、ちょっと大きな声が出すぎて、驚いてしまったのだから。

　だけどそれをする必要があった。

　こんなところで、なんの意味もなく、仲間と助け合って死ぬ意味はないのだ。

　だから、

「月光！」

　みんなで希望を託たくしている、うちの生徒会長様の名前を呼んだ。

　月光が、《軍》の兵士の攻こう撃げきを剣けんで受けながら、こちらを見る。

　もう、どうなるかがわかっている顔。

　うんざりしたような、それでいて、珍めずらしく泣きそうな顔。

　泉は言った。

「私ってば弱いけど、でも、十秒だけ、時間稼かせいであげる！　だから、校庭へいって、大兎っちを説得して！」

　と、いうところで、後ろ手にこそこそ操作していた、電話の受話器を床ゆかに放ほうり投げる。

　受話器の向こう側からは、こんな声が流れてきているはずだった。

『承認しました。毒の魔ま法ほうを使います』

　受話器から呪じゆ文もんが読み上げられる。それが空気に触ふれて、毒を発生させる。

　でもそんなのはどうでもいい。

　次だ。

　次の動きのことを考える。

　なにかできることを。

　こんなただの人間の、弱いだけの女の子でもできることを考える。

　職員室には三つ、電話があるはずで、いま、自分がいるところから一番近い位置の電話へと目を向ける。

　電話のほうへと近づく。受話器をとり、数字を連打する。

　９０７４７８７６４２９４８４０６８２９８７３２６４９０７５６２８７９８７５３６１４３８４６０４７５０１３９７４５０９２５９６。

「げ、ゲッコー！」

　美雷が月光の腕うでをつかむ。こちらを振り返る。それに、

「早くいって！」

　と泉は叫さけぶ。

　美雷は泣きそうに顔をゆがめてから、月光を連れて外へ飛び出す。

　そして職員室には、狼の顔をしたバケモノと、《軍》の兵士が残る。

　そいつらがこちらを見る。

　そこで、電話に命じていた魔法の起動が終わる。

『承認しました。二秒後に爆ばく破はします』

「よし。じゃ、いっくぞー！」

　と、受話器を投げつける。それを狼の顔をしたバケモノがつかむ。

　すぐにドンっという音が鳴って受話器が爆発するが、バケモノはそれに、ダメージを受けている様子が、なかった。

　それに泉は、

「うっわー、全然効いてなーい」

　と、へらへら笑う。

　それどころか、毒も、バケモノには効いてなさそうだった。

《軍》の兵士たちは毒が発生していることにすぐに気づいたのか、防毒マスクをつけ始めている。

　となると、毒の犠ぎ牲せいになるのは、ここでは、

「……私だけっていうね。もう、なんなのこれ。自分の弱さに、嫌いやになっちゃうなぁ」

　と、また笑う。

　バケモノの一匹がこちらを見る。それから、無視して、校庭のほうへと目を向ける。

　だがそれに、

「ちょっと待って～。いくら私が弱いからって、無視はしないほうがいいと思うよー。だってね、いまから私、すっごくいい話するからねー。だからちょっとだけここで話を──」

　そこでバケモノが腰こしのナイフを抜いた。それを投げた。

　まるで反応できなかった。

　ドンっという衝しよう撃げきとともに、ナイフがあっさり、腹に刺ささった。

「…………」

　痛みはなかった。

　ただ、びっくりしただけで。

　宮阪高校のセーラー服を着た、腹の部分が、どんどん赤く染まっていく。泉はそれを見下ろし、

「う、わ……ま、まったく、あのヤブ医者め……腫しゆ瘍ようで死ぬなんて、全然嘘うそじゃん」

　みるみる、体から力が抜けていくのがわかる。命のゲージのようなものがあるのなら、それが、急速に減っていくような感覚がある。

　膝ひざを床につきたい。

　いや、いっそ、横になって、なにもかにも放り出したいと、思う。

　とにかく力が入らない。

　まるで入らない。

　だが、それでも泉は倒たおれずに、横にあった机に手をついて、言った。

「ちょっ……と、待ってって。いい話、するから……ってか、あなたたち、誰だれの命令で……動いてるのよ……？」

「…………」

「黒守先生？　でも、その黒守先生が、ここにこないってことは……もういないんじゃ、ないの？」

　それは、わからなかった。

　セルジュとハスガが、黒守を止めることができたのかどうかは、わからなかった。

　だが、できたと信じて、泉は続けた。

　もう、自分にできるのは、仲間を、みんなを信じることくらいしかなかった。

「なら……誰の命令で、きてるのよ」

　誰も、答えない。とるに足りない、ただの人間の少女の言葉など、誰にも響ひびかない。

「言っとくけど……黒守は、あなたたちを裏切ってる……このままなにも……しなかったら、十七時には世界が消える……それ、有名な話だから……知ってるで、しょ？」

　反応はない。

「私たちは……それと戦ってるのに……あなたたち、は、なんのために、こんなこと……してるの？」

　まるで反応はない。

　だが、泉は言った。もう、ほとんど力が入らないし、声も消え入りそうだったが、

「私に……月光会長に、任せて、みない？　あと、二十分もないん……」

　が、そこで限界がきた。

　腕が体を支えられなくなる。

　床に倒れる。

　だが、もう、床に倒れた衝撃が感じられない。そういえばもう、なにも見えなくなってしまっている。

　だけどまあ、

「……や、やるべきことは……できた、かなぁ」

　と、彼女は微笑ほほえんだ。

　いまの言葉が《軍》の人たちに、通じたかどうかは、わからない。もしかしたら途と中ちゆうから、職員室には誰もいなかったかもしれないが、もう、どうでもよかった。

　自分にできることはもうないし、やりたいことは全部やった。

　なにより、

「……腫瘍で死なずに、仲間を守るために……死、ぬ、とか……これ、完全に私の勝……」

　が、そこで言葉もでなくなる。かはっと喉のどが鳴って、なにかが詰つまったのがわかる。

　毒のせいだろうか。

　痛みはなかった。

　苦しさもなかった。

　ただ、ただ、意識が朦もう朧ろうとして。

　心の中を埋うめ尽つくしていくのは──

「…………」

　この生徒会に入れて、よかったなぁということ。

　最後にすごくいい仲間に恵めぐまれてしまって、次にもし。

　もしもなにもかもがうまくいって、再び、目を覚ますことができるようなことがあったら──

「…………」

　また、このみんなと旅行とかにいって。

　いっぱい笑って。

　で、ガリガリ君とか。

　ポテチとか。

　カレーとかをお腹なかいっぱい、食べれたら、そしたら、

「…………」

　そしたら、楽しいだろうなぁ……と、そんなことを思いながら、彼女は、腫瘍ではない死因で命を失った。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




「うう、うううううう～」

　と、契けい約やくしている悪あく魔まがうるさくうめいていた。

　悪魔のくせに、無む駄だに涙なみだを流している。

「い、泉が……泉がぁ～」

　などと、言う。

　月光はその、美雷のほうを見てから、小さくため息をつく。

　泉が死んだかどうかは、わからなかった。最後の姿は、見ていないのだ。

　だがきっと、死んだだろう。

　彼女の力で、《軍》の兵をどうにかできるとは思えない。いや、いまの月光たちで、《軍》からの攻こう撃げきにしばらく対たい抗こうできるのは、美雷ぐらいのものだった。

　それにしたところで、一時間も二時間も耐たえられるわけではない。三時間もあれば、《軍》は美雷を狩かることに成功するだろう。

　だが、まあ、

「……この世界に、三時間も寿じゆ命みようは残ってないがな」

　と、月光は校舎のほうを振ふり返る。

　いま、彼がいるのは校庭だった。

　宮阪高校の、校庭のど真ん中。

　職員室から飛び出し、隣となりの教室の窓から、校庭へと飛び出したのだ。

　校舎のほうからは、なぜか《軍》が追いかけてきていなかった。

　校庭には鉄くろがね大兎がいるから、いく必要がないと思っているのか。

　それとも、泉が、どうやっているのか、足止めすることに成功したか。

　まあ、どちらでもいい。

　どうせ時間はもうないのだ。

　誰かが倒れても、振り返らない約束を、昨日、何度も何度もした。

　だから自分は、やるべきことを、やるだけ。

　残りの時間の中で、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばるだけ。

　学校の、校舎の、時計を見上げる。

　時刻は十六時四十八分。

　世界の寿命は、残り十二分しかない。

「…………」

　月光は、ゆっくりと目線を校庭へと戻もどす。

　校門の前に、一人の男が立っている。

　ほんの少し前まで、生徒会の仲間だった男──鉄大兎だ。

　大兎はこちらを見つめている。

　なにがあったのか、昨日見かけたときよりも、さらに感情が失われた顔をしている。

　大兎が、言った。

「やあ、月光。やっとこの時間がきたね」

　それに月光は、答える。

「俺は《預言》を見てないから、やっとかどうか、知らないがな」

「はは。まあ、君が見る《預言》には意味がないしね。君には《預言》から外れる力があったから──君の周りの《預言》は不確かだし」

　その言葉に、月光は言う。

「……で、今日も俺が《預言》を覆くつがえしてやる。だからおまえは俺の言うことをきけ、鉄大兎」

「ははは」

「とりあえずまずは、思い出せ。おまえが何者なのか。どういう立場なのか」

「ん？　どういう立場だっけ？」

　と、大兎が首をかしげる。

　それに月光は、答える。

「俺の奴ど隷れいだ。天才の俺にひざまずく、小さなムシケラだ」

「あははは、それ、いっつも言ってるよなぁ」

「事実だから仕方ない」

「ふふ。そうか。別になんでもいいけどね。でも、力が足りないのにそういうこと言うの、けっこうしんどかったでしょ。世界を救わなきゃいけない、とか、弟を救わなきゃいけない、とか、生徒会のメンバーの命を守らなきゃいけない、とかさ。できもしないのに、みなにすごく期待されて──で、応こたえようと必死に虚きよ勢せいを張る。でもさ、結局のところ……」

　と、大兎は校舎のほうを、指さす。

　そして、言う。

「死んだよ、全員。セルジュも、ハスガも、泉も死んだ」

　その、言葉に、喉の奥がぎゅっと、つかまれたような気分になった。

　さらに大兎は言う。

「はは、ひどい顔だよ、月光。もしかして、傷ついた？」

「…………」

「でも、もう虚勢を張らなくていいんだ。君を頼たよってる奴やつは、残りは美雷だけだし、それもすぐに殺す」

　美雷が、大兎を見る。彼女は泣いたままだった。セルジュと、ハスガと、泉が死んだ、という言葉に、ひどくうろたえていた。

　月光はその、彼女の腕うでをつかんでやる。かわいそうに、腕が震ふるえている。気持ちはわかる。自分も、誰だれの目もなければ、怒いかりと、恐きよう怖ふと、絶望で、震えだしてしまいそうだから。

　だが、美雷の腕を強くつかむ。そして小声で、言う。

「大だい丈じよう夫ぶだ。全員、生き返らせる」

「……ううう」

「俺を信じろ美雷。俺が大兎を説得して、すべてを解決する」

「…………あ、あたしは……あたしは、ゲッコーを信じてるから、大丈夫」

　と、彼女は言う。

　泣きながら、彼女は言う。

　そしてそれを、大兎は見ながら、言った。

「この光景はもう、《預言》でさっき見たよ、月光。ここでおまえが、美雷を慰なぐさめる光景。残念。結局最後は、分ぶん岐きしなかったなぁ。そして俺とおまえらの戦力差だと、もう、まるで勝負にならないよ。これで、終わりだ」

　それに、月光は腰こしの剣を引き抜きながら、言う。

「それはやってみなけりゃわからない」

　が、大兎は笑う。

「わかるよ。《天てん魔ま》も喰くって、鴉からすも喰って……それからついさっき、うるさく逆らったから、ヒメアまで喰っちゃった。だから──」

　とそこで、大兎が動いた。

　その動きは、見えなかった。

　大兎は美雷の首をつかんでる。

「ぐ、この……」

　美雷が拳こぶしを振る。大兎のほうへと殴なぐりかかる。どんっと、稲いな妻ずまが帯電した拳が、頬ほおにあたる。

　だが、大兎は気にしない。傷一つつかない。ただ、淡たん々たんと、

「はい終わり。美雷。じゃあね」

　と、言った。

「くそ、やめろ！」

　と、月光は怒ど鳴なる。剣を大兎に向かって放とうとする。

　だが、大兎は美雷をつかんだまま、一歩後退する。剣はあっさり、空を切る。

「『黒ひつきようむ』」

　と、大兎が呟つぶやく。

　それがどういう能力か、知っている。すべてに無を与あたえる能力だ。

　その力が、大兎の手から、美雷に移ろうとする。

「ちょちょちょ、ま、まずい！　ビリビリ！　この変なのを、押し、かえ、せぇえええええええええええええええええええええええええええええ！」

　美雷が、叫さけぶ。

　全身に強大な稲妻が帯電し、それが首に集まる。大兎の遣つかう黒を、押し返そうとして──

　しかし。

「……う、うそ……全然、だ、めだ」

　美雷が、助けを求めるような顔で、こちらを見る。

　月光はそれに、走る。

「待て大兎！　やめてくれ！」

　叫んで、彼女の近くへ行こうとする。

　美雷が震える声で、

「あ、あ……だ、め……ご、ごめんゲッコー、あたし、ゲッコーを、守れな……」

「馬ば鹿かが！　あきらめるな！　おまえは俺が……」

　しかしそこで、急に美雷が、笑う。泣きそうな、それでいて嬉うれしそうな顔でこちらを見つめ、

「ゲッコー……あたし、ゲッコーが、大好……」

　そこで、黒い文字が美雷の首に移った。

　瞬しゆん間かん。

　彼女の姿が、目の前から、消しよう滅めつした。

　手を伸のばしたが、彼女に触ふれることもできなかった。

「…………」

　月光は、動きを止める。

　大兎は攻撃してこない。

　ただ、後ろの校舎のほうを見上げて、

「……さて、あと九分。もうあきらめて喰われろよ。君にはなにもできないよ」

　美雷が死んだ。

　それに、月光は動けなくなりそうになる。胸が潰つぶれて、壊こわれてしまいそうになる。
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　自分のあまりの弱さに。無力さに。ふがいなさに。

　そして彼は、美雷が消えてしまった空間をにらみつけ、

「…………」

　気を抜けば、思わず涙なみだが出てしまいそうになるほど動どう揺ようしている自分の心を蹴けり飛ばして、うめくように呟く。

「……ああ、くそ、俺もだ」

　と、美雷に、言うべきだったのにちゃんと言ってなかった言葉を、いまさらながらに、小声で言う。

「……俺も、おまえが好きだ」

　世界が終わる、という段階になって。

　それも、伝えるべき相手がいなくなった状じよう況きようで、月光はそう、小さく言った。

「ん？　なんだって？」

　と、首をかしげ、言った大兎の襟えりを、月光はつかむ。ぐいっと引きあげる。

　大兎は抵てい抗こうしない。

　一瞬で月光を殺すことができる力があるのに、ただ、半笑いの顔でこちらを見る。

「……それで？」

　と、言ってくる。

　月光は大兎をにらみつけて、言う。

「おまえ……あまりふざけるなよ」

　大兎は、感情のない瞳ひとみで、こちらを見る。それから校舎の時計を見上げる。

「ふざけてないよ。で、あと九分しかない。だから、君を食べさせてよ」

「黙だまれ」

「君にはなにもできない。世界を救うことはできない。だから、もう、あきらめなよ。このままじゃ、世界は終わ……」

「少し、黙れと言っている！」

「…………」

　それで、大兎は黙る。

　月光はその、大兎をにらんで、言う。

「おまえはいったい、誰なんだ？」

「俺は俺だけど」

「いったいなぜ、こんなことをする？」

「必要だから」

「おまえが殺した仲間はみんな……かつて、おまえと同じ生徒会の仲間だった奴らはみんな、おまえを信じていたぞ。おまえと会えば、なんとかなると思っていた。いまおまえが殺した美雷も、泉、ハスガ、セルジュも、みんなおまえを信じていた」

「へぇ」

「俺たちの仲間だった鉄大兎にさえ会えば、なんとかなると──」

　が、そこで大兎は、月光の手を払はらった。

「じゃあ、それはごめんね。どうにもならないよ」

　そしてまた、校舎の時計を大兎は見る。

「あと八分」

　などと、言う。

　その大兎をにらむ。

　美雷を殺した大兎をにらむ。

　そして月光は、剣けんを構える。

　その剣には、《預言》を描えがき換かえる力が込こめられている。

　大兎を消去し、この十年間がすべて夢になってしまう力が込められている。

　これをあいつの胸に刺させば、まだ、死んだ仲間たちの命は救える。

　大兎がこちらを見て、言う。

「それ、なに？　君の剣は、あたらないよ」

「…………」

「それに当たったとしても、どうなるんだろう？　その剣じゃ、俺をどうにもできない」

「…………」

「結局君は、誰も守れず、《預言》どおりの動きしかできなかったんだ。ならもう、あきらめなよ。素す直なおに終わりを受け入れ……」

　が、そこで、月光は動いた。

　剣を突つき出したのだ。

　しかし大兎はよけなかった。完全に、こちらを馬鹿にしているのだ。当然だろう。力の大きさが違ちがい過ぎる。美雷がいなくなってしまって、いま、月光の中には、稲妻の力もない。

　だからその剣はひどく遅おそく、おそらく大兎には止まって見えるくらいのはずだが──

　剣が──《預言》を描き換える力を持った凶剣スペル・エラーが、とんっと音を立てて、大兎の胸に刺さる。

「…………」

　びっくりするほど簡単に、大兎を殺す条件が整ってしまう。

　この瞬間のために、全員で必死にここに、踏ふみとどまったのだ。命を懸かけても、これさえ出来ればどうにかなると、信じて。

　なのに、大兎はやはり、なにも気にしていないような顔で言う。

「……気がすんだ？」

　月光は答える。

「ああ」

「それで？　どうする？　その剣の力を放ってみるか？　どうせ効かないけど」

　と、大兎は言う。

　こいつは知らないのだ。この剣に、いま、大兎を殺すことができる力が込められていることを。

　力を放てば、《預言》を描き換えることができること。

　大兎の存在を消して、すべてを月光が見た夢に出来ること。

　大兎は続けた。

「もうさ、あきらめて、喰われてくれないかな」

　それに月光は顔を上げ、聞く。

「なぜ俺を、そんなに屈くつ服ぷくさせたがる？　おまえには俺を、無理矢理喰う力があるだろう？　日向ひなたにも、そうしたじゃないか」

「いや、それ、してもいいんだけど、苦しいんだよね。日向と月光、《双そう頭とうの鴉からす》を、二匹ひきにわけたまま食べると、毒があるから」

「だから？」

「いまから、日向を外にだすから、喰ってくれないかな、っていう、提案」

「で、二匹が一匹になったところで、おまえが喰う？」

「そう」

「俺が、言うことを聞くとでも？」

「うん……まあ、聞かなくても、結果は変わらないからさ。無理矢理喰うこともできるし……でもびっくりすることに、俺が見た《預言》には君が、すべてをあきらめて日向を喰うシーンが、あるんだよねぇ。だから、そうなるのを待ってる」

　と、言った。

　どうやら大兎は、いまのこの状況も、すでに見ているようだった。月光の心が屈くつして、日向を喰う、未来を。

　そして大兎はまた、ちらっと校舎の時計を見る。

「残り、七分。どうせあきらめるなら、そろそろ、やろう」

　と、言う。

　だが、それに、月光は言った。

「……まだ、早い。少し俺の話を聞け」

　大兎は首をかしげて、こちらを見る。

「いまさら、なにかな」

「俺にはいま、おまえを殺す力がある」

　と、告白する。

　すると大兎は、笑う。

「は、その虚勢ブラフに、いったいなんの意味が……」

「ブラフじゃない。いま、この剣には、《天てん魔まのウサギ》が描いた《預言》が入っている。その中に、《預言》を描き換える力がある」

「へぇ、そう。なら、なんですぐにそれをしない？　俺にそれを教えたら、だめだろ」

　という問いかけに、月光は答えられない。

　大兎の言う通り、普ふ通つうなら、言うべきではない告白だからだ。

　もう、仲間はほとんど死んでしまい──失敗は許されないのだ。

　剣の力を放てば、美雷や、泉、セルジュ、ハスガが死んだことを、なかったことにできる。

　日向が絶望して、人生を狂くるわせてしまったことも、なかったことにできる。

　だからすぐに、力を放つべきだった。

　なのに、

「…………」

　月光はそれが、できない。

　大兎が言う。

「ほら、本当なら、やってみなよ。もう残り、五分しかないよ？」

　月光は答えない。

「ほら、早く」

　月光は答えず、ただ、大兎を見つめる。

　するとまた、大兎はへらへらと笑った。

「……ほんとは、ないんだろう？　そんな力。こんな状況でなんでそんな嘘うそをつくのかわからないけど……気が済んだら……」

　が、遮さえぎって、月光は顔をしかめて、

「力はある。だが、使わない」

　と、言った。

「これはおまえを殺す力だ。だが、俺は仲間を殺すつもりはない」

「はぁ？　なんだよ、それ」

「これはもう、話し合って決めたことだ。泉や、セルジュ、ハスガ、美雷と話し合って、決めた。俺は……俺たちは、おまえを殺さない」

「…………」

　月光は顔をあげ、大兎を見つめて、言う。

「おい大兎。聞いてるか？　俺はおまえを仲間だと思っている。同じ生徒会の、仲間だと思っている。だから殺さない。殺せない。なのにおまえはいま、いったいなにをやってる？　俺たちは仲間じゃなかったのか？　むかつく顔でへらへら笑いやがって……いったいおまえは、なんなんだ!?　さっさと目を覚まして、俺たちの仲間に、戻もどれよ馬ば鹿かが！」

「……だーからさ、いまさらなにを……」

　が、遮って、月光は怒ど鳴なった。

「黙れ！　おまえに話してるんじゃない！」

　手を伸のばし、大兎の肩かたをつかむ。ぐいっと引っ張る。

「おい大兎！　いつまで俺を無視するつもりだ！　おまえは、こんな奴やつじゃないだろうが！」

「…………」

「俺が知ってるおまえは、平へい凡ぼんで、無能で、優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、なのに、くだらないガキみたいな理想を言うような、馬鹿だったろうが！　なのに、なにをやってる!?」

「…………」

「おまえはこんなすかした顔で仲間を殺せるような奴じゃない！　おまえはこんなことで未来をあきらめるような奴じゃない！　仲間なら……俺の仲間なら、出てきて一いつ緒しよに戦え！」

　と、月光は、怒鳴る。

「俺と、戦え！」

　必死に怒鳴る。

「頼たのむから、一緒に……」

　とそこで、大兎の肩をつかんだまま、自分の声が少し、震ふるえるのが、わかった。弱い自分が。ずっと押し殺してきた弱い自分が最後に出てきてしまって。

「……頼むから一緒に、戦ってくれよ、大兎。もう……仲間がみんな死んで、おまえしかいないんだ」

　みっともないことに、瞳ひとみから涙なみだが溢あふれてきてしまう。涙で視界が曇くもる。

　それはさっき、美雷が消しよう滅めつしたのを思い出して。

　泉をおいてきたことを思い出して。

　セルジュが死んで、ハスガに「絶対成功させろ」と怒鳴られたことを思い出して。

　なのに、自分が……

　自分が、できたことといえば……

「……お、俺は、弱いから……もう、誰だれも守れないんだ。だから大兎……頼むよ。俺に少し、力を貸してくれ」

　と、月光は、大兎の肩をぎゅっとつかんで、震える声で言った。

　大兎はそれに、つまらなそうな半眼のまま、

「……ああ、これは、俺が見た《預言》とは少し、違うなぁ。日向を喰ってくれなそうだ。なら、無理矢理喰おう」

「……大兎」

「終わりだ。時間ももうないし」

「大兎」

「じゃあね、月光」

　と、大兎が手を振ふり上げる。

　だが、月光は抵てい抗こうしない。

　ただ、真っ直すぐ、仲間の瞳をのぞき込んで──

「大兎っ!!　いいから早く、目を覚ませ！」

　と、叫さけんだ。

　そしてその、瞬しゆん間かん。

　ドンっという音が、目の前で鳴った。

　そして大兎の頭が、吹ふっ飛んだ。

　首の上が消滅してしまった。

　そしてその、失われた首の部分から、手が伸び出してくる。大兎の体を引き裂さくようにして、中から、人が出てくる。

　しかし出てきたのは、やはり、大兎で。

　しかし大兎はひどく苦しそうな顔で、こちらを見て。

「……こ、この、ば～か月光が……泣いてんじゃ、ねぇよ」

　などと言った。

「大兎か！」

　月光は、叫んだ。

　大兎はこちらを見る。その顔は人間らしい、ひどく優やさしい、弱い、優柔不断な、いつもの大兎のもので。

　同じ生徒会室にいた、仲間の顔で。

　だが、大兎は、ぶるぶると震えながら両手で元の体を押さえこんで、言う。

「……がぁ、くそ……少ししか、保もたないぞ……月光……聞け。いま、俺は、ヒメアと日向の力を借りて、出てきてる。でも、ほとんど時間が、ない……だから……だから、決断するんだ。俺を、殺せ……意識が……俺の意識が、ある、うちに……」

　引き裂かれていた体が、元に戻ろうとする。みるみる再生していこうとする。

　それを必死に押さえながら、大兎が言う。

「……力を、放て……おまえが……俺たちが、勝つんだ！」

　なんて、言ってくる。

　殺せ、と。

　大兎を殺せ、と。

　仲間を殺せ、と、そう言ってきて。

　そしてそれに、空から声が降ってくる。




《やめろ》




　それも、大兎の声だった。

　だが、目の前にいる仲間とは違ちがう、感情のないバケモノのほうの声。




《その力を使うな。それを使っても、結末は変わらない》




　まるでそれを知っているかのような口ぶりで、そんなふうに言う。

　月光はそれを、大兎と二人で、見上げる。




《使った瞬間に、すべてが終わる。《最古の魔女ラミエル・リリス》が目を覚まし、なにもかもを壊こわしてしまって、世界を延命する《幸福》も作れなくなる。だから……》




「だから、なんだよ。知るか。おい大兎。あいつを黙だまらせろ。弱音を吐はかずに、自分の体くらいなんとかしろ。ヒメアも、日向もいるなら、おまえらちゃんと働けクズどもが！　ここで頑がん張ばらなきゃ、全部終わるんだぞ！」

　月光が怒鳴ると、それに、裂けた体の隙すき間まから、ヒメアがぐいっと顔をだす。こちらをにらむ。

「……勝手な、こと、言ってくれる……そう簡単に、クロガネタイトを押さえられるはずが……」

「黙れ。早くやれ、色ぼけ魔女」

「……こ、の、クソ人間め……あとで絶対、絶対……くぅ！」

　と、最後まで言い切ることができずに、引っ込む。

　だが、彼女は、「あとで」と、言った。

　世界の時間はもう、残っていないはずなのに、彼女は、「あとで」と言った。

　まだ、彼女はあきらめていないのだ。

　さらにそれに代わって、大兎の体を引き裂いて、日向まで出てくる。真っ直ぐこちらに手を伸ばしてくる。

「兄さん、僕を、喰くって……」

「ふざけ……」

「違う。ふざけてない。これは僕の意思だ。《預言》なんて関係ない。僕と兄さんが一つになれば、まだ、ぎりぎり天てん魔まの力が振るえるかもしれない……そしたら、《月の裏側の神》を引き裂ける」

「…………」

「それにあとで、《預言》を描えがき換かえて、僕を元に戻せばいい。だから、僕を取り込むんだ！」

「……だが」

「最後くらい、信じてよ、兄さん」

「…………」

「もう、僕も生きるのをあきらめないから！　だから……早く……」

　とそこで、クロガネタイトの手が動く。体から飛び出している日向の胸を、貫つらぬく。

　だが、日向は気にしない。

　ただ、真っ直ぐこちらを見て、

「兄さん！」

　それに、月光は日向の手を取った。ぐいっと引っ張った。

　瞬間、日向が自分の中に入ってきたのがわかった。二匹ひきに引き裂かれ、欠けてしまっていたピースが埋うまり、脳内に、日向の知識が増える。ありとあらゆる魔ま術じゆつの知識や、劣れつ等とう感、絶望、そして、兄への、くだらない、愛。

　とそこでまた、声が降ってくる。




《ほら、喰った。結局喰った。そしてその、おまえを俺が喰って、終わりだ》




　と、言った。

　だが、大兎は動かない。ぴくりとも動かない。




《………………邪じや魔まを、するな、サイトヒメア。もう、時間がないんだぞ》




　大兎は動かない。




《意味がない。こんなことには、意味がない。俺たちが《幸福》を使わないと、世界は本当に、なくなるんだぞ》




　大兎は動かない。




《時間が……あと、三分しか……ふざけるな。本当に……君は……その人間と一いつ緒しよに、消滅するつもりなのか？》




　が、そこで、月光は言った。

「どうやらおまえの役目は、終わったようだ。消えろ。残りの世界の心配は、俺がしてやる」

　と、大兎の胸に刺さした凶剣スペル・エラーを引き抜ぬく。漆しつ黒こくの、ありとあらゆるものを斬きり裂く力を持った、剣けん。

　その剣に、《天魔》の力をさらに付ふ与よする。日向の知識の中にある、あらゆる魔術の力を付与する。

　そして剣を、振り上げる。

　月光は命じる。

「……俺の、仲間以外をすべて斬り裂け、凶剣スペル・エラー」

　大兎に思いっきり剣を振り下ろす。

　地面に刺さるまで振り下ろす。

　すると、大兎の体は斬り裂かれ、尻しり餅もちをつくように、倒たおれる。

　すぐに頭が再生される。

　大兎の顔に。

　そしてそこには、

「…………」

　表情があった。

　いつもの、間抜けな顔。

　それを月光は見つめ、そして、心底安あん堵どしたような顔で、笑った。

「……そのアホ面づら、やっと戻もどったか馬ば鹿か大兎」

　すると大兎は笑って、答える。

「……ったく、戻ってそうそう、アホだの馬鹿だのうるさいなぁ、おまえ」

「事実を言ってる」

「はいはいそーですね」

　と、大兎が立ち上がる。

　それを見て、月光は聞く。

「……サイトヒメアはどうした？」

　すると大兎は、答えた。

「ちょっと一回、喰った。そっちと同じ。力を一つにしないと、バケモノぶっ飛ばせなかったから。ってか、ほんとは二人の力を合わせても、向こうの大兎のほうが強いはずだったんだけどさぁ」

「だが、天才生徒会長様がすばらしいタイミングで剣で斬ってくれたから、勝つことができた、か？」

「こいつやっぱうぜぇ～」

「おまえは存在が鬱うつ陶とうしいがな」

「ほんとうぜぇ……ってまあ、それはさておき、いまのは月光のおかげもあるけど、でも、どっちかっていうと……向こうがあきらめたんだよねぇ」

「あきらめた？」

「うん。なんか、このタイミングでヒメアに邪魔されるようだと、もう、《幸福》が作れないんだってさ。あ、ちなみに《幸福》って、一応世界を救う魔法だったみたいよ。《預言》がなくなって消しよう滅めつしても、なんとか、俺とヒメアだけでも残っ……」

　が、月光はそれを遮さえぎって言った。

「日向の知識がある。状じよう況きようはわかってる」

「あ、そうなの？」

「ああ」

　月光はうなずく。

　日向はどうやら、大兎に取り込まれたあと、中でヒメアと情報交こう換かんをしたようだった。かなりの知識が、一気に共有化されてしまっていた。

　すると大兎は少しだけ考えるように、

「俺はヒメアの知識ないんだけどなぁ……あとで元に戻れるように調整して喰ったからかな」

「知らん」

「ま、そりゃそうだろうけど……で、話を戻すとさ、あいつ、あきらめてやんの。結局こうなるのか、とか、別にそれでもいいとか言ってたけど」

「ふむ。つまり俺たちの勝ちか？」

　と、月光が聞くと、大兎はうなずいた。

「なんせ俺ら、あきらめ悪いからね」

「そうだな」

「とは言ったところで、でも、全然もう時間ないんだけど。これ、どうする？」

　と、校舎のほうを指さす。その仕草が、さっきの──日向の知識によると、《孤ク独ロをガ埋ネめタるイ人ト》という名のバケモノ──がしていた動きと同じなのに、なぜか、ずいぶんと優やさしいもののように感じた。

　間違いなくこいつは大兎で、それを感じる。

　時計では、あと、二分だった。

　二分しかなかった。

　そしてたぶん、もう、この世界で、《預言》と戦っているのはこの二人だけのはずだった。

　いや、どうやら戦っている相手は、《預言》ではないようだった。

　これも日向の情報によると、《最古の魔女ラミエル・リリス》という強大な神の、自殺との戦いのようだった。

《預言》はその、自殺をするために《天魔》を喰う必要があった──という理由だけで消されてしまっているようで。

　それに反はん抗こうするようなことをすると、《最古の魔女ラミエル・リリス》が目を覚まし、結局すべては消滅してしまうのだという。

　過去に戻って大兎たちの存在を消したとしても、《最古の魔女ラミエル・リリス》は気にしない。ただ、別の方法でまた《天魔》を喰くい、《預言》を消し、自殺しようとする。

　つまり、

「……《最古の魔女ラミエル・リリス》の自殺は、成功させる必要があるのか」

　月光が言うと、大兎は腕うで組ぐみして、答えた。

「……う～ん、まあ、そうだね。彼女は世界が始まったときから生きててもう、疲つかれちゃってるんだってさ」

「は、ふざけるな。疲れちゃったで消される奴やつらの身になれと言っておけ」

「ははは、まあ、ねぇ」

　それで、大兎は黙だまる。

　どうしていいかわからずに、黙ってしまう。

　世界は消える必要がある。

《最古の魔女ラミエル・リリス》とともに、消える必要がある。

　じゃあどうすればいい。

　どうしたら希望が残る？

　月光は聞いた。

「……もしいまからでもやれば、《幸福》の魔術は成功するのか？　おまえらがやろうとしていたあの魔法は、罪悪感を消すための魔法なんだろう？　世界が消える。だが、いつか世界を元に戻せるんじゃないか、と、夢見て、サイトヒメアと二人だけで、永遠の時間を過ごす」

　その問いに、しかし大兎は首をかしげる。

「……実はそれ、わかんないんだよね」

「わからない？　どういうことだ？」

「俺、ヒメアと知識を共有化してないから、そもそも《幸福》って魔法の作り方がわからな……」

「なるほどつまりおまえはいつものクズということか。じゃあ黙れミジンコ以下生物」

「……えーと」

「話を続ける。おまえは黙ってきいてろ。あー、《幸福》で世界が延命できる可能性があるとする。世界を元に戻す希望を託たくして、延命したとする。だが、おまえらは世界を元に戻せない。生き残ったところでおまえらは《預言》を作れない。《天てん魔ま》じゃないからな。あれは《天魔》特有の魔法だ。ということは、つまり？」

　と、言うと、大兎はこちらを見て、言った。

「つまり？」

「ああ、ったく、馬鹿とは会話をしたくないな。サイトヒメアに代われないのか？」

「え？　あー、時間かかる」

「何分？」

「うーんと、十五分くらい？」

「馬鹿が。それじゃ世界が終わる。まあいい、黙ってきけ単たん細さい胞ぼう以下生物」

「それどんな生き物なのよ」

　が、無視して月光は続ける。

「つまり、世界の延命はするとする」

「《幸福》使うってこと？」

「そうだ。で、《預言》を再び作れる可能性がある奴を、そこに残す」

「《天魔》？」

「ああ」

「それって、おまえのことだろ」

「そうだ」

「つまり、おまえが生き残る？」

「ああ」

「独りで？」

「そうだ」

　月光がうなずくと、大兎がこちらを見つめて、言った。

「俺、あんまよくわかってないんだけど……」

「わかってないなら、発言するな」

　が、無視して大兎は言う。

「《幸福》で作った世界に残るのは、相当きついことみたいだぞ」

「ふむ」

「バケモノの《クロガネタイト》も、それには怯おびえてたし……そこにいっても絶望しないために、ヒメアとタイトは、番つがいで作られてたみたいで」

「そうか」

「それに、《預言》を再び作れるかどうかも、やってみないとわかんないだろ？　何年かかるか。何百年かかるか。もしかしたら、永遠に無理かもしれない。そしてその間、おまえはずっと独りだ」

　大兎が言いたいことは、わかる。それも日向の知識ですでに共有化されていた。

《幸福》は絶望の魔法だった。

　世界を延命する代わりに、永遠の孤独を作る魔法。

　普ふ通つうの人間が、耐たえられる場所ではない。

　だが、それを全部知っていて、月光は言った。

「問題ない。やるぞ」

「問題なくねぇよ」

「いや、ない。さあやろう」

　大兎はそれに、あきれたように笑ってこちらを見た。

「おまえ、アホだろ」

「うるさい」

「完全に、アホだ。ずっと孤独で、なにもできなくて……最後は自殺する。そんなのに自分から立候補するなんて……」

　が、月光は笑って言った。

「もしも俺がアホだというなら……それはおまえの仲間だからだ。類は友を呼ぶと言うだろう？」

　と、手を差し出す。

「で、一番最初に、おまえを作ってやる。未来が永遠の地じ獄ごくだっていうなら、まずはおまえを作って、道連れにしてやる」

　というのに、大兎はその手を見下ろし、

「……うへぇ、怖こわいなぁ……って、まぁ、仲間って言われるのは嬉うれしいけどね。わかった。いいよ。じゃあ、最初に俺を作れ。嫌いやな思いは、一いつ緒しよにしてやるから」

　などと、大兎は言う。

　やはりこいつは馬ば鹿かだ。

　大馬鹿だ。

　だが、月光はそれにうなずき、

「じゃあ、やるぞ。時間がない。おまえを喰らう。ヒメアに言え。知識と情報ごと、俺に統合しろ、と。全部俺が喰って、《幸福》を使う」

「…………」

「で、《預言》が消えた世界で──延命した先で──もう一度、いまと同じ世界を作る」

　月光はそこで、振ふり返る。

　時計を見る。

《預言》が消えるまで、もう、三十秒を切っていた。

　世界が終わる。

　そしてこのまま終わればきっと、楽だろうな、と、一いつ瞬しゆんだけ思う。

　だが、それは一瞬だけだ。

　楽になったところで、なんの意味もない。二度と美雷には会えず、仲間たちと、馬鹿馬鹿しいことで笑ったりもできない。

　そんな楽には──世界には、まったく意味がない。

　だから、

「……手をつかめ、大兎。やるぞ」

　それに大兎は手を、前にだし、しかし途と中ちゆうで止めて、馬鹿には珍めずらしく、真しん剣けんな表情でこちらを見て、言った。

「……絶対、俺を作れよ」

「…………」

「あと、俺を作るまで、狂くるうな。死ぬな。待ってるからな」

「…………」

「月光！」

「なんだ？」

「おまえを、信じてるから」

　という言葉に、月光はにやりと笑って、答えた。

「当然だ。俺を誰だれだと思っている？」

　そして彼は、大兎の手を取った。瞬間、大兎が消えた。月光の体の中に入ったのだ。

　全身の細さい胞ぼうが、書き換かわるのを感じる。強大な力が自分の中に生まれるのを感じる。

　自分が人ではなくなるのを感じる。

　神だ。

　これは神の力だ。

　だが、《預言》の消しよう滅めつを止めることはできない。

「…………」

　月光は振り返る。

　時計はもう、十七時を指そうとしている。

　あと、残り時間は数秒だ。

　遠くの空が、まだ、夕方にもなっていないのに真っ白に染まる。

　消え始めているのだ。

　世界が。

《預言》が。

　すべてが。

　無が迫せまってくる。

　真っ直すぐ、こちらに、無が迫ってくる中、月光はヒメアから共有化された術式を、頭の中で展開する。

「…………」

　最後にもう一度、校庭を見回す。

　学校を見回す。

　いままでのこの景色を。

　仲間と過ごした、普通の世界を見回してから、

「さあ、戦いを始めるぞ。そしてここに宣言する。必ずここにもう一度戻もどってくる、と。この学校に。この生徒会室に、仲間とともに戻ってくると。絶対に、負けてやらないからな」

　とそこで、十七時になった。

　同時に、月光は言った。

「……発動しろ、《幸福》」
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　刹せつ那な。




　世界は消えた。
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　エピローグ１　紅い月に棲む光







　すべてが白かった。

　見み渡わたす限りの、白。

　無。

　虚きよ無む。

　畢ひつ竟きよう無む。

「…………」

　音がない。

　匂においも、景色も、なにもない。

　ただ、自分が存在するという意識はあるが、それ以外はなにもない世界に、月げつ光こうは立っていた。

《預言》は結局、作れなかった。

　その力は自分に残されていなかった。

　そもそも、どうやって《預言》を作っていいか、わからなかった。

　こんなにもなにもない世界で、なにから《預言》を作ったらいいのか。

　世界を作ったらいいのか、わからなかった。

「…………」

　不思議と、時間の概がい念ねんはあった。

　なにもない時間を、なにもすることができずに過ごすことを、苦痛に感じるだけの感覚はあった。

　だからひたすらに、苦痛だった。

　なにもできない。

　なにも起こらない。

　確か人は、なにもない白い部屋に放ほうり込まれると、すぐに気が触ふれてしまう、というようなことを、どこかで読んだことがある。

　人間は刺し激げきを求める生き物で、感覚を遮しや断だんすると途と端たんにおかしくなってしまうのだという。

　だがここは、そういう意味では最悪だった。本当になにもないのだから。

　なにもないのに、時間の感覚だけはあって──そしてその時間を埋うめ尽つくしているのは、絶望だけだった。

《預言》は描えがけない。

　なのに、自分は生きている。

　おまけに死ぬ方法も、わからない。

　動くことさえできないのに、死ぬことなどできるはずがない。

　だからあるのは、絶望だけ。

　虚無だけ。

　絶望だけ。

　虚無だけ。

　もう、《預言》がなくなってから、どれくらいの月日が過ぎただろうか。

　ひどく長いことはわかる。

　ひどくひどく長いことはわかる。

　一年か。

　十年か。

　百年か。

「…………」

　いや、もしかしたらまだ一日も経たってないかもしれない。あまりに辛つらすぎて、時の流れを長く感じているだけで、まだ、たいして時間は過ぎていないのかもしれない。

　それもわからない。

　なにもわからない。

　ただ、長いことだけが、わかる。それを自分が辛いと感じていることも、わかる。

　なぜこんな辛い思いをしなければならないのか。こんな馬ば鹿かげた道を選んでしまったのか。その、自分を呪のろう。

　呪う呪う。

　呪い続けるが、しかし、やはりなにも起きなかった。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




「…………」

　あるときふと、なにかを思い出した。

　もうずっとなにも考えないようにしていたのだが、急に、頭の中になにかが浮うかんでしまった。

　それは自分がやるべきこと。

　なにか、やらなければいけないことが、あったような気がするのだが。

「…………」

　だが、それがなんだったのかが、思い出せない。まるで思い出せない。

　無だ。

　虚無だ。

　畢竟無だ。

　だが、じっとそれを、彼は考え続ける。他ほかにやることもないのだ。だからじっと、考え続けた。

　なにか、自分は作らなければならなかったような気がする。

　なにか、大切なものを。

　だがそれは、なんだったか。

　なにかを、思い出してしまいそうだった。頭の中に、なにかが渦うず巻まいていた。




　──やく、そく




　──黒い……黒い……




　──黒い、ウサギをまず、作ら、ないと……。




　そんな考えが、頭の中に浮かんだ。

　そして、そのためにはどうしたらいいかを、考え始める。

　ウサギを作る方法。

　黒い、ウサギを作る方法。

　そのための術式が、頭の中に展開する。

　無の中に、かすかな有が生まれる。

　虚無の中に、かすかな有が生まれる。

　畢竟無の中に、かすかな有が生まれる。

　そして、彼が願うのは、

「…………」

　安楽だった。

　平へい穏おんだった。

　つまりは、死だ。

　だからそれを成すための、魔ま術じゆつを作り始める。

　それは無を超ちよう越えつした先にある、頭の中。

　想像の中。

　夢の中だけで展開する、世界。

　その、夢の中に、自分の自殺願望を満たすための、小さな部屋を作る。

　小さな、小さな、部屋。

　ウサギはそこで生まれるはずだ。

　自分を殺すことができる、ウサギはそこで生まれるはずだ。

　部屋。

　ウサギを産むための小さな部屋。

　本当に小さな部屋。




　そしてその中で、物語が始まる──




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　それは、ある夜のこと。

　まるで眠ねむれなくて、小さくうめく。

　部屋を真っ暗にして一いつ生しよう懸けん命めい目を閉じているのに、眠りがまるで訪おとずれない。

「……まただ」

　そう呟つぶやき、眠るのをあきらめてかすかに目を見開く。

　すると目の前には闇やみが広がっている。

　当然だ。

　自分で部屋を暗くしたのだから。いつもはずっと白い世界にいるから、暗く、闇色に部屋を染めたのだ。

　でも、その闇を見つめているとひどく、寂さびしい気持ちなってしまう。

　自分で暗くしたのに、悲しい気持ちになってしまう。

　このまま自分は、誰だれにも望まれずにここで、一人ぼっちで消えていくんじゃないかと、そんな気持ちになってしまって。

「…………」

　夜、眠れないといつもそうなのだ。

　嫌いやなことばかりを考えてしまって、さらに眠れなくなる。

　だからそっと身を起こす。

　やはり周囲には闇ばかりが広がっている。

　そして命じる。

「光を」

　と。

　するとすぐに、光が広がる。

　周囲が白く輝かがやき始め、しかし、それだけ。

　結局のところは、なにも変わらない。

　この孤こ独どくは、消えてくれない。

「…………」

　無言でその、なにも存在しない自分の部屋を見つめる。

　その場所の名前は、《最も古き場所》といった。

　そこはどこにも繋つながっていない、どこにも触ふれていない場所で、だからそこを見つめているとやはり、ひどく寂しい気持ちになる。

　そしてその、寂しい、という気持ちに対して、呟く。

「……やっぱり、感情を作ったのは間ま違ちがいだった……」

　感情を作るととても大きな魔法を編み出せるようになるのだが、しかし、その代だい償しようはひどかった。

　とにかく、胸の奥が痛むのだ。

　普ふ通つうに存在していたはずのただの闇に、耐たえることができなくなってしまったのだ。

　だから、

「なにか、寂しさを埋めるものを……なにか、なにか、私の孤独を埋めるものを、作らないと──」

　と、彼女は魔術を編み始めた。

　自分の分身を生み出す魔術。感情を作ることによって大きく膨ふくらませることができるようになった彼女の魔法は、自分の寂しさを紛まぎらわせるための木で偶く人形を作るためにすべてが投入された。

　部屋の隅すみ。

　暗くら闇やみの中。

　その、木偶人形は生まれる。

　だが失敗だった。

　その木偶人形は失敗だった。

　所しよ詮せん自分の分身では、寂しさは埋うまらない。

　だから彼女は、その木偶人形を切り捨てた。

　だが、その木偶人形は勝手に話し始めた。

　部屋の隅。

　闇の中。

　周囲をきょろきょろと見回し、それから、

「……やあ、作ってくれて、ありがとう。俺は《孤ク独ロをガ埋ネめタるイ人ト》。君の孤独を埋める者だ」

　それに彼女は言った。

「はは、あなたには、無理よ。あなたでは私の孤独は……」

　が、木偶人形はこちらを見ないまま、なぜか部屋の天てん井じようを見上げて、言った。

「しかしまさか、月光が《最古の魔女ラミエル・リリス》の生みの親とはね」

「…………」

「そうか。こういう展開か」

「……あなた、なにを言ってるの？　誰と話しているの？」

　だが、無視して木偶人形は続ける。

「じゃあ、これはまさか、ループしてんのか？　月光が神になる。絶望して自殺を考える。その願望が──死にたがりの願望が《最古の魔女ラミエル・リリス》を作る。だが、《最古の魔女ラミエル・リリス》は《預言》の中にしか存在できない。だからつまり、月光は自殺を願うあまり、新しい《預言》を描えがくことに成功した──とか。それなら、困るなぁ。月光は、狂くるったってことだから、困る」

「……なぜあなたは、私の分身なのに、私が理解しない言葉を話しているの？」

　だがやはり、木偶人形は無視して続ける。

「もしくは、ここは未来っていうのも、あるよな。《預言》なんてもうなくて、《預言》の代わりを《幸福》がしてる、とか。結局同じ展開だけど──でもこれは、新しい物語……っていうなら、それはいい。それなら、月光が生きるのをあきらめる前に、俺は生まれることができたってことだから。あいつはちゃんと約束を守った。新しい、《預言》に代わるものを作り始めた。なら、俺はそれを、引き継つげばいい」

「……あなたは……あなたはいったい、なんなの？」

　そう、問いかけると、木偶人形はこちらを見た。

「君の孤独を埋める者だよ。いや、正確に言うと、君を生んだ、主あるじの孤独を埋めにきた」

「……主？」

「ああ。月光っていう、強がりな馬ば鹿かがいてね」

　なにを言ってるか、わからなかった。

　主なんて、いないのだ。

　他ほかの誰も、いないのだ。

　なのにこの木偶人形は、いったい、なんの幻まぼろしについて話しているのだろうか？

　彼女は、言った。

「でも、私はずっと長い間、ここで独りでいて……」

「うん」

「ずっと、ずっと、寂しすぎて、狂いそうで」

　すると木偶人形は憐あわれむような顔になり、手で胸を押さえて、言った。

「……そう。そうか。もしそれが……それが、いまの月光の感情だっていうなら、胸が張り裂さけそうだ。でも、もう大だい丈じよう夫ぶ。月光は約束を守って、俺を作った。なら今度は俺が約束を守る番だ。さあ、始めよう。なにか俺が出来ることを。なにか君のために出来ることを。なにか仲間のために出来ることを。絶対にあきらめない。俺は絶対にあきらめない。そうなるよう、俺は作られてるんだから。だから俺は、希望を見つけにいく」

　そう言って、木偶人形は足を大きく上げた。振ふり下ろした。その足が、床ゆかにめり込む。

　そしてそれから突とつ然ぜん、動かなくなってしまった。

　数時間。

　数百時間。

　数億時間。

　ずっと動かない。

　ぴくりとも動かない。

　だから彼女は、その存在を忘れた。

　部屋にそれがあることを、忘れ始めた。

　だが、突然また、声がした。

「……戻もどった。さあ、やろうか」

　その声のほうを見る。

　すると闇の中にやはり、木偶人形がいた。

　その、木偶人形の姿を見て、彼女は驚おどろく。

　なぜなら木偶人形の見た目が、前とはまるで違ちがっていたから。

　長らく彼を見ていない間に、彼の見た目が、大きく違っていたから。

　彼の両手両足は、まるでこの部屋の外の世界に浸食アクセスしようとしているかのように壁かべと床にめりこみ、一体化してしまっている。全身の肌はだが禍まが々まがしく黒くなり、全身に筋が走っている。

　彼女はその、彼を見つめ、

「いったい、なにをやってるの？」

　と聞いた。

　すると木偶人形は答えた。

「君を助ける。そのための力を手に入れてきた」

　木偶人形の体の中に蠢うごめく魔ま術じゆつ式を、見る。すると、彼の魔術式は、彼女がかつて作ったものとはもう、まるで別物に変へん貌ぼうしてしまっていた。

　ぐるぐると全身を呪じゆ詛そがめぐる。

　るらるらと全身を呪詛がめぐる。

　異常なほどにそれは、汚きたない構成だった。彼女が絶対に思いつかないような、乱雑な構成だった。あまりに乱れすぎていて、すぐには内容が読み取れないほどに、彼の術式は壊こわれてしまっていて。

　彼女は、聞く。

「いったい、あなたはなんのために存在しているの？」

　すると彼は、答えた。

「君を壊すために」

「私を？」

「月光の弱さを……死にたがってる月光の弱い部分を壊すために、存在してる」

　そして体を、ずずっと動かしてくる。彼の体は呪詛におかされ、壊され、パキパキと音を立てながら、黒い粉を落として崩くずれていく。

「私を、壊す……？　まさか、本当にそんなことができるの？」

「できる。その方法を、外の世界で教えてもらってきた。人間の──黒くろ守す・フィリエル・優ゆう一いちって名前の魔術師にね」

「……なら、なら私の孤独は……永遠に終わらないと思っていた孤独は……」

「埋まるよ。俺がやる。君はもう、なにもしなくていい」

　そこで、彼が一歩前に出てくる。腕うでをつかまれる。

　彼の手は熱い。

　やけどしそうなほどに、熱い。

　そしてそのまま、彼は彼女の腕を、引き千切る。

「なっ」

　彼女は声をあげる。

　部屋の隅に、彼女の腕が落ちる。

　だが、木偶人形は止まらない。今度は左腕もつかまれてしまう。

「やめて！」

　彼女はそう叫さけんだ。するとその瞬しゆん間かん、彼女の力が木偶人形に向かって放たれる。木偶人形の頭が吹ふっ飛び──なのに、彼は止まらない。頭を失ったまま彼女の左腕を千切る。

「あ……」

　彼女が言えたのは、それだけ。

　彼は彼女の左腕も部屋の隅に投げる。

　と、同時に、彼の頭は復元する。

「すぐに君を救うから、待ってろ。すぐに寂さびしくなくなるから」

　彼女はそれを、怯おびえたような顔で見上げる。感情を作ったから。孤こ独どくや、恐きよう怖ふを感じる心を作ってしまったから、彼女は想定できない展開が目の前に現れてしまって、動けなくなってしまう。

　だが、木偶人形は気にしていないようだった。

　部屋の隅を見て、言う。

「……ヒメア。遥はるか。起きて」

　すると、引き千切られた腕が落ちた場所から、二人の少女が立ち上がるのが、見えた。

　一人は自分によく似た見た目の少女だった。薄桃ラベンダー色の長い髪かみに、真しん紅くの瞳ひとみ。その少女が立ち上がり、周囲を見回す。

　そして、言う。

「……ああ、すごい、戻ったんだ。月光の奴やつ、ずいぶん時間がかかったわね」

　それに木偶人形が笑った。

「そう言うなよヒメア。あいつは約束を守った」

「なら私も約束を守らなきゃ」

「え？　なんか約束してたっけ？」

「あとで絶対ぶっ飛ばすって……」

「あ～、言ってたな。じゃあ、それは守ろう」

「うん。でもその前に、大たい兎とに抱だきついていい？」

「え？　ん～、いいけど」

　とそこで、部屋の反対からも声があがる。

「起きて早々、イチャイチャしてるの見せられるって、どうなのかなー」

　そちらを見ると、金きん髪ぱつの少女が立っていた。

　木で偶く人形がそちらを見る。そして、言う。

「あれ、泉いずみ作った覚えはないんだけど……遥は？」

　すると、泉と呼ばれた少女が答えた。

「なんか、恋れん愛あいでヒメちゃんにどうせ負けるから、出てきたくないんだって。あと、大兎が幸せなら、いいって」

「…………」

「でもヒメちゃんに統合されるのは悔くやしいからって、なんか、私に統合されて、新しい人生を歩むんだー的な、恋愛しちゃうもんねー的な、そんな感じみたい」

　というのに、ヒメアと呼ばれた少女が言う。

「あは、なにそれ。大兎よりいい人なんかいないもんね」

　すると泉が笑う。

「見つけるもんねーだ……っていうのは、遥ちゃんの意見ね。ま、ほいで、なんとわたくし、そのせいで、《毒まじゆつ》使えるようになっちゃいました～」

　と、指を振る。

　するとやはり、彼女も、自分と同じ魔法を使う。

　それからその、泉がこちらを見る。

「……んで、あーれが、《最古の魔女ラミエル・リリス》？」

　木偶人形がうなずく。

「うん」

「月光ぽんの分身？」

「たぶんね」

「なぜ女？」

　それに木偶人形が言う。

「さぁ？　あいつ、実は女装願望があったとか？」

「うっわ」

　と、泉がなぜか突然、腹を抱かかえて、笑う。

「……それ、その説、おもしろすぎるから採用で！」

　が、一人冷静なヒメアという名の少女が、

「……冗じよう談だんはさておき、たぶん月光は、取り込んだ私の力と知識を使って、この部屋を作ったから……ここは全部、私に似せた世界になってるんじゃないかな」

　などと、言う。

　自分の体の一部から生まれた少女が、まるで、自分のほうが古くから存在しているかのような発言をする。

　だからそれに、聞く。

「……ねえ、いったいあなたたちは、なんなの？」

　三人がこちらを見る。

　その、三人に問いかける。

「私は……私は、この世界が始まったときからずっと、ここに独りでいるんだけど……なぜあなたたちは、もっと昔のことを知ってるように、話すの？」

　そんな機能は、この木偶人形に埋うめ込んだ覚えはないのに。

　なのに、いったい、

「……あなたたちの望みは、なに？」

　するとそれに、木偶人形は、答えた。

「仲間を救うことだよ。月光、もういい。《最古の魔女ラミエル・リリス》を消せ」

「なにを言ってるかが……」

「月光。死にたがってる心を、消せ。俺たちがそばにいてやる。もうおまえは独りじゃない。勝ったんだ。《最古の魔女ラミエル・リリス》も、この部屋も、消せ。一いつ緒しよに、《預言》を描えがくぞ」

「…………な、なに、が……」

　だがそこで、木偶人形が、襲おそいかかってくる。

　彼女はそれを見上げる。

　そして、聞く。

「私を、殺すの……？」

　それに彼は、答えた。

「おまえなんか、もとから存在しねぇよ、死にたがりの《最古の魔女ラミエル・リリス》。生きることをあきらめた奴に、なにができる。これは一瞬の気の迷いだ。月光はそんなに弱くない。あいつは……」

　とそこで、手が真っ直すぐ伸のびてくる。彼女の胸に刺ささる。その奥の、なにか、大事な部分がつかまれたのが、わかる。

　その瞬間、意識が急速に薄うすくなっていく。

「……な、な、なに、が……」

「おまえは、自分で自殺願望を、消せる。そうだろ？　月光」

　と、胸の中から、なにかが引きずり出されてしまって──




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　鉄くろがね大兎は、《最古の魔女ラミエル・リリス》の胸から、月光を引きずり出した。

　月光は床ゆかに、力なく、倒たおれる。

　その頭の上に、大兎は言った。

「おい。約束どおり、助けにきたぞ、月光」

「…………」

　月光は、反応しない。虚うつろな顔をしている。瞳に光がない。だが、気にせず大兎は言う。

「……おい月光。もう大だい丈じよう夫ぶだ。もう独りじゃない」

「…………」

「って、聞こえてねーのか？　おーい？　俺様くーん？」
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「…………」

「万年わがまま傍ぼう若じやく無ぶ人じんのクズ生徒会……」

　が、そこで、月光の腕が跳はね上がってくる。

　それに大兎はにやりと笑って、受け止める。

「……おっと、起きたか」

　月光が、顔を上げる。こちらを見上げる。しばらく焦しよう点てんが合わないが、しかし、少しずつ、その瞳が大兎をとらえ始めて。

「………………遅おそいぞ、ミトコンドリア以下」

「はは、前会ったときは、単たん細さい胞ぼう以下生物って言ってたけど……」

「……じゃあ、それで」

「なんだよ、それ。元気そうだな」

　と、大兎が言うと、憔しよう悴すいしきったような姿のまま、月光は言った。

「……当然だ。俺を……」

「誰だれだと思ってる？」

「……そうだ」

「んで、体調とかはもう、大丈夫か？」

　それに月光は、言う。

「……思ってたより、厳しかった。死のうとした」

　大兎は、うなずく。

「うん。知ってる。おまえが自殺するために作った魔ま術じゆつは、いま、俺が殺した」

　それに月光も、振ふり返る。

　そこには《最古の魔女ラミエル・リリス》が倒れている。

　おそらくは、月光が自殺するために作った、魔女だ。

　だがあの魔女を作るには、先に《預言》を作る必要がある。魔女は《預言》の中に、誰ともふれあえない孤独な存在として描かれて生まれるから、まずは《預言》を作らなければ、彼女は生まれないことになる。

　つまり、月光は、自殺をするために《天てん魔ま》を生み、《預言》を書かせ、その中に《最古の魔女ラミエル・リリス》も生んだ──ということになる。

　それはまるで、一人芝しば居いだ。

　死にたがりの一人芝居。

　だが、それでは、

「……これはまさか、俺が延々続けている、ループなのか？」

　と、月光は言った。

　月光が言いたいことは、わかる。自分も同じことを考えた。

　順番としては、こうだ──





　・最初の神が、無の中で永遠に生きるのに疲つかれて、自殺を考える。

　・神が自殺するための魔術は強大で、まずは、世界を作る必要があった。それが、《預言》だ。

　・《預言》を作るためにはまた、それ専用の神を作る必要があり、それが《天魔》という名前だった。

　・そこで初めて、自殺の魔法は完成する。《預言》が書かれたことによって世界が生まれるが、それと同時に、《預言》の中に、もう一いつ匹ぴきの神が生まれる。《自殺の魔女ラミエル・リリス》という名の神が──《預言》が作られて初めて、完成する。

　・そして、《自殺の魔女ラミエル・リリス》は《預言》を喰くって、世界と一緒に自殺する。

　・つまり孤こ独どくな神は、創造と破は壊かいを、セットで生み出してしまっているのだ。






　そしてそれが以前の世界の物語。

　だが、それは回かい避ひされた。

《預言》を喰って《最古の魔女ラミエル・リリス》は自殺するが、最後に残った一人の神によって《幸福》が使われ、世界は延命された。

《預言》は失われてしまったが、しかし、《幸福》の中で世界は続く。

　だが、それは孤独な世界。

　永遠に続く、孤独な世界。

　そしてまた、同じことが起きるのだ。





　・《幸福》を使った神が、無の中で永遠に生きるのに疲れて、自殺を考える。だから、自分を殺すために、《預言》を生む。






　以下、無限ループ。

　月光が、きいてきた。

「……じゃあ、俺は知らぬ間に、すでに《預言》を作っていたのか？」

　どうやら自分が、《預言》を作ってしまっている認にん識しきもないらしい。

　それに大兎は、答えた。

「……ああ。この部屋の外に、もう人間の世界があるよ。ご丁てい寧ねいなことに、黒守までいた」

「クソ、じゃあやっぱりループか」

　が、それに大兎は首を振る。

「わからない。少なくとも前の世界では、ここで俺たちは会話なんてしなかったはずだし」

「……確かに、高校に入るまで、他人だったしな」

「うん」

「……それがいまは、他人以下だ」

「おいおい」

　と、大兎は笑う。

　月光はやはり、疲れた顔をしている。こちらを見上げ、

「なら、俺たちは、新しい未来が作れたのか？」

　それに大兎は、答えた。

「さて、どうかな。《預言》を全部は、読んできてないんだ。だからこの世界が前と同じで、いつかもう一度くる九月二十八日に、崩ほう壊かいするかどうかは、わからない」

　そう。

　大兎は《預言》を、最後まで読んでこなかった。

　いや、読む必要を感じなかった、というほうが、正しいだろうか。

　すると月光が言った。

「……なんで見てこなかった」

「いや、必要ないと思ったし」

「なぜだ」

「だって世界はもう、消えたりしないだろ」

「ああ？　それはいったい、どういう根こん拠きよで……」

　が、遮さえぎって大兎は言った。

「だっておまえ、もう自殺しないじゃん」

「…………」

「寂さびしくて狂くるいそうだから、自殺したい？　ふざけんなって。俺がいて、ヒメアもいて、泉もいて──んでこれから、美み雷らいや、セルジュとハスガ、日向ひなただっておまえは、いまから《預言》に書くだろう？　なら、おまえはもう、一人じゃねーじゃん。こんなに仲間や友達がいて、寂しいとか言うの、無理じゃん。だろ？」

　と、笑ってから、大兎は後ろを振り返る。

　するとそこでは、ヒメアがつまらなそうに顔をそむける。

「私は月光に全然興味ないし」

　続いて泉が楽しそうに笑って、

「とかいってヒメちゃんも意外と月光ぽんのこと気に入ってるしね～、それに……こーんなにみんなでがんばっちゃったら、ぶっちゃけ私たち、友達から親友に昇しよう格かくしちゃってもいいと思うなー。ってことで、おお、我わが心の友よ～、これからもよろしく～」

　と、月光に向かって手を差し出す。

　それを鬱うつ陶とうしげに、ぱちんっと月光が払はらう。

「えー」

　と、泉は笑う。

　月光が立ち上がって、言う。

「……まったく、本当におまえらは責任感がないな。俺が自殺をしないから、世界も消えない、というのか？」

「ああ」

「だが……」

「だがじゃねぇよ。絶対だ。前の世界でも最後に言ったけど、もう一度言うぞ、月光」

「……なんだ」

「俺は……俺たちはおまえを信じてる。だから、大丈夫だ」

　それに月光は、こちらをしばらく見つめる。それから、小さくため息をつく。

「ずいぶんと脳天気な……」

　が、遮って、大兎は言った。

　月光を見つめて。

　真っ直すぐ見つめて。

　泉の言葉を借りれば、自分の、親友を見つめて──

「あともう一個。俺の存在理由を、教えてやる」

「…………」

「俺は約束から生まれた。前の世界で、おまえは俺を、最初に作るって約束した。だから、おまえは俺を作ったんだ」

「…………」

「だからそもそも、おまえは自殺なんかしようとしてなかったんだ。希望を失ってなかったんだ。ただ、俺を作ろうとした。兎うさぎを。黒い兎を。そのために、《天魔》を作った。《預言》を作った。《自殺の魔女ラミエル・リリス》も作ったけど……でも、それは自殺のためじゃない。俺を作るためだ」

「…………」

「だから俺は、おまえが生んだウサギだ。自分の自殺願望すら壊こわしてくれる仲間を。《最古の魔女ラミエル・リリス》を消してくれる友達を……

　いつか、一いつ緒しよに笑ったり、泣いたりしながら、でもあきらめないで未来についての《預言》を描えがけるような、天魔の黒ウサギを作りたいとおまえがあきらめずに願ってくれたから……」

「もういい。わかった。黙だまれ」

　と、月光は言ったが、大兎は黙らなかった。

「だから、俺たちの勝ちだよ、月光。未来は変わる」

「…………」

「絶対に変わる。だから、そろそろ俺たちの世界に帰ろうぜ」

　と、そう言った。

「九月二十八日に。あの、生徒会室に。馬ば鹿かみたいに平へい凡ぼんで、くだらなくて、でもちょっとだけ笑えるような、学園生活が俺らを待ってっからさ。だから、一緒に、帰ろう」

　と、手を差し出して。

　するとその手を月光はしばらく見つめ、それから、

「……ああ、そうだな」

　と、月光は微笑ほほえんで、その手を取った。







　エピローグ２　明日を夢見る







　肌はだ寒ざむさを感じて、紅くれない月げつ光こうはふと、目を覚ました。

「…………」

　彼がいるのは、いつもの生徒会室だった。どうやら居い眠ねむりをしてしまっていたようだった。

　体を起こす。

　生徒会室は暗い。

　陽ひがもう、沈しずもうとしている。

　時刻は十八時二十分。

「……いったい俺は、いつから寝ねてたんだ？」

　窓の外を見て、それから周囲を見回す。

　学校は静かだった。

　他ほかの生徒はいないようだった。

　誰だれもいない、学校。

　誰もいない、生徒会室。

　そういえば、ひどく奇き妙みような夢を見ていた。

　世界が終わる夢だ。

　仲間が必死に戦って、なのに結局みんな死んでしまい、おまけに世界は救えない夢。

　そんな夢を、見ていた。

　それはとてもひどい夢で、

「……少し、疲つかれたな」

　と、彼はうめくように、呟つぶやく。

　立ち上がる。

　窓のほうへと近づく。

　校庭にも、やはり誰もいない。

　人は誰もいない。

　音もしない。

　ただ、ただ、静せい寂じやくだけが、彼の周囲に漂ただよっている。

「…………」

　それにふと、もしかして、この世界には自分しかいないんじゃないか、などと思う。あの夢は現実で、自分はこの世界に、一人きりで取り残されているんじゃないか、と……

「…………」

　そんな馬鹿げたことを思ったところで、背後で声がした。

「……ゲッコー」

　それは、よく知っている声だった。

　よく知っている、少女の声。

　彼が一番聞きたいと思っていた声。

　彼は振ふり返る。

　するともう、その声の主は、こちらに駆かけだしてきている。

　ふりふりと揺ゆれるポニーテールに、いつものアホ面づら。たれ目なのに強気そうに見える瞳ひとみには、なぜか、涙なみだが溢あふれていて。

「ゲッコー！　いたぁああああああああ！」

　と、抱だきついてくる。

　美み雷らいだ。

　安あん藤どう美雷。

　彼が、永遠を契けい約やくした、悪あく魔ま。

　その美雷が、ぎゅっと彼の体に、しがみつく。

「ゲッコー！　ゲッコー！　ゲッコー！」

　何度も、何度も、彼の名を呼ぶ。

「ううううう、もう、もう会えないかと思った！」

　と、叫さけぶ。

「もう二度と、会えないかと思った！」

　とそう、叫ぶ。

　月光はその、彼女の頭を撫なでて、

「……ああ、そうだな。悪かった」

　と、言った。

「ひどいよ。すっごい待ったんだから！」

「……ああ」

「ずーっとずーっと、待ったんだから！」

「そうだな。悪かった」

「ゲッコー」

「うん？」

「大好き！」

　と、美雷が言う。

　それになんと答えるべきか、彼は悩なやむ。ちゃんとした気持ちを言うべきか、それとも、まだ、早いのか。前にその気持ちを言ったときは、世界は終わると思っていたのだ。もう、あと少しで世界が終わるから、気持ちに素す直なおになろう、なんて馬鹿げた考えも頭に浮うかんだのだが、いまは、違ちがう。

　もう、違う。

　今日は九月二十八日なのだ。

　そして、時刻は十八時二十五分。

　世界は終わらなかった。

　未来へと進んでしまった。

　つまり、勝利したということに、なる。

「……ゲッコー」

　と、美雷が泣きながら、こちらを見上げる。その顔は、かわいらしい。この勝利のために、彼女も相当頑がん張ばったので、なにか、ねぎらいの言葉をかけてやる必要があるかもしれないが。

「…………」

　しかし、教室の入り口に、人ひと影かげがいるのが、見えた。

　入り口をのぞきこむようにして、にやにや笑った、他の生徒会のメンバーたちがいる。

　セルジュが、ハスガが、泉いずみが、ヒメアが──

　そして、大たい兎とが、こちらを見て、

「前の校庭のときみたいに、言えよ月光～。躊ちゆう躇ちよしてっと、人生あっという間に終わるぞ？」

　などと笑いながら言ってきて。

　あのとき、あいつは聞こえなかったような素そ振ぶりを見せていたはずなのだが、

「どうやらおまえは、余計なものを見てしまったようだな。よし。殺すことにしよう」

　と、月光が腰こしの剣けんを引き抜ぬいてみるが、どういうわけか誰も怖こわがらずに、生徒会室の中に入ってきてしまう。

　そしてそれぞれの席にすわり、それぞれ勝手な会話を始める。

　泉がポテトチップスの袋ふくろを開ける。

「今日はのり塩の気分なんだけど、なーんでこの生徒会室はコンソメしかないかなー。世界を再開するなら、そのへんちゃんと気を遣つかってほしかったなー」

　ヒメアが大兎にデレデレ抱きつく。

「ねねねね、大兎。大兎は一番誰が好き？」

「え？　あの、いきなり……」

「ねねねねね、大兎。大兎は私のことどれくらい好き？」

「あの、だからね……」

「ねねねねねね……」

　それからエントリオ兄弟が、

「しかし、あのタイミングで、ハスガはよく僕が生きてるって、わかりましたねー」

「兄貴しぶといからなー」

「とかいって、ピンチになったから僕を見たんでしょ？　助けて兄さんって、僕、兄さんがいないとだめなんだよ！　って、僕を頼たよったんでしょ？　いやー、嬉うれしいなぁ。まだまだハスガが僕に依い存ぞんしてくれてると思うと、なんか、こう、頭をなで回したい気分に」

「撫でたらぶっ飛ばすぞ」

「え」

「撫でたらぶっ飛ばす」

「えーと……えい」

「おら！」

「痛いったぁ～」

　とそこで、携けい帯たいが鳴る。

　ポケットの中で、携帯が鳴る。

　月光はそれに、出る。

「……俺だ」

『あ、兄さん』

　日向ひなたの声だった。どうやら日向も、この世界で復活しているらしい。

「……おまえは、どのポジションで戻もどってる？」

『え、兄さんが書いてる《預言》なのに、わからないの？』

「そもそも、《預言》を書いたという記き憶おく自体が最初からない」

『……ほぉ。まあ、意識的に《預言》なんか書くと狂くるっちゃうだろうし、そういうものなのかな。なら《預言》を書く専用に、どっかの世界に《天てん魔ま》を置いてるとか？』

「だからそれを自覚的にした記憶自体が……」

『ああ、はいはい。もういいよじゃあ。相変わらず兄さんは無能だなぁ』

「ふむ。まずは居場所を言え。いまからおまえのところに言って、折せつ檻かんをしてやる」

『じゃあ居場所教えない』

「早く言え」

『あはは。冗じよう談だんはさておき』

「俺は冗談で言ってない。折檻してやるから、居場所を言え」

『あはは』

　と、日向は笑う。楽しそうに笑う。おそらく悪魔に喰くわれて失ったはずの感情が戻っている。未来だけじゃなく、過去も変わったのだろうか。

　日向が言った。

『なんと僕、いまは、《軍》のトップとして君臨してます』

「あ？」

『つまり兄さんの、上司だね。敬語で喋しやべっていいよ』

「……黒くろ守すはどうした？」

『え、それすら知らないの？　自分で書いたのに？』

「だから……」

『あー、わかった。はいはい。じゃあ説明してあげるよ。なんか、黒守先生は相当前に死んだみたい』

「死んだ？」

『うん。エキドナと一いつ緒しよに《軍》を作って、で、五十年くらい一緒に、幸せに暮らしてから、寿じゆ命みようで死んだって、《軍》の創設記録に書いてあったよ』

「ほう」

『エキドナに、あと五十年だけ一緒にいてくださいそれで我が慢まんしますからって、頭さげて頼たのんだらしいよ』

「ほほう！　それはみっともないな」

『あはは、兄さんもそう思う？　あとそれに、創設記、黒守先生直筆だったから、兄さんへのお礼とかも書いてあったよ。いつかこれを読むだろうからって』

「……ふむ。で？」

『うん。兄さんのおかげで、道を違たがえないですんだってさ』

「そうか」

『で、兄さん』

「ん？」

『僕も同じ気持ちだ。兄さんを尊敬してるよ』

「はぁ？」

『兄さんのことを……』

　が、月光はそれに顔をしかめ、

「うるさい」

　と、携帯を切った。

　するとまた、すぐに電話が鳴る。

「俺だ」

『もう、兄さん照れるな……』

「うるさい」

　携帯の、今度は電源から切った。月光は首を振ふり、ため息をつく。

「…………」

　それから顔をあげる。

　相変わらず生徒会室はやかましい。

　もう、夕方六時を過ぎ、全員帰ってもいいような時間なのに、誰だれ一人ひとり帰らず、無む駄だにうるさい。

　月光はそれを見つめる。

　疲つかれたように見つめる。

「…………」

　これからまた、未来へと世界は進んでいくのだという。このうるさい馬ば鹿かたちと一緒に、わーわーうるさく、前へ進んでいくらしい。

　いままでは、大きな目的があった。たとえば最初は、両親を殺した弟が、戻ってくるまでに強くなる必要がある──とか。

　弟を狂わせた《預言》を、潰つぶす必要がある、とか。

　世界がどうの。

　運命がどうの、と、とりあえずはそれなりに忙いそがしかった。

　だが、今日からそれはないのだという。

　少なくとも世界は、今日は終わらない。

　明日あしたはどうなるかまだ、それはわからないが、しばらくは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　なら、どうする。

　いったい、どうする？

　よくある、普ふ通つうの日常──みたいなことを、いままでの人生でしたことがないので、彼は戸と惑まどってしまう。

　とても困ってしまう。

「…………」

　月光は、仲間たちを、見る。

　いつまでもうるさい……しかし、最も辛つらく、困難なときも、自分を裏切らないということがわかっている生徒会室の仲間たちを見つめ、

「……あ～、おまえら」

　と、声をかけてみる。

　すると生徒会の仲間たちが、一いつ斉せいにこちらを見る。

　大兎が。

　ヒメアが。

　泉が。

　ハスガが。

　セルジュが。

　そして美雷が、こちらを見つめて。

　その、仲間たちが、喜ぶことはなにか、なんてことを一いつ瞬しゆん、考えてみる。

　馬鹿なことに、馬鹿みたいにつきあってくれた仲間たちが、喜ぶことは、なにか、とか。

　でもそれがすぐに思いつかなくて。

　そんなこと、やったことがないから、まるで思いつかなくて。

「……あ～、なんだ。その。ふむ。せっかく戻ってきたんだし、ん～……」

　と、彼の頭の中で、精せい一いつ杯ぱい思いついたことを、言ってみる。

「……その、全員で、ボウリングでも、いくか？　俺のおごりで」

　その、瞬間。

「…………」

　全員が驚おどろいたような顔で、黙だまり込んでしまった。

　失敗したのだ。

　やはり慣れないことはしないほうがよかっ……

「じゃああああああ、負けた奴やつ、バツゲームな！」

　と、大兎が立ち上がって言う。

　泉がなんだかわからない奇き妙みようなポーズを取って。

「うふふふふ、ついに……ついにこの日がきてしまいましたか。日々学校をさぼって、アベレージ１７０まであげた私の実力が、世界にバレてしまう日が！」

　続いてヒメアが、

「ボウリングってなに？　ボウリングってなに？」

　と大兎に抱だきつき、ハスガが、

「おいちょっと待てよ。人間が作ったゲームで負けたらバツゲームって、ひどくないか？　俺やったことないんだけど」

　するとセルジュが言う。

「僕は女の子とよくいくから、うまいですよ。これはハスガの負け決定ですね。だからあれほど、女の子とつきあったほうがいいっていったのに」

「おいまじかよ！」

　というのに、美雷がぽんぽん跳はねる。嬉うれしそうに笑う。まるで子供のようにドキドキした様子でこちらを見上げる。

　そして、彼女が、

「なんか。なんかすっごい楽しいねー！　ゲッコー！」

　などと言うので、月光も思わずそれに、笑ってしまって。

「ああ。そうだな」

　と、答えて。
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　そして世界はまた、未来へと進み始めた。







　あとがき







　いつか天てん魔まの黒ウサギ──ついに最終巻を迎むかえました。

　僕これ、この最終巻を読み終わった直後に書いているので、なんというか、その、うわーっと気持ちが盛り上がってしまっていて、落ち着かないといけないのですが。まだ、読んでない方はテンションについていけないよーと思うかもしれないので、読んでから戻もどってきてくださいー（笑）。

　基本、読んだ後のテンションでいきます。はい。




　で、ついに、終わってしまいました。

　そしてこういう物語になりました。

　読み終えた方はわかると思いますが、『いつ天』は、こういう構造だったので（今巻の章タイトルとか見てもらうとわかるんですが、え、名前からしてかよ的なのがすごく多くて）と、まあ、とても複雑で、自分で作っておいてこれ予定通り終われるかなぁと心配になってたんですが、でも、さすが僕。最初のころのあとがきで予定していたとおりの、10巻で終わることができましたね！

「………………………………」

　はいすみません。13巻になりました。全然予定通りいきませんでした。嘘うそつきました。

　でもこれで、『いつ天』は終しゆう了りようです。

　大たい兎と、月げつ光こう、美み雷らい、ヒメア、生徒会のみんなの活かつ躍やくは、いかがでしたでしょうか？　楽しかった、とか、ここまで読んでよかった、とか、まだ寂さびしいよ、とか言ってもらえたなら、泣いちゃうほど嬉うれしいです。少なくとも僕は、読み終えてからちょっと放心して、大兎やヒメア、月光や美雷たちと離はなれるのが、すごく寂しいというような気分にいま、なってます。

　一巻発売から、五年と一か月。なんか、五年っていうのはやっぱ、人生にとっては長いですよね。僕もその間に、なんと、五歳年をとりました！　あたりまえですね。

　そしてその歳月を、この最終巻までついてきてくれた、『いつ天』を愛してくださっているみなさんと過ごせたことを、僕はとても幸せに思っています。

　あと、大兎や月光たちと過ごせたことをやはり、幸せに思っています。

　特にこの最終巻を書き終えたことによって、僕の中ではさらに強く、その思いが強くなりました。読みながらけっこう泣いちゃって、生徒会のメンバーの頑がん張ばりを見て、この作品を書いてよかったなぁとか、これを書いていた日々が、振ふり返っても後こう悔かいしないものにできたなぁと、この最終巻を迎えたいま、僕の中では思えています。

　いやあの、作者がそんな気分で最終巻のあとがきを迎えていいのかっていう話はあるのですがー（笑）、でも、みなさんの中でもそういうものになっていたら、もう、これ以上の幸せはありません。なにより、人気があるまま、惜おしまれた状態で最後を迎えることができるっていうのは、作品にとっては本当に幸せなことで。そしてそのすべては、支えてくれたみなさんのおかげっ!!

　本当にみんな、『いつ天』を好きと言ってくれて、ありがとうございます！

　で、じゃあ終わりなのかというと、今度はこれが始まります！

　ちょっと見て見て新作『黙もく示し録ろくアリス』！　『伝勇伝』のあとがきに載のったものに似てますが、僕のコメントと絵がちょっと変わっています。
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　と、『いつ天』は終わってしまいますが、新作が始まっております。

　どちらかというと『伝勇伝』に近い作品をと思って作ったのですが、たぶん、この『黙示録アリス』は、この『いつ天』の最終巻には、書いた時期が近いからかノリ的にすごい近いものになってると思います。

　あと、これは秘密ですが（もう読んでくれた方は気づいたかもですが）、『黙示録アリス』には宮みや阪さかの文字がこっそり隠かくされてるので、見つけてみてください！（笑）




　と、そんなこんなで告知も終わってしまい──

　本当に、最後です。

　みなさん、ここまで応おう援えんありがとうございました。みんなが読んでくれたからこそ、大兎や月光は、最後まで戦うことができました。本当に本当に、みんなのおかげです。

　だから、心からのお礼を。

　ありがとう！　感謝してます。みんな大好き！　そしてこれからも、鏡かがみ貴たか也やをよろしくお願いします！




　って言いながら～、毎度のことながら連続刊行中です。

　一月『終わりのセラフ４』発売（ジャンプＳＱ．様でやってるコミック）

　二月『終わりのセラフ３一瀬グレン、十六歳の破滅カタストロフイ』（講談社ラノベ文庫様）

　三月『黙示録アリス２』（を、いまから書く！）

　四月『大伝説の勇者の伝説15』が出るのどうなの？

　っという流れになってると聞きました。いやー、死ぬんじゃないのこれ！

大兎「俺は六回死ねるけどね」

　いやおまえはいいかもしんないけどさー！　とか、そんな馬ば鹿かなことを言いつつ、これからもよろしくお願いします！

　まずは『黙示録アリス』をよろろ！




　ってことで、さて。

　今度こそ本当の本当に、終わります。僕はシリーズ最終巻というのは、これが初めてになります。僕は『いつ天』が好きなので、胸がぎゅーってなりますが、これで最後。

　でもね、最終巻だけど、さよならと言うのは寂しいので、いつもどおりのお別れをさせてください。

　それではみんな、また会おう！

　来月ね！





鏡貴也
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